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明治 以來、 世に 提起され た國語 及び 國語敎 育に 關 する 問題 は 頗る 多い。 

をの 多くの 問題の 中に は、 國 民 生 活、 國 民敎 育の 上から 見て 閑 問題と さ 

るべ きもの も 固よ う ある。 それら は學 者の 論議^ 委せて 置けば よい 

と 思 はれる ので ある が、 余 の 取， 5 上げて 論議しょう とする 間 題 はさう 

S ふ 問題で はな S 、國民 生活に 重大な 關係を 有 し、 國 民敎 育の 基礎と な 

力、 國 民 文化の 開 展^ 大 影響 を 保ゥと M るの 重大問題 である。 すな は 

ち 乙れ が 解決 をな すと、 ヒれを 等閑に 附し 置く と で、 國 家、 國 民 敎 育、 國 民 

文化の 將來 の發展 は、 大 なる 差を來 すべ き 性質の 問題で ある。 

明治 以來、 政府が 特に 國語 調査 會、 臨 時國語 調査 會、 國 語 審議 會を 設 け て、 



0 語 間 題.. ^ 

調 査、 研 究、 審 議 

が 如き 性質の 

て <q な y を の 

移し て悔 なき 

らの 問題の 解 

との 間^ 有つ 

て 各方 面から 

て， 乙. れ を實施 

法の 便宜と い 

輕卒 な 乙 とで- 

乙と を 恐れる- 

要する に、 國 語 

べき は 勿論で 

又 その 實 施の 



英語 科 問題 

を 行 はしめ 

問題で ある 

審議 決定し 

ものである 

決 方針 は 唯 

關係は 頗る 

調査し、 考察 

すべ きもの 

名 やうな 點 

, 或は その 弊 

問題 の 解決 

あるが 又, V 

乙と を 離れず 



來 つた 諸 

が、 遺 慽 な 



た 

力 

れ 



ものと 

はいへ 

の もの 

雜なも 

て、 以 て 

あって 

ら考 へ 

及ぶ と 

，學問 上 

と共に 

し て、 調 



問題の 

力ら を 

S へ ど 

ない と 

ではな 

ので あ 

その 最 

"單 に 學 

て、 直 ち 

乙ろ 却 



如 き 

。1 謂 

も、 未 

S ふ 

い、 國 

る か 

も 穩 

問 上 

に Z 

て 得 



は、 少 

査、 硏 

だ 決 

の で 

語 の 

ら、 虛 

健な 

の 一 

れ を 

る と 



鞏固な 甚 礎の 上 

國 家の傳 統、 國 民 



くと も 

究に於 

して N! 

あ る。 

國 民生 

心 S 

る ベ き 

つ 理論 

實 行 に 

乙ろ の 

に立ゥ 

の 感情 



査 研究 



されねば ならな 



四 

上に 述べ る 

て も 完了し 

れを實 施に 

思 ふ に 、そ れ 

活、 國 民 文化 

問題に ク い 

もの を取ゥ 

や、 敎授 上方 

移す NJ と は、 

便宜に 勝る 

て考 へらる 

を もよ く 見， 

いもので あ 



る。 余が 本 * ^ 論議し、 提言す ると 乙る の 

に 立って 調査し、 考究した 結果 を 述べ たも 

本書の 立 言 は 全くな s 積う である。 

英語 科に 關 する 三種の 文 も 亦國語 問題に 

年 敎育界 に 在って 經驗 したと M る 、聞 見 し 

界の實 行 問題と して 提唱し、 論議した もの 

た 爲に罵 詈 さ れ、 脅 迫され た が、 余 の 信ずる 

ない、 否 時代の 進 轉、 わ が國際 情勢の 變化、 わ 

なる ばかう である。 余 は 現に、 國 家に 向つ 

已 まな S ものである。 

本 * は、 「國語 問題と 英語 科 問題」 と 題し 

る 二 問題に 對 する 論議 を 主と した のでな 

決 案 を 提唱した 積う である。 



も の は、 す ベ て 

ので ある。 實 

關 する 諸 文と 

たと 乙 ろ を 基 

である。 余 は 

と 乙 ろ は今以 

が 文化の 發展 

て 余の 說の實 

た が 、余 として 

く、 實 施 を 目標 



余が 乙の 立場 

施 を 離れて は 

同 じ く、 佘 の 多 

礎と し て、 敎 育 

乙れ を發 表し 

て 少しも 動か 

と 共 に、 益 堅 く 

施 を 要望して 

はこの 重要な 

とした 余の 解 
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目下 進行 中の 日 ま事變 は、 北京の 近郊 蘆溝橋に 於け る わが 駐屯 軍の 夜間 演習に， 支 

那 軍が 發 砲した と S ふ、 小 さい 事件に 端を發 したので ある。 その 當時 はわが 政府 

も、 國 民 も、 NJ れを 大事 件と しな S やう にと 希望 し、 局 地 解決 をしょう と 努めた ので 

ある。 我が 國は 初から 新 東亞 建設な どの 目的 を 以て 乙れ を わざと 構へ たので は 

ない ので ある。 然る に、 支 那に 於け る 長い間の 誤ク た敎 育、 卽 ち 抗日 排日 を 以て、 う 

まく 國 民の 銃 一 を 計らう とし た、 蔣 介 石 政 權の敎 育 方針の 結果 が、 全 面 的に 抗日の 

氣 勢を强 うして. Q たの で、 蔣 介 石政權 もこれ^ 引きずられて 段 々と 大きな 戰爭と 

なって しまっ^の である。 をれ でもな ほ 我が 國は 速戰 速決の 心 を 以て これに 當 

う、 戰 爭の 一 段落 每 に、 彼 に 和平の 機會 を與 へたので ある。 併し、 いかにせ ん、 英 國、 佛 

日 支 事 變と國 語 政 策、 國 語 間 題 一一 



國語間 題と 英語 科 問題 

國、 ソ 聯、 米 國 まで も、 わ が 國カを 乙 

民の 東洋に 於け る 雄飛 を 抑へ よ 

るので あるか ら、 敗 戰に 敗戰を 重 

後の 勝利 を 夢み つ k 、戰 爭は 終に 

黨 なる ものが あつ て、 か ねて、 ソ聯 

ぬるので ある。 蔣介石 自身 は 幾 

外から と、 支 那共產 黨が內 から と „ 

續 けて、 勝み のな s 、無益な 戰爭を 

かう し て、 我 が國 として は、 心 な ら 

戰 つ て、 を の 多數の 人命 を 殺して 

引く 間 に、 わ が國 は當然 かねて 抱 

なら なくなった。 事變 のなかつ 

あ る が、， V れは外 國に對 して 强く 

易に， V の機會 はなかった が、 日 支 



の 戰爭に 依つ て 弱くし 

うと 思つ て、 蔣 政權 を經 

ね て も、 蔣 政權は 容易に 

今日に 至った ので ある- 

と 結ん で、 蔣 政權を 引き 

度 か 和平 を 希望した の 

. 牽制す ると ころの 力に 

續 けて. Q るので ある。 

ず も 東洋に 於て 仲の よ 

_Q るので ある が、 か や う 

懷 してね る國 家の 大理 

た 際に も 固よう かう い 

働き かけねば 實 現の 出 

の關 係が 戰爭狀 態とな 



1 二 

て、 大に 伸びて 行 

濟 的に、 又 武力 的 

わが 國に 屈服し 

, それに 又 支那 

ず つ て、 抗 戰を續 

である が、 英 佛 等 

引かれて 終に 今 



友達と す ベ 

事變 が戰爭 

の實 現を考 

理想 は持ク 

な S 乙と で 

た か ら、 極 め 



くわが 國 

に 援助す 

な s で、 最 

^は 共產 

けさせて 

の 外國カ 

日に 戰を 

支那 人と 

なって 長 

なければ 

ぬた ので 

る か ら、 容 

自然^ 乙 



の 際に かねての 理想の 實 現へ と、 乙 の 勢 を轉 じょうと 考 へて 來^ ので ある。 我々 

は 初めから 企て 乂、 無理に NJ の 事變を 惹起し^も ので もな く、 又 決して 火事場泥棒 

を かせがう とする もので もない。 我々 の 行動 は國 民の 私利 私慾の 動きで はなく、 

柬亚 民族の 共存 共榮の 幸福へ の 進みで ある。 

乙 の事變 をば 亞細亞 民族の 共存 共 榮の爲 の戰爭 であると 意識す るに 至って、 ヒ の 

事變に 我が 國民は 聖戰と S ふ 名 AJ 附 けた。 聖 戰、 祌 聖 なる 戰爭と いふの は、 國 家の 

私利の 爲 の戰爭 でな く、 廣 く 東亜 民族の 共存 共 榮の爲 の戰^ である 乙と を 意 * し 

てぬる。 乙れ を， 支 那 の先覺 者と し て、 よ く 眼の 世界に 透って を う、 今 和平 蓮 動の 先 

頭に 立ゥ て、 一 世の 重 望 を 負うて ねる 汪兆銘 氏の 言 を 借りて S ふなら ば、 束 亜に 於 

ける 經濟的 侵略 國 たる 英佛 等の 暴威 を 驅逐 して、 純粹な 通商 國た らしめ、 一方に は 

ソ聯の 赤化 的 侵略 を 防い で、 以 て 日満 支、 東亞 三國民 の 共存 共榮 をな さう とい ふの 

である。 

かくの 如き 人類の 行動と し て、 高 尙 な、 神 聖な 目的に 向つ て 努力す ると ころ の戰 爭 

であるか ら、 M れを聖 戰と稱 する に 少しも はばかる 所 はな ぃ喾 である。 

日 支 事 變と國 語 政 策、 IT 語 問題 一 一一 一 



阈語間 題と 英語 科 問題 一四 

顧 み て、 明 治 維新 以 來、 我 が國の 東洋に 於て して 來 たと 乙る を 見 よ、 日 淸戰爭 が 起つ 

て、 我が 國は 支那と 戰爭 をし^。 乙の 戰の 結果と して、 世界の 通 

爭 から 蒙った 日本 國 民の 禍を 償ふ爲 に、 支 那 は臺灣 を割讓 し^ 

東亞に 於け る 侵略に 對し て、 わ が國は 敢然と して 立って ビれに 

戰爭が 起った。 乙の 戰爭も 亦 我が 國の 勝利に 歸 したので、 をの 

は 樺 太 半 部 を 我が 國^ 讓 つた。 後、 わ が國の 力で 露 西 亞の東 侵 

國と 相談 を 遂げて 日韓の 併合 を 成立 たし て、 乙 V にやん 我が 國 

咯 から 心 を 安う する とが 出來る やうに なっ^。 

併し かう した 臺灣の 領有 や、 朝 鮮の 併合 を 唯 外部から 皮相 的に 

からず クと 以前に 東方 侵略 をな したのと 形が 似て ぬるので、 乙 

見る もの も あるので ある が、 我 が國 として は 決して 國 家の 私利 

乙れ をな したので な く、 柬 洋の 平和、 s ひ換 ふれ ば， 西 力の 東 侵 を 

したので ある。 國家 民族と して は 誠に 已むを 得な S 乙 とで あ 

かう して 國カを 賭けて 頑張らなかった ら、 西 洋諸國 の 經濟的 侵 



義に 倣つ て、 乙 の 戰 

。 後 帝政 露 西亞の 

抗議した ので、 日露 

償 ひとして 露西亞 

の 力 を 防ぐ 爲 に、 韓 

は 露西亞 の 東方 侵 

見 れ ば、 英 佛 等が 今 

れを 日本の 侵略と 

私慾の 爲ば かもに 

防ぐ 爲に M れ をな 

る。 若し 我が 國が 

略の 手 は 今 一 層强 



く 東洋に 及んで _Q たで あらう。 さう し て、 そ の 結果と して 日 支の 國家 的獨立 も、 國 

民の 幸福 も 今一 層 犯されて. Q たで あらう。 

なほ 臺灣 領有 以後の 臺 灣、 韓 國 併合 以後の 朝鮮 を 見 よ、 ど こに 英國 人が 印度 其の 他 

に 施して ねる やうな 侵略的 事實を 見る/ \J とが 出來 るか。 眞の 侵略 は をの 奪った 

國 土に 住む 異 民族 を驅ク て 奴隸と し、 苛 歛誅 求に 依つ て をの 產物を 取ら 上げ て、 異 

民族の 幸福 を 奪 ふこと である。 わが 臺灣統 治、 朝 鮮 統治に か V る 事實が あるか。 

わが 內 地の 金 を 投じて 臺 灣、 朝 鮮の開 發を計 う、 そ の 住民の 幸福 を 計った もの は甚 

だ 多 S が、 彼 等の 富 を 奪 ひ、 そ の 幸福 を 奪って ぬる 事實 はない 喾 である。 極めて 少 

數の 不心得者 が、 よ くな S 行爲 をし て、 無 知なる 住民 を 欺いた 乙と は あると 聞く が、 

をれ は極少 數の惡 ひべき 同胞の 乙と に過ぎない。 領有 以 來、 併 合以來 の臺灣 人、 朝 

鮮 人の 富が s かに 增 大して a る か、 を の 生活の 安 寧、 幸 福が s かに 增 進して ぬる か 

を 見 よ、 さ うして 又領 有； 以 來、 併 合 以 來 、を の當 初と 今日との. 内 地 人の 雨 地 居住者の 

率の 高まらな s 狀況を も 見よ。 わが 國 民が 領有 地の 民族 對 して 侵略的の 行爲 

をして ねない 乙と は 明らかで ある。 乙 の 事實を 指して 或 論者 はわが 植民 政策の 

日 支 事 變と國 語 政 策、！： 語 問題 ，ー 五 



K 語 問題と 英語 科 問題 

失敗と いふ。 成る ほど 西洋 

その 失敗の 事實 がわが 國民 

る。 日本 精神、 曰 本國民 性が、 

今や 日 支 事變の 進行 中に 於 

鮮 人に 對 してな したと 同樣 

ので ある。 乙の 聲 明に 於て 

決して 主 權を犯 し、 國 土 を 割 

ので ある。 支那の 有識 層の 

いて くれ V ば、 こ の 精神 は必 

民の 利益 幸福と 矛盾す る も 

も 維新 政府 も、 汪兆銘 氏の 考 

むべ きこと を 約し^ と 聞く 

汪兆銥 氏 を 中心とし.？ i 和平 

て 日 支 兩國民 は 手 を携へ る 



一 六 

の 植民 政策の 立て前から すれば 失敗で あらう。 併し 

の 侵略的 國民 でない 乙と を證據 立てて ねる もので あ 

西洋 流の 侵略 をな す？ -とを 許さな い 結果で ある。 

て. 我が 國は 支那 民族^ 對し て、 臺 灣 人に 對 してな し、 朝 

の rJ とを豫 約し て a る、 乙 れが彼 の 近衞聲 明と い ふ も 

は 東洋の 平和 を 約束し、 民族の 共存 共榮を 約して ぬる、 

讓せ しむる 乙と をし な いと いふ 乙と を、 約 束して ぬる 

人 み、 が、 汪 兆銘 氏の やう に、 胸 襟 を 開 S て、 我 が國 民に 聞 

ず わかる と あ も ふ。 我が 國 民の 理想が 決して 支那 國 

のでな. SrJ と は 必ず わかる と あ も ふ。 現に 臨時政府 

に 共鳴し て、 全幅の 支援 をな し て、 和平 運動 を 進展せ し 

ので ある。 

蓮 動 は 著々 進展して ゐる やうで ある。 さう してやが 

平和の 日を迎 へる 乙と となる であらう。 戰爭狀 態 も 



舊に復 する であらう。 

は な い、 聖戰に 次ぐ とこ 

れ からと 見なけ 



業 は， V 

業の 指 

てね る 

は 我が 

の聖業 

をの 平 

著 手 さ 

及 を以 

も 十分 

文化 

や 内地 

に 至つ 



導 

た 



力 

方 

力 



地位に 立つ 

■ 支那 はわが 

六十 年の 先 

し 遂げな け 

建設の 大事 

ねる ので あ 

しき げらる 

く、 經 濟 的に 

彼等の 上 に 

て も、 國 語 の 

獨ぅ 内地 に 



併し さうな 

ろの 聖業は 

れ ばなら な 

も の は、 わ が 

國に 比して 

輩で あるか 

れ ばなら な 

業に は、 政治 

る。 さう し 

べき もので 

共榮の 實 を 

をの 恩澤を 

重要性が 國 

止 ら ず、 外 m 



日 支 事 變と國 語 政 策、 國 語 問題 



れ ば、 そ れで 東亞の 新 建設 は 終 つ^とい ふので 

もれから 益" 多くなる であらう。 平和の 建設 事 

い。 その 時に 當 つて その 大 建設 事業、 大 平和 事 

國 でなければ ならない。 支那の 有識者 も いつ 

六十 年 程 後れて ねる。 昔 は 先輩で ぁク たが、 今 

ら、 よ く 先導 者、 指 導 者と な ゥ て、 乙の 新 東亞 建設 

ビ。 

的、 經 濟 的、 文 化 的の 諸 施設が ある 喾 で、 今 すでに 

て これらの 諸 施設 は いづれ も 、日本語の 進 出、 普 

ある。 乙れ なし K は 政治的に 和平 を 保つ 乙と 

擧げる IV- とも 滿 足に 出來 ない。 又 固よ， C- わが 

與 へる 乙と も出來 ない 乙と は 明かで ある。 今 

體の明 徵、 國 民の 自覺に 伴うて 强く 感ぜられる 

に 於ても 國語 政策の 必要が 同樣に 認められる 

一七 



國語 問題と 英語 科 問題 一八 

^至った。 をの 著しい 證據 は、 前 帝 國議會 の 本會議 並に 委員 會に於 て、 今 迄にな く 

國語敎 育 及び 國語 政策 等に ゥ いて、 質問 應 答が 行 はれた 乙と である。 さう して そ 

れ について は、 政 府の 施設の 一 部 はすで に をの 芽 を 出して ぬるので ある。 

かやう にして、 今や 內 外の 情勢 は、 共 に國語 並に 國語敎 育、 國 語 政策の 重要性 を 認め 

て來 た。 特に、 新 東亞 建設の 國 策の 遂行 上 、日本語の 海外 普及と いふ 國語 政策 遂 行 

の 必要 は、 文 部 省 をし て、 昨 年 六月 二十 曰から 三 曰に 互つ て、 關 係各官 省、 外 地 當局を 

集めて、 日本語の 外地 普及に 關 して 會議を 開かし めた。 をの 時の 文部大臣 荒木 大 

將の 述べられた 挨拶の 言 葉の 中に、 

抑" 我が 國語は 我が 國 民の 間に 貫流す る 精神的 血液で ありまし て、 我が 國民 はこの 精神的 血 

液に よつ て鞏く 結ばれて ゐ るので あります。 今や 我が 國は 八紘 一 宇の 大 理想に 基づ き、 東 

亞新 秩序より 進んで 世界平和 招徠の 基礎 を樹 てんとす る 時、 この 精神的 血液が 東亞 諸 民族 

の 間 に、 我 が 國語を 通じて 流れますなら ば、 此 の 大業 貫徹に 相互 協同の 實 を擧げ 得る の で、 此 

の 目的 達成の 爲の 重要なる 施策た る こと は 言 を 俟 たぬ 所であります。 

と ある。 眞に その 通ろ である。 國家大 理想の 實現、 國策 遂行の 爲に は、 是非とも、 乙 



の 日本語の 海外 普及と いふ 政策が 伴 はなければ ならな S ので ある。 

さ て、 か ぅ考 へて 來る と、 わ が國が 乙れ まで 日本語の 海外 普及に 關 して 準備 を 怠つ 

てぬ^ M とが 甚だ 遺慽 とされなければ ならぬ ので ある。 7- の 日本語の 海外 普及 

の 準備と S ふの は 、いろく ある が、 第 一は 國語 諸問題の 解決で ある。 乙の 解決 は 

內 地に 於け る國 民の 國語敎 育の 根柢と なる もので あ う， 引 いて は國 民の 國語 活動 

を 一 層よ くす る途 でも あるので ある が、 更 に 時局に 遭遇し て、 日 本 語の 海外 普及に 

關し 、乙れ が 急務た る を 痛感す るに 至った ので ある。 後れたら とい へど も、 今 日 漸 

く 乙、 に自覺 して、 國語 問題の 重要性に 目 ざ め、 文 部 省を始 め、 民 間 有識者 が、 そ の 解 

決の 爲 K 努力す る 機 蓮の 熟し て、 將 . に實行 期に 入らん としてぬ る M と は 誠に 喜ぶ 

ベ き M とで ある。 

さて、 一 口に 國語 問題と いって も、 そ れには 種々 な 方面が あ 5、 種 々な 問題が ある。 

例 を擧 ぐれ ば、 標 準 語彙 制定 問題、 乙れ も 口語と 口語文の 雨 面に ついて なさるべき 

である。 目下 國 民の 間に 漫然 と、 現 今 東京の 中流 敎養 ある 社 會に用 ひられて ぬる 

言 葉が それで あるべき であると いふ やうに 考 へられて ねる が、，. V れは 大凡の 見當 

RT 支 事 變と國 語 政策 國語 問題 一九 



國語 問題と 

であって、 正確に， V 

の 中で いかに 選擇 

漢字 問題が ある。 

の 問題に ゥ いて 研 

題が ある。 7J の 問 

ても實 際に は區別 

窠も 世に 發 表され 

る。 余 は 語法に 變 

ベ き 別 案の 存 する 

句讀法 制定の 問題 

る。 國民敎 育上國 

らの 問題 は 是非 乙 

ならない もので あ 

のみ を高唱 して も、， V れは 方向 を 示さず して 徒に 馬 を 



英語 ハ科 問題 二 〇 

の發 昔、 ァクセ ン ト などに ク S て は 定ま ゥ たと 乙 K- はない、 又 そ 

さるべき かにつ いても 定まった と 乙 ろ はな 

乙れ にも 字 數、 字 形、 音 訓 等の 諸方 面に 問題が 

究 し、 整 理 される M と は 甚だ 必要な M とで あ 

題も國 語、 字 昔の 二つ ^分けて 考 へられて ね 

して 取扱 ふこと は 容易で ない。 これに は 臨 

て はねる が、， V の實 施に つ いて は 頗る 疑問 AJ 

更を加 へずし て、 し かも 初等 敎授に 於け る そ 

乙と を 信ずる ものである。 次に 基準 語法の 

も ある。 送 假名 法 制定の 問題 も ある。 敬讓 

語敎 授を完 からしめ、 又國 語の 外地 普及 を 便 

の 際 解決され ねばならな いもので あ り、 さ う 

る。 乙れ らの 問題の 解決 を 等閑に して 置 S 

鞭う つや 



いので ある。 次に 

わかれる。 乙れ ら 

る。 次に 假名 遺 問 

る。 さう 分けて 見 

時國 語調 査會の 一 

挿むべき 餘 地が あ 

の 困難 を 一 掃し 得 

制定 問題 も あ る。 

法 一 定の 問題 も あ 

にす る爲に は、 ヒ れ 

して 實 施されねば 

て、 國 語 政策の 實施 

うな もので あらう。 



國語敎 育 者 は 途方に くれる 乙 とで あらう。 國語 問題の 解決 は 飽くまで も學 問め 

i §s の 上に 立つ て、 慎 重に なさるべき 乙と は 言 ふまで もない が、 又 時局に 證，^ て、 實 

施 上の 急に 應じ 得べ き やうに 計畫實 行され ねばならない。 乙、 に 問題解決の 著 

眼點を 置かなければ ならな い。 



1« 支 事 變と國 語 政 策、 國 語 問題 



初等 敎 育， 中 等敎 育に 於け る國語 敎授の 中に は、 漢 字 敎授と い ふ 乙と が、 可な，， 5 に勞 

の 多い 一部 面と して 存在して. Q る。 明治 大正時代 に比べる と、 現今 口語文が 主と 

なった だけに、 小學 校で も、 中 等學 校で も、 敎へ る 漢字の 數は 減少して. Q ると あ も ふ。 

それにしても 常用漢字 として 臨時 國語 調査 會が發 表して ねる 案で も、 一千 九 百 六 

十 狳字は ある ので あるか ら、 決 して 容易で あると は い へない。 

1 體 漢字に は、 形 と、 昔 訓の 幾つ， とが 一 字々々 にある ので あるから、 乙れ を 正確に 敎 

授 し て、 十 分の 效杲を 擧げる 乙と， は、 相 當 骨の 折れる 乙と である。 をれ に a が國こ 

は 漢文と いふ 科が 中 等、 高 等 程度の 學科 中に あつ て、 支 那の 古典に 用 ひた 多くの 漢 

字が 中等 敎育 以上で は敎 へられねば ならない。 これらの 中 K は 今日の S 々に ま 

漢字 問題 一一で 



國語 問題と 英語 科 問題 . 一一 六 

日常生活に は 用の ない もの も少 くない か ら、 相 當 整理され る 必要が あると 思 はれ 

るが、 まだ その 蓮び ^至ってね な s ので、 國語 漢文 科に 於て 授けられる 漢字 數も實 

際 は 相當の 多數に 上って ぬる 喾 である。 - 

さて ビれら 多数の 漢字 を、 その 一 々の 幾つかの 晋訓で 記憶す る 乙と は、 宿命で でも 

あるかの やうに 諦めて 居るべき であらう か、 或 は 又 乙れ に 適 當な整 理、 制 限 を加ハ 

て、 學 習の 不 便、 困 難 を いくらか でも 少く すべ きで あらう かと い つた ら、 勿 論 我々 は 

乙れ に 適 當な整 理、 制 限 を 加 ふる 途を 見出し 得るならば、 それ をな して 困難 不侦 を 

少 くすべき である 乙と はいふまで もない。 然 らば、 もの 途は 何で あらう か。 をれ 

はすで に 世に S はれて ねる と 乙ろ の 

常用漢字の 制定 

字形の 整理 (活字 並に 肇 寫 字) 

振 假名の 存置 

の 三 は 見逃す 乙と は出來 まい。 併し 乙の 外にな ほ 漢字ば かりの 問題でなくて. 阈 

語 の 整 a 、漢 字 使用の 制限の 二 つの 乙 とが ある 喾 である。 これら は， いづす も國^ 



國 字の 問題で、 直接に は 國語敎 育の 問題 

でない からと S ク て、 國 語 敎師が でれ に 

墓 本 又 常用漢字 を考 へず^ 敎授 するな 

ばなら なくなる であらう。 例へば 日常 

の 微細に 互って 記憶させる やうな 敎授 

又 漢字々 體 整理 を 考 へな いなら ば、 木 扁 

と を s つた う、 月 扁の 三種の 區別を やか 

かう いふ 琅 細な ことに 注意 を 向けさせ 

果が來 ない とい ふ保證 が出來 るで あら 

M れは廢 止す ベ きもの 、いづれ その 內に 

以て 敎授に 臨むなら ば、 漢 字 敎授は 現在 

と AJ 豫想 しなければ ならなくなる であ 

敎 校に 無理が あう、 入 學試驗 に 無理が あ 

V 力 

漢字 問題 



ではない。 併し 直接に 國語敎 育 上の 一問 題 

無關 心であって よいと いふ もので はない。 

ら ば、 隨 分 無用な 漢字の 敎授を もしな けれ 

生活に 必要の ない 漢字 噯 で、 を の 一 點ー畫 

を敢 へ てす る ro とと もなら う。 

の縱の 棒お はねる はねぬ の やかましい 乙 

ましく いふ やうな 敎 授^なる であらう。 

る 爲 に、 肝腎な 乙と を 忘れさせる やうな 結 

うか。 又 若し 拫 假名 問題 をよ く考 へずに、 

廢 止される であらう と い ふやうな 豫想を 

よ う も、 却 て 多くの 負擔を 生徒に 課する 乙 

らう。 かう S ふ 問題-に 無頓着なる 餘 うに- 

る とい ふやうな 實狀が あるので は ある ま 

二 七 



國語 問題と 英語 科 間 題 一 一 A 

(一) 常用漢字の 制定 

ぎ 字の 總數は 頗る 多數に 及んで ねる。 乙の 多數の 漢字が 悉く 今 曰の 我々 日本 國 

民に 必要で あるので は 決してない。 實 際に 今日の 我 A 、の 生活に 必要な の は その 

P の 幾 害 力 K しか 當ら ない ので ある。 今日は 明治時代まで^ 漢學を 深く 學 び、 漢 

字 を 多く あぼえ て來た 人達 は、 な ほ 多くの 漢字 を 使用す る 傾向に あ う、 大 王お 來の 

若い 人達 は 、餘ぅ 多く 漢文 を學ん で&な s 爲に、 ヒれら の 多数の 若い 人々 の 緩る 文 

章に は^して 漢字の 數が少 く 使用され てぬる ので ある。 又 陸軍な どに は 隊铳的 

に 平易な 國語を 使用す る 乙と を 嫌 ひ、 倍 屈な 漢 語、 漢 字 語 を 多く 使用す る 風が ある。 

かう してな ほ 社 會には 相 當多數 の 漢字が 用 ひられて ねる。 殊に 現今 日 支 事變と 

S ふ變 態の 時代で は、 支那の 地名 や 人名が 新聞紙に 出る やうに なって 、蒋介石の 蔣 

や^ 頭の 汕の類 の、 平 時には 全く 用の ないやうな 字まで が 用 ひられて & るの で、 相 



當 多くな 

ぬる 限う 

る 乙 とが 

乙の 自然 

-Q る 人達 

先覺 者が 

る が、 乙 れ 

ないから- 

を 立 て、 調 

ま い。 

臨時 國語 

であらう. 

する 乙 と 

が缺 けて 



つて &る かも 

は、 成 るべ く M 

必要で ある。 

の 力 を 無視し 

もないで はな 

相 戒めて 成 る 

は 容易に 行 は 

個人々々 が 思 

査を 遂げた 上 

調査 會の 常用 

, が、 そ の 標 準. 

の 出来な S の 

& るから s け 



知れない。 と.^ かく も、 我 々が 日 

れを 整理 し、 統 一 し て、 そ の數 ^少 

實 際、 自 然の 力で 減じつ 、あるに 

て、 無 用に 近 S 漢字まで 大切 さう 

い。 乙れ はどうしても 何とかす 

ベ く 漢字 を 節約して 使用す る や 

れ 難く、 又？ 一れ では 十分に 整理、 統 

ひ /\ にす る IV- と を やめ て、 國 家 

に ビれを 一 齊 に、 官民 一 途に行 は 

漢 字 案 は、 或 標 準、 或 方法 を 以て 調 

• 方法に つ いて 詳細に 明示され て 

が遺慽 である。 世間で はでれ に 

な S と か、 憲 法 中の 何の 字が 脫け 



常 生活に 漢字 

く し、 學 ぶに 易 

は 相違ない が、 

に、 或 は 得意 さ 

る 必要が ある- 

う. y する の TP 

一 の 成し遂げ 

の 力 で、 十分な 

せる に 越した 

査 した 上に 作 

_Q な S から 安 

對 し て、 重 要 な 

て. 0 ると か s 



を 使 弔 し て 

s やうに す 

又 心なく も 

うに 使って 

一 それに は 

一法で は あ 

ら るべ きで 

る 基礎 方策 

乙と は ある 

られ たもの 

心して 賛成 

勅語 中の 字 

つて 難ず る 



漢字 問題， 二 九 



國語間 題と 英語 科 間 題 三 0 

人 も あれ ば、 更 に 相 當の字 數を擧 げて加 へ よと いふ 漢學者 も ある。 阜の 字が 今 は 

岐阜の 場合の 外用 ひられ ず、 崎 は 長 崎な どの 地名 か、 山 崎な どの 姓の 場合の 外用 ひ 

られ ぬか ら. 常 用 漢字に 入れて な いと S ふが 、乙れ らも 考 へ や う， 定 め やうであって、 

苟 くも 縣 名の 字が 除かれた う、 あ り ふれた 地名 や、 姓 の 字がなかった うして は不都 

合と も 考 へられる し、 併 しさう した 固有名詞 を 彼 を 棄て此 を 取る と いふ 乙と も い 

かがで あるか ら、 固 有 名詞に 限って 用 ひられて &る もの は 除外と すべし とい ふに 

も 相當の 理由が ぁク て、 整 理 統一の 標 準、 甚 礎と いふ もの も、 さ ぅ單 純な ものである 

と は S へない。 若し 色々 な 人み、 が、 色 々な 標準から する 註文に 一 々漫然と 聽從し 

てわた 日に は、 漢 字の 字數 制限と いふ 乙との 實赣 は擧げ 難から う。 M れには 確乎 

たる 理論 と、 儼 然 たる 事實 との 上に 立て^ 標 準、 甚 礎に 立って、 調査 研究 を 遂げて 決 

定 する M と が， 必 要で ある。 

乙れ にク S て は先づ 漢字 使用の 場合 を 一 定 する 乙 とが 先決の 問題と 考 へられる。 

乙れ に は大體 「漢字 晋 語に は 漢字 を 用 ひ、 純國 語に は 假名 を 用 ひる」 とい ふ 方針 

が 立つ。 假名 は純國 語の 性質 K 應 じて 發 生、 發 達した もので あらう か ら、 純 國語を 



寫 すに は 適して ねる が、 漢 語、 漢 字 語に は 不適 當 である。 もれで 乙の 方針 は 一般に 

理論的に 適切な 方針で ある が、 同 昔 語の 多く ある 場合に は、 混 同し 易くて ビれ を假 

名 書きに すると 不便が ある。 例へば、 「いる」 と S ふ 語 は 同一で ある が、 を の 意 義 

からする と、 鑄、 射、 入、 炒、 癒 等 が あ う、 又 「か る」 にな る と、 驅. 枯、 涸， 嗄、 借、 狩、 刈、 離 などの 多 

數に 上る。 そ れ であるから 、一概に、 上の 方針 を 墨守す る 乙と は 不可で ある。 を 乙 

で純阈 愚 に當 てる 漢字に しても 乙れ AJ 適 當に殘 す 乙と が 必要と ならう。 乙れ に 

は 又 或 一 定の 方針の 下に 一 々調査 を 遂げて 定めねば なるまい。 又 字 昔 語に して 

も 「挨拶」 の 如き は、 二字 共に 乙 の 場合の 外用 ひぬ 字であって、 假名 書きしても 冏 

違の 起らぬ もので あるか ら、 假 名 書きに する 方が 便利で あると S ふ說も 尤もと 聽 

かれる。 歷代 天皇の 御 謚號ゃ 年號を 始めと し、 歷 史上 重要な 人物 や、 現 代の 人の 姓 

名 中に も、 日 常に 使用して ぬな s 漢字 も 幾らか ある。 これら を どう 所 置す ベ きか。 

みず もとの ま、 の 漢字 を 用 ひる か、 或 は 假名 書きに する か、 假 名 書 きを 許す か、 い ろ 

S ろと 方法 は あるで あらう。 かう S ふ 漢字 使用法 を 一 定 する ことに 由って、 漢字 

の 整理 統一 り途は 自然 違 ふので ある。 7J れら はどうして も、 國 家 力， V の 方針 を定 

漢字 問題 一一 二 



國語 問題と 英語 科 間 題 

める でな けれ ば、 到 底實 行の 出來な い 乙と である。 

それから 今一 つ 漢字の 整理 統一 を 行 ふ 前に、 必要な 先決問題が ある 

語彙の 制定で ある。 我が 國の 辭甞を 見る と、 語 彙の 多い のに 驚かれ 

中^は 過去に 屬 して „Q る もの？ P あ >5、 特 殊 な社會 等^ 用 ひられて ゐ 

學問 上の 專門語 も あつ て、 一 般國 民の 常用す る ものから 除かる ベ き 

これらの 中で 現代語 (口語と 口語文との) を選擇 して、 現代の 甚本 

める ことの 急務 は、 識 者の 唱 へて ぬると, V- ろ である。 M の 甚本的 日 

あって、 M れを 文字に 寫す 場合に、 假名と 漢字の 使用が 一 定 する？ 一と 

も 自然^ 墓 本 漢字 (常用漢字と いはず) が 選定され る喾 である。 

さて、 以上の 先決問題が 解決され、 ば 最もよ い が、 解 決されて ぬない 

限 を 行 ふ爲 に、 常 用 漢字 を 制定す ると すれば、 いかなる 方針 を 以て、 そ 

なすべき か。 乙れ について 所見 AJ 述べよう。 

先づ 我々 は 日常生活に 必要な 漢字 を どうして 知 つ て 行く かと 考 へ 



一一 三 

. それ は甚本 

る。 併し,， v の 

る も の も あり. 

もの も 多い。 

的な 語彙 を定 

本 語の 制定が 

になれ ば、 漢 字 

今 曰、 漢字 の 制 

の 調査 考究 を 

て 見る と、 第 一 



は、 學校敎 育で、 殊に， V の國語 科で 敎 へられる。 次に は 社會の 新聞 雜誌 等の 讀み物 



力ら 敎 〈ら^る。 と. ころ が、 社 會の讀 み 物から 知る とい ふの は、 一昔 聲 の 言 葉で 旣知 

の 語. であれ ば、 そ の 振 假名から 漢字 を 知る 乙と が 多い。 音 聲の 言 葉 も. 未 知の 語で 

あ れ ば、 漢 字で 始めて その 語に 接する ので. ヒ れは辭 書で 見る か、 人 に敎 へて 貰 ふか 

して その 意 を 知る。 かう して、 人 は 一 生涯に 大 體事缺 かぬ ほどの 漢字 を あぼえ 込 

むので ある。 

次に、 日常生活に 必要な 漢字と い りて も、 そ れは 書く に 必要な の と， 蟹 がに 必 要な の 

との 二種に 大體 分けられる。 大體 は兩者 一 致すべき であるが、 多くの 人に 於て、 書 

く 漢字 は， 讀 む 漢字に 比べ て 幾らか 少數で 足うる。 最も 記者と s ふやうな 特殊な 

職業の 人 は 例外と しなければ ならな い。 

常用漢字 を 制定す ると すれ ば、 右 の 乙と を 甚磋に 置いて すべきで ある。 臨時 國語 

調査 會 案の 如 く 、書 く 漢 字 と、 讀 む 漢字と を 一 緒に して 定める の も 一 法で は あるが、 

分けて 制定す る 方が 實際 上^ 役に立つ と考 へられる。 

書く 常用漢字の 制定 

都市、 農 山 漁村 等に 亙 つて、 國民 義務 敎育を 終 へ て、 各種の 職業に 從事 せる ものの、 手 



阈語 問題と 英語 科 問題 三 四， 

紙 その他 實際 生活の 必要から *s た 書き物に ついて、 廣く 镧査を 遂げ て， 彼 等の 實 

際^ 使用す る 漢字の 統計 を 取 り、 更 に をれ につ S て 一 々實際 上の 調査 を遂》 て 制 

定す るので ある。 併し M の 書き物に ついての 調査に は、 必 要で あっても 自然に 洩 

れる もの も あるべ く、 又 無くても 濟 むべき ものの 偶" 入る 乙と も あう 得る ので ある 

から、 一 ふ、 の實際 上の 調査に 於て 增滅を する 乙と となる わけで ある。 かう して 制 

定 した 漢字 を、 常 用 漢 字、 第 一 種と する。 乙の 第 一 種 常用漢字 は、 小學 國語讀 本に は 

是非 提示す る 乙と にしたい。 さう して 書き取り にも 課 し、 よ く 練習せ しめ て、 そ の 

字形 を も 正しく 記憶 させて あくべき ものである。 かう して 義務 敎育 では、 漢字の 

修得 は 乙の 第一 種 常用漢字 を 以て 甚礎 とする ので ある。 

讃む 漢字 は、 印 刷、 活 字 製 造 會 社、 新 聞 社 等の 調査して ぬる、 活字 使用の 頻度 數を 以て 

調査の 一 ゥの 基礎と する ことが 出來る が、 な ほ、， v の 外に も、 日 常 生活に 密接な 關係 

を 持つ、 重要なる 法規 類 も 調査す るの 要が あらう し、 又 主なる 都 市、 府 縣 等の 地名 や、 

最も 多 s 苗字の 如き も 調査に 洩す 乙と は出來 まい。 又は 綜合 雜 誌、 大 衆 雜 誌 等 も 

洩す 乙と を 得ない かも 知らない。 かう して 集め^も の を 調査 整理して 得た 漢字 



の 中から 第 一 種 を 除 s たも 

それ か ら.. わ が國 には國 民と 

これら を 今一 々に は 擧げな 

ものに 用 ひられて ゐ て、 第 一 . 

にして あく。 

かう い ふ 方針で、 常用漢字 を 

の 取扱 も 自ら 異な クて兒 童 

限の 實も 尤もよ く擧 がるで 

にの み 必要な 漢字 も、 特 殊 重 

取扱 も 多數が 一 樣 になる, o 

と. y なる ので あるか ら， 乙 の 

繰返して い ふ， 敎育上 で、 昔訓 

の は 第 一 種 漢字 だけで ある 

ある。 從 つて 入 學試驗 問題 



の を 第二 種 常用漢字 とする。 

して 籠め なければ ならぬ 大事な 文 章、 特 殊な 語が ある。 

い が、 勅 語、 憲 法、 皇 室 典 範、 歷 代 天皇の 謚 號、 年 號、 この類の 

二種に な s もの を、 第 三種 重要 漢字と して これ を 特殊 



制定 すれ ば， 第 

生徒に 無理 を 

あらう と あ も 

要 漢字 も 一 緖 

とに なつ て、 兒 

制定 方が 一 層 

は 勿論 字畫の 

か ら 、書 取 習字 

に 書取ら の 問 



一、 第二、 第 三 の 三種に 應じ て， 國 語 敎育上 

させないで 濟 むこと にな う- 且 つ 漢字 制 

ふ。 唯 漫 然 と 書く に 必 要な 漢字 も、 讀 む 

にして 常用漢字 を 制定す る と、 敎 育 上の 

童 生徒 をして 徒らに 多く 勞せ しむる 乙 

有效 であると あ も ふ。 

微細な 點 まで. 一 々記憶す る を 要する も 

は 第 一 種 漢字に 限 りビ れを 課すべき で 

題 を 出す に は、 iS 一 種 漢字から 出す 乙と 



漢字 問題 三 五 



K 語 問題と 英語 科 間 題 一一 一. 六 



r 限 ら， 第 一 一 種、 第 三種 は 大體の 字形の 記憶 

扱へば よ S ので ある。 かくして、 兒童 生徒 

來 るので ある。 



(二) 字形の 整理 統 



でも 不都合 はない か ら、， V れ を 含んで 取 

の 漢字の 負擔を 幾分 輕滅 する ことが 出 



漢字 

す る 

き は 

一 A. 



字形 

な る 

て， そ 

ク い 



整理の 必要 は、 社會に 漫然と は 



認められての るが、 いよ ,c Z 



と、 字 形に 關 する 使用 上の 不 便、 學 習 上の 困難が どこに 在る か 



少くす ると いふ こと を 中心に 



れを實 行 

をよ く 見 

し て、 漢字 



の 不便 困難 を出來 得る かぎ 

て 字形 整理 を 行 ふの が、 最 も當を 得た 途 であると あ も ふ。 

漢字 使用 上の 不 便、 學 習 上の 困難と いって も、 亦 乙れ を 活字と 筆寫 字と を 分けて 考 

へ て 見ねば なら ず、 又 讀む 場合 と 、書 く 場合と に 分けても 考 へ て 見ねば ならない。 

これ を 混じて 考 へ る と， 整 理の 方法が 不徹底な ものになる の あそれ が ある。 



先づ 活字に 就い て考 へ る。 現今 活字が 紙幅の 節約の 爲に 次第に 小さくなる 傾向 

を 取って ねる。 隨ゥて 餘らに 小さくなる と、 活 字 製作 上の 困難と い ふこと が 起る 

喾 である が、 乙 の 乙と は讀む 方の 不便と いふ <o との 中に 含められ るか らビ 、に は 

活字 製作 上の 乙と は 措く M ととす る。 そ 7J で 活字 を 讀む 上の 不便 困難 を 見る と. 

一、 字形の 互に まぎら はしい ものの ある 乙と。 

これ は 字形 識別 上の 不便で ある。 もと 異 字で ぁゥ て、.， V の 字形の 互に 紛ひ 易い も 

のの 間に 起る 不便で ある。 例へば 己已 巳の 如 き、 且 旦 の 如 き、 未 末の 如き を いふの 

である。 

二、 字形の 不統 一 なる ものの ある 乙と。 

これ も 固より 識別 上の 不便で ある。 もと 同 一 語 を 表す 字で あ， o なが ら. 字 形に 統 

一 を缺く 場合に は、 同 一 字で ある か、 異 字で あるかの 判別に 苦しむ ので ある。 例へ 

ば、 間 と 閒、 著 と 着、 潛 と 潜、 國 と囫 などの 如き それで ある。 乙れ らに は， V れ „1\ に 古 

體と新 體、 正 體 と俗體 など 區 別が ある が、 と にかく 乙れ を統 一 し 得べ く ば. 統 一 す る 

の 便なる 乙と は 明かで ある。 

蓖宇間 題 一一 一七 



s 詰 題 i 英語 枓問遝 一一 一 < 

三、 宇 形 構造の 複雜 多畫な もの の 多い 乙と。 

漢字 はこれ を w I マ 字 や、 假 名に 比べ る と、 字 形の 頗る 多畫 にして 又 煩雜な も の が 

多い。 隨っ てこれ を 細部に 亙って 一 點 一 畫 まで 記憶す る 乙と は 決して 容易な 乙 

とでない。 

以上の 三つ が、 漢 字の 字形に 關 する こと で、 我 ふ、 に 使用 學習 上の 不便 困難 を 感ぜし 

めて ねる あので ある が、 さ てつ」 れを 我が 國 現在の 漢字 使用のと に卽 S て考 へ て 見 

ると， 一 は少數 のこと に過ぎない。 二 は 目下 餘程 活字の 統制が 出來 てね ると 見え 

て、 現 在の 讜み 物^ 使用され てぬる 活字に 見える 不統一 は少 いので ある。 三 も 亦 

我み、 が 活字 を讀む 場合に は、 宇 形の 大要 を 見て.， v の 何の 字で あるか を 識別して な 

るので あって、 一 々をの 細部 ^互って、 一 點ー 畫 まで 細かに 識別し. ^上 で. 始 めて を 

の 何の 字た る を 解して ぬるので はない から ビの點 も 活字 を讀む 上で はさして 不 

便 困難 を 感ぜし めて^ ると は考 へられない。 彼の 獨逸 文字で 獨逸富 を每 日讀ん 

でね る 人達 は、 僅 か 二十 六に 過ぎない 花形 文字で も、 一 々をの 細部に 亙って 記憶し 

てぬる 人 はない。 それでも 讀 むに 少しも 差 支の ない の を 見て も、 讀 むに は 文字の 



一 點ー 畫 まで 細かに 知る の 要の ない こと はこれ でも 知られる。 もれで 以 h 三點 

について. 活字 AJ 讀む 上で 感ぜられ てぬる 字形から 來る 不便 困難 は. さして 大 なる 

もので はない とい ふこと が 知られる。 

次に 筆寫 字に つ いて 考 へ る。 筆 寫字は 書く 場合 と、 讀 む 場合と お分けて 考 へねば 

ならぬ。 一 の 字形の 類似から 來る異 字の 識別 上の 不便 は-活字の 場合に 比べて 多 

いとい はねば ならない。 己 已巳ゃ 未 末 や 且旦ゃ 日 曰な ど 活字で はさして 識別に 

苦しまない が、 筆 寫 字の 場合に は 首 を 傾けさせられる 乙と が少 くないの である。 

筆 寫字は 人に 由り、 場合に 由って， 甚だ 不統 一 の現狀 であるから 、活字の 場合に は 問 

題に ならない もの ま で、 識 別に 苦しむ ことがある。 例へ ば， 速、 連、 達 の 三 字の 如 き、 S 

字の 場合に は 見誤る 乙と は 殆どない が^ き やうに 由 り、 又 行 * などの i こ 由ンて 

は、 筆寫 字で は 紛ひ易 S 乙 とが 屢" ある。 二の 字形の 不統一 とい ふこと は、 活字に は 

甚だ 少ぃ が 、筆 寫 字の 場 合 に. は、 字 體に由 う、 人 に 由って 不統一 も 甚だしい とい まね 

ばなら ない。 必す しも 巧拙にば かり 由る ので はない。 隨 つて 人から * 言 こ 接 し 

て も 文 宇の 判讀に 苦しむ ことがあり、 敎師 などけ. 論文 や 研 究 報 吿ゃ 答案の 文字の 

漢字 間 題 三 九 



國語間 題と 英語 科 間 題 PC 

判りに くさに 泣かされた 經驗を 持つ 人が 少 くな からう。 敎 場で 筆記した 學 生の 

ノ， 'トの 文字 K 至って は、 當 人 以外に は讀 めな い こと も 稀で ない。 

三 の 字钐溝 造の 複雜 であ り. 多 畫 な 爲 に、 漢 字の 一々 を. を の鉀部 K 互 つ て、 細 力 に s=» 

憶す ると いふ 乙と も 甚だ 困難で ある が、 隨 ゥ てこれ を 誤うな く 正確に 書く 乙と は 

甚だ 困難で ある。 乙の 困難 は、 主として 書く h に 在る ので ある が、 正 しく 》 く爲に 

は、 細 かに 記憶して あかねば ならない ので ある。 

以上の 通りで あるから 字形から 來る 漢字 使用 上の 不便 困難 は、 活字に 於て 甚だ 少 

く、 筆寫^ に 於て 甚だ 多い とい はねば ならない。 さう し て筆寫 字の 不便 困難 は、 》 

く 場合と 讀む 場合との 兩 方面に 存 する 乙と も、 よ く 知られる ので ある 

右の やうに、 漢字の 字形に 存 する 不便 困難 は、 筆寫 字の 方に 存 する 乙と を 見定めて 

置 い て、， V の字體 整理の 方法 を考 へ てみ よう。 

1 の頓 W した 異 字の 間の 混同お 避ける 爲に、 一 方の 字形 を變 へようと して も、 機 ^ 

的 こ， 新しい 字形 を 作る とい ふこと は、 整理 以前の 文獻 との 間に 連絡 を 失って、 そ？ 一 



に 不便 を 生ずる し、 又旣 

合に 不都合 を 生ずる か 

ら、 末 を廢し て 入 c く 異形 



「末」 の 字との 間の 連絡 

すると- 「すゑ」 と讀 む 

いふ 場合に 不都合が 生 

いふ 紛ひ 易い 字 は數に 

は ある ま s。 

二の 字形の 不統一から 來 

り 字形 を 統 一 し て、， こ れ を 

して わる が、， v の 爲に實 際 

やうな もの の、 兒 量が 往 々 

へられて ぬる か ら、 整 理 統 

認 する のでな く、 單 に 活字 

漢字 問題 



の 

行. 

に 



他 の 同義 

はれ 難い 

字 を 作う 

はれて 



に 

問 



字 

で 

木 

な 



き で 



の 上で 一 



を 以て 代へ 

あらう。. 例 

せ ば， を の 新 

を來す し、 又 



濟 むとし 

難 力ら う 

U 力 ら、 不 



は、 活 字に 於 



ある。 活字 

を 感じて ぬ 

て， 敎員を 困 

よ 力ら う 

に铳 一す る 



ると いふ fO と 

へ ば. 未 と 末と 



字と 奮來の 

末 の 代， 5 に 

も， 「本末」 

思 はれる の 

を 忍ぶ ヒと 

も、 筆 寫 字 に 

不統一 は 今 

事實 は少. い 

せて ゐ る 事 

れは 全然 一 

けの 乙 とで 



文 

力 

あ 



-ぃ る 

混同 

に 用 

用 ふ 

. 「末 

る o 

る よ 



も. 出 

現に 幾 

ら とう 

の ある 

を 誤ら 

るから 

四 二 



くの 場 

し 易い か 

ひられた 

る 乙 とと 

期」 とか 

故 に、 か う 

り 外に 途 

來 得る 限 

らか 存在 

でもよ い 

ことが 訴 

として 否 

、學問 上の 



國語 問題と 英 |g 科 問題 wn 一 

不都合 も 生ずる rJ とはなくて 濟 むべ きで ある。 

筆寫の 場合に は， 字 形の 不統 一 とい ふこと は. 上に もい ゥた通 ら、 讀 むに 人 を 煩 はし 

てね る 乙 と少 くな S が、 書 く 方で は 自由が 多 S とい ふと 乙 K 'に 便利が ある やう K 

思 はれ て， 實 は 不便 を 感じさせ てぬる。 乙の 繁忙の 時代に 於て は、 書 きもの^す る 

に は、 時 間の 節約 を 必要と する か ら、 楷 書で 一 々字畫 を 明かに 正しく 書く 乙 とが 出 

來 ない。 どうしても 簡易 化して 書かう とする ので、 行書 體が 一 番 多く 行 はれる。 

然るに 行書 は 活字 又は 楷書 體を 幾らか 壊して 簡易 化する もので は ある が、 を れ に 

統一さ^ た 形が な いの で、 思 ひ /\ に 番 かう とする。 をの 思 ひ /\ とい ふと 乙 ろ 

に 迷 ひが 生ずる ので あ う、 又 讀む 人^して は、 他 人の 思 ひくに 書いた 形 を 判讀す 

ると 乙ろ に 困難 を あぼえ て .Q るので あるか ら. 整 理 統一 の 必要 は肇寫 字の 方^ 活 

字に 倍す る ものが あると 考 へられる。 が、 を の 整理 統一 の 方法 は 次の 多畫 性と 連 

關 せしめて、 一 緒に 述べ る 乙と とする。 

三の 字形の 複雜 性. 多 畫性 は、 活字 を 讀む際 の、 識 別 上の 困難 は餘， り 多い. もので はな 

S が、 筆寫 字を讀 む 場合の 識別の 上で は、 活字の 場合より は 多い。 併し もれに も遙 



に まし て、 不 便 困難の 感ぜられる の は、 筆 寫字を 書く 場合で ある。 さう して その 不 

便 困難 は、 漢 字の 多數 性の 上に、 その 一 ふ、 の特 ゥ祓雜 なる、 又多畫 なる 字形 を 細部に 

亙って 記憶す る M とに 在る ので あるから. 乙の 複 維、 多 畫性を 幾分 減少す るで なけ 

れ ば、 整 理の實 は擧ら ない 喾 である。 を 乙で 古來存 すると 乙ろ の 方法で ある。 略 

體 字形の 採 用、 又 場合に 由って は俗體 字の 採用に 依って 統 一 整理 を 行 はう とする 

案 も 成立つ。 例 へ ば 獻に代 ふるに 献を 以て し、 學 に 代 ふる に 学 を 以てし. ま を 廢め 

て 並に する が 如 き、 乙 れ である。 臨時 國 語調 查會 の 常 用 漢字 案 や， 國 語 審議 會の漢 

字字體 整理 案に は. 乙の 法 を 採用して ある。 併し 乙の 方法 は、 字形の 複 雜多畫 なる 

すべ ての 漢字に は 適用し 難い。 偶" 略 字 俗字 等の 適當な もの の存 する もの に 限ら 

れ るので ある。 これで は. 字 形の 持つ 漢字 使用 上の 不便 困難 を 救ふ途 として は， 誠 

に 不徹底な ものと い はねば ならな い。 

そ Z で、 佘 に は 別に 一 個の 案が ある。 以下 乙れ につ いて 述べ る 乙と とする。 

活字 はすべ て 識別の 便 否 を 甚礎 とし て、 小 範 圍、 小 部分の 整理に 止める ことと する。 

同字の 異體を 整理 統 一 する の 範圍に 止めて、 しかも 異體字 も 小 部分の 相異を 整理 

漢字 間 題 四 ニー 一 



國語 問題と 英語 科 問題 

する 乙と に 止め. る。 卽ち 間と 閒と を統 

にす る。 さう して、 略體、 俗體の 字が あつ 

れに統 一 する やうな 乙 と はしな ぃ乙 と 

M と し、 獻 と献と を 統 一 して 献 A.1 な し、 學 

語調 査會案 ゃ國語 審議 會 決議 は 採らな 

次に 筆寫 字の 方に ク S て 述べる。 我み、 

初年 は 楷書 風の 活字で あぼえ、 一 般社會 

て 二つの 字形 (字體 と S ク^ 方が よか 

明朝 活字 風の 形 を 書く もの はない。 皆 

等 か の 職務、 職業に 就 い て、 手紙 もの 他の 

場合に は、 丁 寧^ 楷書 風に 書く が、 時 間 の 

楷書 風 どれ だけ かく づし て、 行 書風に 

於 て は. 筆 寫字 はどうしても 或 程度の 簡 

間と 勞 力との 節約の 外に、 一 々の 漢字の 



四 四 

一 する 爲に 二形 を 間の 一 に 整理す る やう 

て，， v の 字形が 比較的に 簡易で あつ て も、 を 

とする。 例へ ば、 龜 と 亀と を 整理 統 一 して 

と 学と を統 一 して 学と する やう な、 臨 時 國 

い 乙と とする。 

の 漢字 を 習得す る途 を考 へ る と、 小 學 校の 

から は 明朝 風の 活字で あぼえ る。 かう し 

らう) を あぼえ る が、 自 分で 書く 場合に は. 

楷書 風に 書く。 併し 義務 敎育 を卒 へ て 何 

書き もの をす る 時の 字形 を 見る と、 特 殊 な 

節約 を 欲する と M ろ か ら. 大 抵の 場合に は 

書く ので ある。 今日の 如き 多忙の 時代に 

易 化 を 必要と する。 乙の 必要 は 筆 寫の時 

細部 を 記憶す る勞カ 節約の 爲 でも ある。 



實際栴 書に 省く に は 一 點ー 畫の 誤う も 見逃し 難く 感ずる ので ある 力、 行書 化 し， 草 

書 化した 場合に は. 一 點 一 畫の 微細の 相違 は 問題と ならない ので ある。 それで あ 

る か ら、 筆 寫字は 行 誊體を 墓 準と する 乙と とする。 この 乙と は 今日 iw 會の實 際で 

もさう であって、 手紙な ど 書く のに も 楷書 を 用 ふるもの はなく、 又 願屆を 書く 代 害 

業者の 書く 公文書 も 亦 大抵 行書で ある。 乙れ は 又德川 時代 一 般 の社會 にも 行 は 

れ てわた 乙と である。 卽ち 寺小屋な どの 習字 も 多く 乙の 行書 體を 課して、 耻會の 

實 5P に 適切なら しめてぬ たので ある 

それ か ら、^ 字、 略 字と して 字形の 比較的に 簡易な ものの ある もの は、 乙れ を 筆寫字 

とし C 採 SP し、 更 ^乙れ を 行書 風に 籣易 化する 乙と とする。 例 へば 禮の 筆寫 字と 

し て 乱 を 採用し、 同時に ？-れ を 行書 化する。 絲の筆 寫字は 糸. 鹽の筆 寫字は 塩、 蟲の 

筆 寫字は 虫と し て、 さ うして S づれ もこれ を 行書 風に する 乙と とする。 力う して 

行書 風筆寫 字お 制定す るに は、 國 家に 於て 調査し^ 上， 最も 適正な 形 を 制定し 、乙 れ 

を 以て 統一 すれ ば-萬 人 思 ひくに する 筆寫 字の 不統 一 を 救う て、 書 くに 便に、 又 讀 

むに 容易なら しむる 乙と か 出 る" 

漢字 問題 四 五 



：! 語 問題と 英語 科 間 題 四 六 

以 上述ぶ ると 乙ろ を 要約 すれ ば、 筆 寫 字 は. 國 家 が 力 を 以て 俗 字、 略 字 の ある もの は 

乙れ を ^ 用 し. 更 にす ベ て を 行 害 化する ことに 定めて 、とれに 統 一 と箇易 化と を與 

へ て. 漢 字 字形の もク 不便 困難 を 救 ふ 乙と とすべし と い ふの が-余 の 考案で ある。 

行書 屁に 簡易 化する 乙と に 就い てビ 、 に 一 言 添へ て 置き^い 乙と は-浴 字、 各 字 の 

外 は、 すべて 明朝 活字 ゃ揩 書風の をの 字形から、 類推し 得べき 範圍を 離れない やう 

に定 むる 乙と である。 行書 風と いふから 大抵 この 範圍 を逸脫 する もので はな ひ 

けれども. 特に 注意して あくべき ことと 思 ふ。 若し 乙の 範圍を 逸脫 すると、 同一 字 

にヌ 形の 二 ff の 字が 存 する やうな 乙と になって、 同 一 字の 活字 形 と-筆 寫 字 形 と が 

全く 離れ て、 不 便 を來 すで あらう。 

さて 敎授 上に 於け る、 活字 形と 筆寫 字形との 關係 は-例へば 小學 國語讀 本に 新 漢字 

を 提示す るに 當 つて は、 同一 頁の 上欄に 於て. その 肇 寫 字 形 を 示 し て あ き、 書 取に 於 

て、？ - の筆寫 字形 を 練習させる 乙と とする。 

書 取、 習 字、 綴 方， 答 案 等、 兒 童 の 書き もの に は、 す ベて 乙の 筆寫 字形 を 用 ひさ き る。 

社會に 於て は. 儀禮 習慣 上、 特 に 敬 意 を 表 し、 鄭 直 を 表 す や うな 書き も の に. 楷 書 a を 



用 ふ る 乙 と は、 遽 に 止むべき ことで もない か ら- 一 般には 行 書 を 用 ひ、 特 殊な 場合に 

のみ 楷書 を 用 ふこと とし、 學校敎 育で も、 習 字に は 楷書 を も 課する 乙 ととす る。 



(三) 振 假名 廢 止の 問題 



昭和 十三 年 四月に 「戰爭 と 二人の 婦人」 に附錄 して、 天下に 問 

國 語に 關 する 提唱 は、 大 分 天下の 反響 起した やうで ある。 同 

が 「ふりがな 廢止 論と をの 批判」 を 出して、 新聞 雜 誌から ビれ 

めて 出版した。 その 終に 賛否の 統計の 目錄が 出て ねる。 もれ 

に r 黉」 と あるの が 一 〇 二人で， 「否」 と あるの が 僅かに 七 人- 

と あるの が 六 人、 空 欄が 二 七 人。 これで 見る と、 黉 成 者が 壓倒的 

同書の 贈與を 受けて 意見 を徵 せられ^ が、 余 は 結局 廢止 反對論 

して 返事 を 差控 へ て あ いお" 余と 同様に 發表を 遠慮した 反對 



うた 山 本 有 三 氏の 

年 十二月に 白水社 

に關 する 批判お 輯 

^見る と、 賛 否の 欄 

「研究」 「研究報告」 

多數 である。 余 も 

者で あるか ら， 遠 慮 

者が 他に も あるか 



字 問題 MJ 七 



國語 問題と 英語 科間题 四ん 

知れない が、 贊 成 者の 方が 大多數 である 乙と は 動かない であらう。 

山 本 氏の 提唱 せられる 振 假名 廢止說 の 基礎と もな り. 又 前提と もなる ベ き. 耳 r 聽 

いて わかりやす s 詞、 目 に 見て わか， y 易 s 詞を用 ひ て、 わ かりやす い 文章 を誊 くや 

うに するとい ふ 乙と につ いて は-満腔の 賛意 を 表したい。 乙れ は 尊敬すべき 意見， 

作家と して 尊敬す ベ き 態度で ある。 そ 乙 からして、 國 語の 整理 も 行 は れ、 漢 字の 制 

限 も 行 はれて 來 るの で、 誠 に 結構な 乙と である。 をの 自然の 結果と し て、 義 務 敎 育 

を 終 へ た 人達に も、 日常生活の 上 で、 新 聞、 雜 誌、 書 籍の振 假名が いら なくなって 振假 

名が 廢 止され ると いふ 結果になる なら ば， 振 假名 廢止も 固より 大贊 成で ある。 併 

しなが ら、 國 語の 整理 も、 漢 字の 制限 もも 乙まで 出來 てぬな い 今 日. 振 假名 を廢 止す 

ると いふなら ば、 を れは 利より は 弊の 多い 乙と で， 已 む を 得ず 反對 を唱 へなければ 

ならない。 第一、 山 本 氏の 窨 名から して 困る。 「二人」 は 何と 讀む のか. 振 假名な し 

に は、 「ににん」 とも、 「ふたら」 とも 讀 まれる あ もれが ある。 

そ 乙 でピ 、では 國語 整理 や、 漢 字 制限の 十分に 行 はれて ぬな S, 現在の 狀 態での 振 

假名 廢止說 につ いて 考 へ を 述べ る？ 一とと する。 さて 振 假名と いふ ものの、 現に 我 



我に 與 へ て _Q る 利 弊 を先づ よく 考 へ て か ら、 廢 止說の 賛否に 及ぶべき である。 乙 

れ につ いて は 東大の 橋 本進吉 博士の 說が 悉くして ぬる。 

(利) 

S 漢字に 種々 のよ み 方の あるの を， いかに 讀 むべき か を 明示して、 著者の 欲する 通りに 讀 

者に 讀 ませる。 卽ち 著者の 言 葉を最 正確に 傅 へ る 方法で ある。 

§ 通讀を 容易な： & しめる。 (ふりがなの ある 方が 早く 讀 める 事 は ■ 心理 擧の實 験で 證 明せ 

られ たと 記憶 する。；！ 

g 同一の 漢字 を 人に よって 色々 によんで 言 語が 不統一 になる の を 防ぐ-. - 

S 知らない ものに 漢字の よみ 方 を 知ら せ、 叉、 言 葉 を どんな 漢字で 書くべき か を敎へ る。 

(弊) . 

S 一 つの 語 を 漢字と 假名と で 表 はすので 二重の 手 數を耍 する" 

^ 文字が 細かい 爲に 視力 を 害する。 

乙れ である。 乙れ を擧げ て、 節約 は 可能で あると いって をら れる。 乙の 說は 自分 

の考と 尤も 近い もので ぁク て、 誰 が考 へ て も 利 弊 はこれ に 出で ないで あらう し、 又 



今の 總 

らば、 將 

してね 

習し、 未 

くな S 

れが自 

でない 

多数の 

けない 

さう し 

の やう 

に、 も の 

氏 は 小 

い か。 



IT 語！： 題と 英語 科 間 題 

振 假名が 悉く 必 要、 有 效 であ 

來 のこと は 暫く あ き、 現 在 の 

る 乙と を 認めて あかねば な 

だ學 ばない 漢 字、 漢 字 語 を 振 

ので ある。 かう いふ やうに 

然に 必要 を 感ぜられな くな 

乙 と は 明瞭で ある。 さう. し 

人が 受けて ねる。 否， V の少 

とい ふので はない ので ある- 

て をの 弊 を 受ける 方 をい ふ 

な 大衆 的な 讀み 物の 作者に 

にも 困難が あるので 



叚名遣 

說家 だか 

併し 何と 



ら、 を の 面倒の 經 



ると は S ふまい。 一つ 自分の 考 

と 乙 ろ 振 假名 は國 民に 人に 代つ 

ら ない。 學校敎 育で 學ん だもの 

假名に 依って 敎 へられて れ" る 乙 

現 K 有效に 利用され てぬる もの 

ら ない 限 ，5、 さ う 容易く 廢 止し 得 

てこの 利益 は敎 養の 高い 階層の 

數の敎 養の 高 S 人ん、 で も、 決 し て 

と、 S の 方 は少數 者の み が 受 け る 

取つ て は 二重に 文 を くやうな 

堪 へ 難い やうな ものと 感ずる で 

からか V る 主張 なすに 至った 



五 0 

を 添 



浅 

扳 

々 



いって も、 か V る 大衆 的讀み 物の 作者 は 多數國 民の 



おするな 

字敎授 を 

假名で 複 

決して 少 

る から， NJ 

ベ きもの 

を 除いた 

これ を受 

ち 小說家 

を 見る 上 

う。 山 本 

は ある ま 

極 少 數 で 



あるか ら、 乙 の 困難の 爲 に、 國 民 多數の 便宜 を犧牲 にす る わけに は 行かな s。 それ 

は 本末 顚倒 となる。 S: の 方 はこれ は總 ベての ものの 受ける ものである。 今の^ 

字 は 一 般に 小さくな つてね る 上に 附 ける 振 假名で あるから 一 餍 小さくな つてぬ 

て、 視 力 ^害の ある 乙と は 甚だ 困った 乙と である。 併し 乙の 問題 は漢宇 活字の 持 

つ， V NJ ろ の 問題 で、 自 分の 如き は 振 假名に 注意^ 向ける, VJ との 少ぃ爲 かも 知らぬ 

が、 振 假名よう は、 小 活字の 漢字の 識別に 困らされ てぬる。 乙の 方 は 紙面の 經濟の 

今日の やうな 場合に は 到底 何ともし 難いと 乙 K- であらう。 

今 振 假名の 實際を 見る と、 總 ダ ビと い はれる あらゆる 漢字に 振 假名 を附 ける のと、 

パラ K ビと いはれ る、 漢 字の 中に 選 擇を加 へ たやう に 〃ビ を附 けて ある ものと あ 

る。 乙の パラ 产ビ は、 比較的に 讀み 難い 語に 附 けようと して 起ウ たものに 相違な 

い が、 事 實は その 通う に はなって わない。 その 理由 は 今日の 印刷で は 一 々漢字に 

振 假名 を附 ける 面倒 を 避ける 爲 に-〃 ビを附 した 漢字の 活字 を 用意す る 乙と にな 

つて ぬる。 併し をれ は 比較的に 頻度 數の多 い ものに 限って ぬ て. あ ら ゆる 漢字に 

は 及び 得ない。 それでむ つかしい 漢字に は 却て 振 假名が してない とい ふ奇 現象 



ビ と 

の で 

は れ 
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を呈 して ぬる。 乙" れは 併し 決して 避けられない 乙と ではな s。 活字の 準備 さへ 

出 來れば 問題 は 消滅す る。 

いふ もの は、 義 務敎育 を 受けた ものの 敎育 程度 を考 へれば、 乙の 必要 

ある。 機械的に 附し たもの たる 觀が ある。 それで そ 

る 限う に 振 假名す る 乙と が 尤も 適當 である 乙と は い 

产ビ が適當 であると S ふ 7J とになる。 

うい ふ 風に パラ〃 ビ にすべき と s ふ と、 そ れは 平易 で、 誰 に 

s ものに は附 けぬ と いふ 乙と よう 外に 方法の あらう と は 思 

の 如き はパ ラ グビ 贮屬 する。 

と^か く、 振 假名 問題 は單 純に をれ 自身 だけの 問題と して 取扱つ て 

いろ 不都合が ある。 どうして も、 國 語の 整理 間 題、 漢 字の 制限 問題と 

ら るべき ものである。 國語 整理の 方針 も 色み、 ある が、 耳 に聽 いて 了解し にくい、 漢 

字 昔 語の 如き も の、 目 に 見ても 解う 難 S 、妥結な どの 如 き、 精 動の 如き を少 くす ると 

いふ 方針 は 必ず その 中に 必要で ある。 又 從來殘 つて &る漢 語. 漢 字に 對 する 理由 
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一 _0M^ i$ ノ 

はない も 

必要と 思 

卽ちパ ラ 

さ ら ば、 ど 

m 讀の虞 
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も わか 



の な 
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な い „ 

、且 つ 

な ぃハ 



小 學國語 讀 本 



は、 實行上 い る 

連關 して 考へ 



のない 尊敬 心 を 去って、 理由の ある 尊敬に して、 選 擇を加 へ る 乙と にもし なければ 

ならない。 言 葉に 語感の 尊ばるべき は 勿論で ある が、 も の 語感の 中に も 特殊な 人 

人の 間に 存す る、 何 となき 立派 さの 感じな どの 中に は、 反 省 さるべ き 理由が ある。 

さう して 漢 語、 漢 字に 對 する 感じの 中に は、 乙 の 種の ものが あると 考 へられる ので 

ある。 瀧よう は 瀑布 を 立派と し， 「がけ」 ようは 懸 崖、 き う 岸 よら は 絕壁を 立派な 

語と する やうな 感じの 中に は、 精 算 してい 、ものが 相當に 多く あると あ も，， 5。 長 

s 間 漢文、 漢語に 親しんで 來た 老人の 心 持に 何時までも 拘泥して & て は、 到底 國語 

の 十分の 整理 や、 漢 字の 思 切った 制限 は出來 ないか ら、 振 假名 節約 も 十分に は 行 は 

れ 難い。 何處噯 でも、 山 本 君の 說の 如く、 耳に 聽 いて わかう 易 い 語、 目 に 見て わかう 

易い 語 で、 し かも 美し く、 立 派に 書く と いふ 方針 を 取つ て、， v してな ほ 出 來るだ けパ 

ラ ., ビ の數を 減ずる と S ふ 乙と を 方針と して、 振 假名 問題 は 解決 さるべき もので 

あると 考 へ る。 

乙の 振 假名が 全部 廢 止される と豫 想す るの と、 現 在の 通う に 行 はれ 行く と考 へ る 

のとで、 國語 問題の 解決に も、 國語敎 育 上の 漢字の 取扱に も 影響が ある。 例 へば 常 

漢字 間 題 五三 
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弔 漢字 間 題に して も、 振 假名が 全くなくなる として 考 へ れ ば、 思 ひ 切 ゥて國 語 整理 

を 行 ふ NJ と を 前提と しな S 限 う， 常 用 漢字と して 國民敎 育 上で 敎へ る 漢字 數は相 

當に 多くし なけれ ば、 卒 業 後 社會に 出て 實際 生活の 上で 困るべき 乙と は 必然で あ 

る。 扳 假名が 瓧會 上に 行 はれて 行く と考 へれ ば、 國 民敎育 上で 取扱 ふ 漢字 は をれ 

程に 多くなくても 濟む。 甚 本^るべき もの だけ 敎 へて 置け ば、 そ れ よう 上 は社會 

に 於て 自然に 記憶した 語で あれ ば、 を れに當 る 漢字 は 振 假名で 了解し 得べ きで あ 

る。 卽ち振 假名 は 社會に 於け る 漢字 敎投 者と し て、 學 校 敎育を 助けてぬ ると 見て 

然るべき である。 かう いふ 便 も ある。 

そ Z で、 乙 の 問題 を 假名 遣 問題と 連關 させて 見る と、 現 在 は 振 假名に は國語 假名 遣 

と 字 昔 假名 遣と ある。 さう して いづれ も歷 史的 假名 遣 を 用 ひて ぬる か ら、 兩 問 題 

は密 なる 連關を 持ク。 國語 假名 遣 も、 字 昔 假 名 遣 も、 歷 史的な もの ^は 頗る 困難 を 

感じて ぬる か ら. 何 とかしたい。 rJ れ K 就いては 次の 條 でのべ る。 



國語 假名 遣 を 大體發 昔式に 改定した いとい ふ、 臨 時 國 語 調 査 會案 に は、 世間に 賛否 

が 相半ばし てぬる やうに 思 ふ。 從 つて， V の 實現性 は 頗る 乏しい。 併し 字 昔 假名 

遣に 限って は 、乙れ を發音 式に 改定した いとい ふこと に は、 大 體 異議 は 甚だ 少 い や 

うに 見られる。 併し それ も 十分に 調査 研究 を 遂げた 上に 立てた 意見 は少 く、 軍 に 

言 語 學の 理論に 立ク か、 又 單に 便宜主義に 立つ かに 止って を う、 或 は 初等 敎育 上と 

いふ 社會ー 局部の 見地から 立てた 意見が 多い やうに 思 はれる。 敎育 上に ゥ いて 

乙の 問題の 歴史 を 見る と、 明 治 三十 三年に 小 學校令 改正の 際に， 字音 假名 遣 を發昔 

式に 改める 乙と になった が、 そ の實 施の 結 果、 字 昔 假名 遣と 國語 假名 遣との 間の 區 

別が つきに くいと いふ 點か ら、 社 會の 非難が あった。 乙れ に 鑑みて、 明治 四十 一 年 

字音 假名 遣 間 題 五 七 



颺語 W 題と 英語 科 間 題 五八 

文部省 訓令 を 以 て、 ヒ れを 再び もとの 歷史 假名 遣に 復 した。 併し 乙の 時 文部省 は 

省令 改正の 結 果、 字 音 假名 遣 は小擧 校に 於ても 他の 擧 校に 於け るが 如 く、 古 來 慣用の 例に 依 

る ベ く、 敎 科 用 圖書亦 之に 依りて 編纂 せらるべし。 然れど も、 字 音. 假 名 遣の 爲 徒に 國 語の * 

習 を 難 漉に し、 兒 童の 心身 を 過勞 せし むる が 如き は、 務 めて 之 を 避けざる ベ からざる を 以て、 

敢て繩 墨に 拘泥す る を 要せ チ、 便宜 從前 の 假名 遣 を 許容す る 等 取捨 その 宜しき に從 ひ、 適當 

の 敎授を 施さん こと を 要す。 

と 示して あるの で、 實 は 敎授上 字音 假名 遺 だけ は發晋 式で も 差 支な いと s ふ 乙と 

になって ねる ので ある。 併し 未だ 發晋 式な ものが 正式の 字 昔 假名 遣と 國 家に 認 

めら れて は&な s ので、 敎授 の實際 上で は往々 迷って ぬる 形 で、 問 題と して 依然 今 

日^ 殘ク. て來 てぬる。 

小學 國語讀 本に は 、歴史的 字 昔 假名 遣を歷 史的 國語 假名 遣と 共に 採用して をう ビ 

れ K 對 して 臨時 國語 調査 會は發 音 式に 近い 一 つの 案を發 表して. Q るので、 實際敎 

育 者 は、 以 上の 歷史 と、 敎 授 上の 便宜主義 とから、 一 方で はどうせ 將來 は發昔 式 5 も 

のになる であら う、， V れが 進歩的な 考 へ 方で あると S ふやうな 考 を持ゥ と 共 に、 又 



一 方 

れ に 

狀で 

Z の 

法 の 

る 乙 

よ S 

又 發 

と お 

單 に 

う 乙 



に は小學 國語讀 本^ 歷 史的 字 昔 假名 遣が 探 用され てぬる 以 上、 飽 くまで も NJ 



依る ベ き 

あらう。 

問題 は獨 

問題で も 

と が 必 要 

もので は 

昔式な も 

も ふ。 



であると いふ 考もぁ 

ぅ學 校に 於け る國語 



言 語 學 上の 

れ^ 發 昔 式 

と は、 餘 ら に 



の 文獻が 記され 



る から、 ヒ れが 解決 

ある。 單に 兒量學 

い。 を 乙で 佘は瓧 

r し て、 果し て陡宜 



理論的 抽象論と し 

な もの^ 改める 乙 

明かで あると い へ 

て來 てぬる 以 上、 實 



つ て、 そ の 間の 取扱に 困って わると いふの が實 

敎授 上の 問題で はな s 、社會 に 於け る國語 表記 

を 計る に は、 社 會と敎 育界と の兩 方面に 眼 を 配 

習 上の 便宜と いふ 乙とば かう から 解決され て 

會と學 校と に 果して 乙れ が 改定の 要が あるか、 

であるか 否かに ゥ S て、 新 に考べ 直して 見たい 



てなら ば、 歷 史的 字 昔 假名 遣に は不 便、 困 難があ 

とに 依って 、その 不便 困難 は 餘程救 はれる とい 

る。 併し 長い 傳統を 有して、， v れで 莫大な 過去 

際 上 多くの 不便 困難が 感ぜられて. Q なければ、 



字音 假名 造間题 五 九 
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乙れ を 强 ひて 改める 乙と がよ いと は 思 はれない。 むしろ 多少の 不便 困難 は あら 

うと も、 M れを 忍ぶ 外 はない とせねば ならぬ。 故に M の 問題 を 議 する^ 當 つて は， 

その 不便 困難が 何 處に存 し、 ど れ だけの 多数 者が それ を 感じて ねる か、 又 どれほど 

甚だしい ものである か、 さ うして 乙れ を發音 式に 改定す る 結果の 良好なる べき 見 

込が 立ゥ かどう かと S ふやうな 點 が、 十 分に 考盧 された 上 で、 著 手 さるべき 乙と で 

あ つ て、 單 な る 言 語 學 上の 抽象論 や、 少 數 者の 不便の 爲に 解決すべき もので ない。 

義務 敎育を 修了して 社 會に立 つと 乙ろ の 男女 が、 現 に 字晋 假名 遣に ク い て 甚だ 多 

くの 誤謬 を 繰返した う、 又 もの 爲に大 に 不便 困難 を 感じて ぬる か 否か を考 へ て 見 

よう。 義務 敎育を 受けて 修了した もの は、 少 くと も 臨時 國 語調 査會 案の 常用漢字 

の數 或は それ以上の 漢字 を 習得して ねる。 その 中の 幾パ t セ ン トかは 多くの 人 

に 忘れられ てぬるで あらう が、 相 當數は 記 憶 さ れ、 又 をれ らが 彼等の 實際 生活 中の 

必要な 漢字で ある 乙と に 疑 はない。 ところが 漢字の 習得 者に ク いて S へ ば、 字 昔 

假名 遣 は 漢字の 中に 攝取 されて、 一 旦 漢字 を 習得した もの に は、 殆 ど をの 字 音 假 名 

遣 は 必要性 を 失って しま ふ ものである。 それ で、 多 數の 義務 敎育 修了 者 は、 字 昔 假 
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次 ぎ ^、讀 む 方に 移って 考 へて みよ 

讀 み、 「テフ」 と 假名 書きして 「チ 

である。 併し 乙れ はさう s ふ 假名 
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に 

叚 

/1 

、、世 



假名 書き 

類の 字 昔 

の 乙 とで 

あった 

合、 「蝶」 の 漢字に テフと 振 假名し 

に は、 讀 むにさして 困難で はな s の 

とに 多少の 困難の ない もの 

出來 ない。 



して、 「コ —フ」 と 

名 遣 は 一 通， 5 困難 

間の 實 際で はかう 

、甲 府と 漢字で 耆 s て 

て ある 場合 

である。 多 

ので あるか 



はない 



てみ よう。 余 

うに 聞く の で、 is 



は 初等 



, 育 



て、 そ の 方面 



次に 敎育 上の 不便 困難の こと^ 就 

遣 は 取扱 上 困難 一 方で な S かの や 

うい ふ 困難の 存 する かにつ s て、 具 體 的に 聞かせて 貰 ひた いと 

慽 ながら 未だ 成る ほどと 思 は しめられた ものがない。 

先づ 第一 に 聞きた いのは、 今 字 昔 假名 遣が 明治 四十 一 年の 文部省 訓令の 精神 をよ 



方面 か 

の 人々 

希望し 



ら， 字 音 假 名 

にど 乙. y ど 

てぬる が、 遣 



く 汲んで 取扱 はれて. Q るか どうかと S ふ 乙と である。 乙の 精神 をよ く 汲ん で、 繩 

墨に 拘泥せ ず字晋 假名 遣を敎 へ るに して も、 や はう 不便 困難 一 方なら ずと される 

ので ある か、 ど うか も 聞きた い。 さう して それでも 不便 困難 一 方なら ずと するな 

ら ば 、を れ はどう S ふところ にある かも 聞きたい ので ある。 或は 答 ふるで あらう- 

讀 本に 歷 史的 字 昔 假名 遣が 用 ひて あるの に、 も れに 拘泥す るな と S つても 無理で 

ある。 兒童 は從順 正直な もので あつ て. 飽 くまで 讀本を 正し いものと し、 乙 れに從 

はう とする か ら、 敎 師が 拘泥し まいとして も、 兒 童 は 拘泥し ないで は をら れな い。 

^つ て ど ヒ まで も歷 史的 字 昔 假名 遣 を 記憶しょう とする。 記憶しょう とする 以 

上、 大 人で さ へよ くしな 

するな とい ふの は兒童 

或は も 一 步 進んで， 敎育 

扱へ とい ふ 乙と で は、 敎 

これに は 一 應の 理由 は 

改定し なければ ならな 

字 音 假名 造 間 題 



いものが 兒 童の 爲に 困難な 乙と はいふまで もない。 拘泥 

の 心 持 を 解せ ず、 又 敎師の 立場 を 解し な S 註文で あると。 

に は 一定の 規範 を必耍 とする。 拘泥す るな、 い、 加減に 取 

育^ はなら な S と S ふか も 知れない。 

あると しょう。 しか し、， V れ だか ら. 字 昔 假名 遣 をの もの を 

いと 結論す るの は 早 過ぎる。 試みに 余 は 小學國 語 讀 本の 
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國 K 間 題と 英語 科 問題. 六 四 

實 際に 就いて 調査して 見^ ことがある。 小學 國語讀 本が すべ ての 點 から 見 て、 缺 

點 のな S もので あ う、 又 すべての 點が 十分な 基礎の 上に 立って 作られて ぬる もの 

と は 思 はない が、 今 は 暫く 乙れ を甚 礎と して 初等 國語 敎授に 於け る 字 昔 假名 遣 取 

极の 困難 如何 を考 へ る 乙 ととす る。 

小學 國語讀 本^ 取ゥ て、 卷 一 よう 卷八ま で、 卽 ち 第 一 學 年から 第四學 年に かけ て、 ど 

う S ふやう に 誤 >5 易 ふ 字音 假名 書きが 敎授 される 乙と になって ゐ るか を 調べて 

見る と、 
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31 



51 



142 156 176 160 
298 336 



右の 表の やう^な つて a る。 一 語 一 字の 數の 調べ 誤う もない と斷 言 し 得る 自信 

は 持たない が、 誤 があって も をれ は 極めて 少數 K 過ぎない と 信ずる か ら， 乙 れを甚 

礎と して 考 へ る ro とに 不都合 はないで あらう。 

さて 此の 表で 見る と、 小 學校 K 於て 字 昔 假名 遣 敎授の 困難の 訴 へらるべき は、 第 一 

學 年、 第 ニ學 年で あつ て， 第 三學 年で はもう 大した 乙と ではない。 第四學 年と なる 

と 問題と する^ 足うな い。 第 五、 第 六學 年の 讀 本 は 調べて 見ない が、 第 四學 年を以 

てこれ を 推して 知る 乙と が 出來 るので ある。 

これ を具體 的に いふ と、 卷 一 で 漢字 數を敎 へ る 乙と 二十 一 字 で、 而 も 極めて 字畫の 

簡單な ものに 限って ある。 • 然るに 約 その 半數の 十二 字と s ふの が、， 驟 う 易い 字 昔 

字音 懾名 遣間题 六 五 



IT 語 問題と 英語 科 M 題 六 六 

語の 含む 漢字の 數 であるから 、乙れ を をの ま V 漢字で 敎 へ ると する と、 三 分の 一 * た 

け 漢字の 提示 數を增 加す る 乙と となる。 乙れ は過當 であるか も 知れない。 又， V 

の增加 さるべ き 字 昔 假名 遣 を 漢字^す る と. 

郞、 校、 行、 相、 走、 樣、 層. 中， 生、 治、 將、 降 

の 十二 字で ある。 さて 乙の 中， 「行」、 「中」、 「生」 の 三 字 は 字畫が 比較的に 簡單 

で、 卷ー に 出して ある 漢字 中の 目と 較べて 畫の數 も 約同數 で、 形 も 比較的に 見易 S 

もので あるか ら、 で れらは 漢字に 代へ る 乙 とが 出來る として も、 外 の もの は-乙 れ ら 

に 較べ ると 字畫も 多 く、 又 形の 記憶し にく s もの も あるので， 乙れ を 漢字に 代へ る 

乙と に は 異論が 多 S かも 知れない。 故に 三 字 を 漢字に 代へ 得る とし て， 殘 うの 九 

字-たけ は 依然 誤う 易い 字 昔 假名 遣と して、 假名 書きの ま V に 殘る, VJ ととなる。 

次に 卷ニ^ 見 るピ れも 假名 遣の 誤う 易 s 字音 語 を 漢字で 擧げて 見る と 

へゥ M ン ，ハウ ダウ ジ ハウ チャウ ギヤ ゥ ビヤ ゥ ジャゥ キフ ヂ ユウ クョ ジ シャゥ ク ドウ 

方、 遠、 坊、 當， 自- 縫、 頂、 形、 病、 上、 急、 中， 所、 事、 障、 子、 頭、 

〈ク クヮ クワン 

褒、 貨、 關 

の 二十 字 ある。 卷 二に 新たに 提示され た 漢字 中には 「雲」、 「雪」、 r 學」、 「前」、 



「時」 などが 見えて & るの で、 字 畫の數 や 形の 難易から 見て， 「方」、 「坊」 - 「 自」、 

「頂」、 「形」、 「急」， 「上」， 「中」、 「所」， 「事」， 「貨」 など は 漢字に 代 へられて 

もよ 力ら う。 乙の 十一 字 を 減ずる と、 rJ の卷も 九字殘 る, vj ととなる。 卷三 以ドの 

乙と は 暫く 省く。 

以上に 依って 考へ ると、 小 學校國 語 讀本卷 一 二 を 現在の ま V にして 敎 へる とする 

と、 字 昔 語で 誤， 5 易 S の は、 語數で 三十 四 語。 漢字に 直して 三十 二字。 乙の 三十 二 

字は卷 一 二で 提示され てぬる 漢字の 八十 二字に 對 して は、 相當の 比率 を 持つ ので 

ある。 をれ で， V れを 直に 漢字に 引き直す, vJ とに は 相當の 困難が あると いふ 乙と 

になる。 假 うに 漢字に 代へ 得べき 可能性 を 持つ、 右の 十四 字 を 漢字に 引き直す と 

す る と、 十 八 字が 假名 書きの まん に殘 ゥ. 字 一 II 曰 假名 遣の 誤ら 易い もの， で b る。 併し 

十八 は 八十 二に 對 して 比率 は 相當に 下る わけで ある。 さう して 卷ー の 誤ら 易 5, 

字 昔 語の 含む 漢字の 中、 「郞」 と 「校」 と 「生」 の 三 字は卷 二に 提示され て をら、 

「方」、 「所」 の 二字 は 同卷ニ 中に 提示され てぬるから. 現在の ま、 にしても ビれ 

だけ は 第 一 學年を 終 ふる と、 字 昔 假名 遣 は 忘れても 差 支なくなる と考 へ る,， 」 とも 

字音 假名 遣！ 問 題 六ヒ 



國 I 語 問題と 英語 科 問題 六/ 

HT 來る。 3 上 は 字 昔 假名 遣 敎授に 最も 困難 を 感ずべ きかに 者 へられ る、 第 一 學 年 

^ゥ S て 見^ので ある。 第二 學 年になる と、 卷 三， 卷 四で.. 假名 書きの 謀 り 易 い 字 晋 

語の 含む 漢字の 數は、 四十 一、 乙れ を 同 二 卷の新 提示 漢字 數の 二百 三十 四 字に 對し 

て 見る と、 比率の 上で は 第一 學年^ 比べて 大に 下って ねる。 この 比率 は 順次 高學 

年になる に從 つて 低下して ぬる やうで ある。 

こ^に ゥ S て考 へる と、 實 際 上 誤う 易い 字 昔 語數は 存外 少ぃ のであって， 一 ニ學年 

だけが 問 題 で、 以 上の 學年 では さし^る 問題で はない。 を 乙で 小 學阈語 讀本を 現 

在の ま 、にして 敎授 するとして 考 へ て 見よう。 

一 旦 f 史的な 字 昔 假名 遣 を 記憶して も を れ に相當 する 漢 字 が 提示 さるれ ば、 字 昔 

假名 遣 は 直に 不用に 歸 する 喾 であるか ら、 順 次に 高學 年に 進む に從 つ. て、 字 昔 假 名 

遣の 困難 不便 を 感ずる 乙と は少 くな つて 行く ので ある。 今 I の遞 減の 關係 を.^ 

學 國 語 讀 本で 見る と， 



總數 

(卷 一 ) ^ 

(卷 二) § 

(卷 三) § 

(卷 四) m 

(卷 五) S 

(卷 六) 8 



提示され る 漢字の 數 

卷ー 卷ニ 卷三 卷四 卷五 卷六 卷七 卷八 

12332000 



续 



7 



力う いふ やうに， 一 年々々 と 字 昔 假名 遣 は 必要が なくな ゥ て 行く。 そ M で ft 後に 

殘る ものが 問題で ある が、 卷 一 の殘 うの 一 つ は 「たいさう」 の 「さう」 で ピれに 

當 てる 漢字 を 「相」 とすれ ば、 を れは卷 五で 消える が. 世 に は 「層」 の 字も闬 ひて 

ぬるから、 「層」 とする と、 卷 八までに は 消えないで 殘る 乙と となって ぬる。 乙の 

「層」 の 字 は 臨時 國 語調 査會の 常用漢字 案 中に も 在る 字 で、 相 當 頻度 數の多 s 字 

であらう か ら、 卷 十二までの 中には 當然用 ひられて よい 字で ある。 卷 二で 殘 つて 

宇 音 假名 遣 問題 六 九 



^ 語 問題と 英語 科 問題 七 0 

ぬるの は、 「汸」、 「障」、 つ 褒」、 r 貨」、 に 當る四 語で あるが 、乙の 四 字 も 臨時 調査 會 

案の 常用漢字 中に 在る もの で、 固 より 卷 十二までに 敎 へ て 然るべ きもので あらう。 

卷 三で 殘 るの は、 r 緣」、 「層」、 「競」、 「蝶」、 「員」、 「 條」、 「障.」、 「 勞」、 「寵」 に 

f る 九 語で あつ て， 前 卷と 重複す る ものが 二 語 あるか ら、 新 しい もの は 七 語で ある。 

その 七 語に 當る 漢字 も 亦 現狀で は、 普 通敎 育で どうしても 敎 へ てあかねば ならな 

いもので ある。 卷四 では， 「 艘」、 「援， j, 「童」、 「 郵」、 「類」、 「 隨」、 「 獵」、 「屛」 

に 當る八 語が 殘る。 乙の 八 宇え 凡て 敎 ふべき 漢字で ある。 卷五 は、 「暴」、 「 恰」、 

「寅」， 「 總」、 「 拍」、 「構」、 「剽」 の 七 宇で、 「 恰」、 「寅」， 「剽」 の 三 字は敎 へな 

くても 濟 ひか 知らぬ が. 他 はどうしても 必要で ある。 卷六 では、 「 增」， 「 粮」， 「蔵」、 

「 觚」、 「籠」 の 五 字、 乙 れ らも ほく 同じ 乙と である。 乙れ を 括め て考 へる と. 小 學 

校 方面で 國語敎 育 上で 字 昔 假名 遣 を 打棄て 置くべからざる 國語 敎授の 障害で あ 

るかの やうに s ふの は、 少 くと A 讀 本の 上で は 大袈裟に 過ぐ る說 であらう。 併し 

字 晋 叚名 遣の？ 一と は、 小 學 校で は、 他 の學 科の 上に も ある 乙と であるか ら、 も 少 し 廣 

く 調べな けれ ば； 十 分に は 言 へ な い が、 恐 らく 調査して 見ても 國語讀 本の 方と 大差 
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M 語 問題と 英語 科 問. 題 七 二 



發昔 式字晋 假名 遣に 改める 乙と 

の 字 昔 假名 遣の 存在 は 避け 難 s 

中等 學校 では 乙 の發 昔 式 字 晋 假 

中等 學校 以上で はすぐ に Z の 二 

の で あ る。 實際上 では S づれに 

な S が、 古 典 1* のになる と、 ど う し 

ならな S 場合が ある。 ー體 我が 

せる のも餘 計な 乙と とも 考 へ ら 

つ ^、叚 名 漢字 併用され る ものと 

で 書く ベ き 語 は 乙 れ /\ と 定 め 

する の は、 便 利の やうで 却て 不便 

は 愈" 煩 は しくなる ので あるから. 

とが 甚だし く、 而 も をの 不便 困難 

改めない 方が よいと 考 へる。 
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N- とで あるか ら. 社 

育 上で は 現行 制度 

讀む 乙 とに なって 

習し なければ なら 

しま ふか ら， 大 し た 

遣 の 知識な し に は 

と 假名と 二様に 書 

の 國文は 漢字 交り 

書 く ベ き 語 は Z れ 

0 それ を どちらで 

名 書きに 又 二種 も 

上 不便 困難 を 感じ 

てぬると いふので 



會^ 二種 

の 下で は、 

ぬるから 

なくなる 

問題で は 

どうに も 

き あら は 

文と 昔 言 

- (-、 叚 名 

TP ょレと 

設 け る の 

てなる 乙 

なければ、 



それなら ば、 字 昔 假名 遣 は 現在の ま V に、 歷 史的な ものの み を 正しい と 認めて あ S 

た 方が よ く、 敎 育 上で も.， V の 一 本道 を 通す がよ いかと いふ と、 余 の考は 必ずしも さ 

うで はない。 佘 はこの 兩說を 共に 生かす 方法 を考 へて ぬる。 

それ はかう である。 字晋 假名 遣は歷 史的な もの 唯一 つ を 正し 5- と 認めて あく。 

あらゆる 書 物. 印 刷 物. に は 乙れ に從 はせ る。 さう する と. 歌 人， 俳 人が 歌 を 書 き， 句 t 

し る し、 書 家が 假名 文 を 書く 場合に も、， V の 美感 を 損ず る やうに 感ぜられ てぬ た、 表 

昔式 假名 遣 は 用 ひな い 乙と になる から、 乙 の 方面からの 從來の 反對は 消滅す るで 

あらう。 をれ か ら、 歷 史的 字 昔 假名 遣に 實際上 不便 困難 を 感じて. Q る 場合 を考へ 

る と 

晋聲語 を 記憶し て， をれ に相當 する 漢字 を 忘れ て ね て， 已 む を 得ず、 乙 れを 假名 書 

きする 時、 (ィ) 電報 用 文に 字 昔 語 を 用 ふる 時 ■( & ) 初等 敎育 初年 級で 假 

名 書き 文を敎 へる 時， (ハ ) • 

が、 私 の考に 浮かぶ。 をの 他 では 前い つた 通り 通俗な 讀 みものの 作 者、 印 刷 所の 校 

正 係が 考 へられる。 

字音 牍 名 遣 問題 七三 
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(ィ) の 場合 も 

習得した 漢字 を 

の 中に 又 相 當贮. 

する には歷 史的 

方法が 必要で あ 

( & ) の 電文の 

確 K 使って ぬる 

バンく する 要 力 あ 

る 人が 多數 であ 

すると 三 字と な 

を 取って 「テク 

かどう か は 明か 

いから、 「あす あ 

力う いふ？ 一と は 



、統計的に s ふこと 

相當數 忘れて &る 

誤り 易い 字 音 語 も 

假名 遣で は 間に合 

る。 

場合 は、 乙れ を 私の 

人 は 殆どない、 又 正 

る か ら、 字 數が少 く 

る。 例へば 「朝鮮 

ク て、 場 合に 依って 

」 と 書いて ぬる。 

でない。 又 「明朝 

さ」 と s ふやう に _ 

一 般 である が、 併 し 



は出來 な 



と S は 

含まれ 

はない 

知って 

確に 使 

て 用の 

」 と誊 

は 料金 



れ 

達 



る 

ら- 

る 

上 



が、 今 の 義務 敎育 終了 者 は、 在學 

„ さう する と、, V の 忘れて <Q る 

る M とで あらう。 それ を 假名 

字 昔 假名 遣 を 簡易 化する か、 何 



か ぎ 

と も 

得 る 

合 に 

で 損 



の 

但し 歴史的 字 昔 

」 と s ふやうな 

穩 かな 正し い 國 

字 昔 語 も 絕對に 



假 名 

う で 

考 へ 

や う 

は、 所 

を す 

假 名 

字 昔 

語 の 

避け 



い ふ 

て ぬ 

に、 假 

0 產 

る 力 

遣 と 

語 は 

ら れ 



と、 歷 

な V 

名 遣 

昔式 

ら、 歷 

意識 

一！ I 曰 に 

方 を 

る も 



史的 假名 遣 

" 電文 は 字 

を. も 工夫し 

^「チョウ 

史的 字 昔 假 

して 用 ひて 

して はまぎ 

する IV- とが 

ので はない 



中 に 

漢字 

書 き 

か の 

を 正 

S を 

て Q 

」 と 

名 遣 

ゐ る 

れ易 

多 い。 

力 ら 



や はう、 一 定 したわ かり 易い ものが 定めら 

し 又 その 際に も 字 數の關 係で 絕對贮 その 

る やうに はなるまい。 

(マ) の 場合に ついて 考 へる と、 現 今小學 

法 を 誤ってね る 乙との ある 爲 に、 歷 史的 假 

い M と を 知らねば ならない。 初めに いつ 

名 遣を繩 墨に 拘 つて 敎 へて、 兒童を 徒らに 

の 令の 意 を 十分に 生かして 取扱 ふ 工夫 を 

忘 れ て、 無 理を兒 童に 强 ひて. Q るの 額が あ 

ぎれ 易い 字 昔 語 は 僅かば からの 漢字 傲の 

導す る？ -とは 絕對に 必要と あ も ふ。 さう 

つて まち „, (\ に 書く やうで は、 敎 育 もの も 

れが ある。 尋常 科に 假名 書きで 出して あ 

易み たる 乙と である。 かくして、 敎師は 平 

字音 假名 逍 問題 



れ るなら ぱ. 便 宜 であるに 相違ない。 併 

正し S と 定められた 書き方が 用 ひられ 

校、 中等 學 校で 敎師が 正 営な 敎授 法、 試 驗 

名 遣の 困難 を 感ぜし めて ね る 7J との 多 

^ 通 う、 文 部 省令に 於て 旣に早 く、 字 昔 假 

勞 して は S けない と 示して あるか ら、？ - 

すれば よいの に， 乙 の 令の ある M とすら 

ると あ も ふ。 訓導と して は、 讀本 中の ま 

NJ とで あるか ら、 確 に 記憶して 置い て 指 

で な く、 訓 導が M れを 知らず に， 場 合に よ 

の に對 する 兒 童の 信 賴を少 くす る あ, V 

る 字 昔 語數 位の 記憶 は 敎師に 取って は 

常 正しく 誊ぃ て、 兒 童に は强 ひな s と s 

七 五 ， 
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ふ 態度 を 取れば よい。. さう すれば 勿論 

出す の 要はない。 よし 出して も、 以 上 の 

うして 一 旦甚本 的な 漢字で 同じ 言 葉 の 

書き方. として 敎授 すべ きで ある。 (漢字 

して 行って 乙 を國語 表記法の 統 一 整理 

宇で も睽 名で もよ いと いふ 乙と にす る 

讀む 方で はや はり 不統一 から 來る 不便 

はや はり 統一的に すべきで ある。 序に 

たと 乙ろ が ある やうで ある が、 中 等 讀 本 

て 頗る 不統一に なって ねる。 例へば 假 

君の 文章 は 假名 澤 山で 出て を り.、 又 反 對 

山で 出て ぬる。 をれ で、 全 體 から 見る と- 

ないと S ふ 乙と になって &る。 乙れ は 

撿定 する 以 上、 か んる區 々の 表記法 は統 



試驗 問題 や" 書 取， 5 ^ 歷史的 字 昔 假名 遣 を 

心 構で 見れば 何の 弊 もない 喾 である。 さ 

書き方 を 敎 へ た ら， を の 漢字 害き を 正し S 

問題の 乙と は をの 項 を 見られたい。) かう 

は 行 はれる。 一つ の 言 葉 を 書き表す に、 漢 

と、 便 利な 乙と が 書く 方に あつ て も、 見 る 方- 

を 受けねば ならぬ。 それで あるか ら、？ - れ 

い ふ 國定讀 本に す ら、 往 々乙の 統一 の缺け 

K は 一 般社會 の不統 一 を 4- のま、 反映し 

名 を 多く 用 ふる 山 本 有 三 君、 武 者 小路 實篤 

に 漢字 を 多く 用 ふる 人達の 文章 は 漢字 澤 

.國 語 を 文字 K 寫し 出す 方法の 上に 統 一 が 

文部省に 於て 考 へ て， 苟 くも 敎科耆 として 

一 する 方針 を 立 ウベき である。 かう して 



小學 校で は 二 旦 漢字の 表記法お 以て 

でに 習得して ぬる 國 語の 假名 書き 法 

名 遣 は 書き取り にも 出さ ず， 試 驗 問題 

と 乙ろ が、 そ れが實 際^ は 行 はれて ぬ 

の に、 を の 字 音 假名 遣 を 問 ふやう な、 混 

を 振らせる 書取 を 課する やうな 人が 

並べ て， 字 昔 假名 遣を附 けさせる 試驗 

と s ふべき である。 乙れ では まるで 

の 人の 國語 上の 識見 を 疑 はせ るので 

かやう に敎 師の考 へ 方 を 改める と、 字 

きく は ある まいと 思 ふので ある が、 併 

の 困難 は いかなる 7 一と を 學ぶ にして 

に 心得て 我慢させる がよ s とい ふの 

取う 除く 適當な 方法が あるなら ば、 寧 

字音 假名 遣 問題 



すべ き 國語を 漢字で 敎 へ た 以上 は、 兒 童 の す 

は 忘れて よい もの. と考 へて、 一 切 その 字 昔 假 

にも 出さな い M と を 元 則と すべ きで ある。 

ない と 聞く。 需要供給と 漢字で 敎 へて ある 

じ 易 い 漢字 昔 語の 漢字 を 示して、 それに 假名 

あると 聞く。 さう して 誤り 易い 漢字 晋語を 

問題 を 出したり する に 至 つて は 沙汰の 限り 

文部省 訓令 を 無視して わるば かりで な く-を 

ある。. 

昔 假名 遣で 兒 童 を 苦しめる 乙と は、 さ して 大 

し s くら かの 困難 は 否定され ない。 をれ 位 

も 伴 ふべ き/ V- とで あるか ら、 碁 の 捨て石 同樣 

も、 一 つの 考へ 方で ある が、 又 若し 乙の 困難 を 

ろ を の 方法 を實行 するがよい とも 者 へ られ 

七 七 
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る。 それ で， 乙 、に 一 つの 案 を 

その 方法と いふの は、 國 語 の 發 

-と いふ 乙と である。 乙れ は 字 

も， 適 用す ベ き.？ P のとす る。 

さて， V の發晋 符號を どう 定め 

二種が あ う、 さ うして 一 般の書 

は 法律と か官 省の 公文書 類と 

7J れら をす ベ て 平 假名に 一 定 

狀を擴 張して、 國 語の發 晋符號 

しょうと いふので ある。 もの 

名 遣 案 を 探 用す る か、 も つと 表 

るが よい。 しか し、 國 語法 上の 

に、 合理的で、 且 便利な 方法 を 採 

ならば 假令棒 引で も反對 する 



七 八 

朮) ベ る。 

昔 符號を 制定し て、， V れを 假名 遣の 外に 存在させる 

一 n 曰 語に のみ 適用す る もので なくして、 一 般の國 語に 

たらよ からう。 我が 國には 假名に 片 假名、 平 假名の 

きもの、 印刷物に は 平 假名が 用 ひられて を も、 片 假 名 

かの 少數の 場合に 用 ひられる 惯例 になって ゐ るが、 

し て、 片 假名 を ば、 外 國 語の 昔 を 表すに 用 ひて ゐる現 

^も 適用す る 乙 とと し-さ うして その 表記法^ 一 定 

發 昔符號 とする 昔の 表記法 は 臨時 國語 調査 會の假 

昔 的に 徹底的な ものにす るか。 調査した 上 確定す 

假名 遣と は 認め ず、 單 に 發 晋 符號 とする 以 上、 徹 底 的 

用す る もよ からう。 假名 遣で な く. 發 昔 符號 として 

人 は あるまい と 思 ふ。 



か う いふ もの を 制定 すれ ば、 字 晋 語 の 場合 は 漢字で 書く 時 は 、そ の 振 假名の 代りに 

この 發音符 號が用 ひられる？ - ととなる。 さう する と、 平 假名より 片 假名の 方が 字 

畫が 簡易で あるか ら、 振 假名の 視力 を 害する 乙と も、 活 字 難 も 幾分 緩和され るで あ 

らう。 さう し て-字 晋 語の 漢字 忘れた 人の 乙れ を 假名 書きに する S 合に は. 西 洋 

語 を片 假名で 發昔 通う に 書 S て國 文. 中 に 入れる のと 同樣に 書く 乙と とする。 例 

チ ヨウ 

へば 「蝶」 に扳 假名 をす る 場合に は 「蝶」 と し、 漢 字 を 忘れ^ 場 に は 「チョウ」 

と し て， 本 文中^ 入れる ので ある。 併し 「蝶」 を 假名 書き^して 本文 中に 書く 場 

合に は 「て ふ」 とする ので ある。 

又 乙 れを國 語に 適用す る 場合に は、 或 辭書 にある やうに * 「かれ ひ」 などと すれば 

假名 遣と もの 發ー實 と を 同時に 敎 へ る 便利に もなる。 外人に 敎 へ、 又兒 童に 敎 へ る 

場合に は、 「いふ」 としてよ い。 又 るれ を 國定讀 本に 適用す る 場合に は. 本 文中に 

は 字 晋 語の 假名 害き も、 國 語の 假名 書 き も、 す ベ て歷 史的な 假名 遣 を 平 假名で 出す。 

さう して 上欄に 片 假名で をの 發晋 符號を 出して あくと いふ やうに する。 又 現在 

扳 假名 附で 出して ある 漢字 語の 類^ も、 上 欄に， V の發昔 符號を 出して あく 乙と と 

字音 假名 遣 間 題 七 九 
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する。 かう 

語の 敎授を 

力う する！ 0 

進して ぬる 

地 各地に 於 

てぬる。 卽 

用 ひて ねる 

さう かと S 

られて ねる ■ 

立ゥ M とと 

か ら、 日 本 語 

K- と S ふ 要 

の 顚 «1 で BH 



して 敎 

便利に 

との 今 

我が 國 

て は、 國 

ち內地 

の で、 折 

つ て、 外 

》 そ Z 

なる の. 

を 外人 

求が あ 

底 行 は 



ると いふ 一案 が 、乙 



へれば-二様の 假名 遣 を 存在せ しめず して 濟 むし、 又 一 方に は阈 

する rJ とと. なる。 

一 つの 重大なる 利益 をい はう。 それ： S 東亞 新 秩序の 建設に 邁 

に 取って は、 今 日本語の 海外進出 は 重大問題 である。 然るに 外 

語 の 表記法が 區々 になって を う、 不 統一 である 上 に. 內 地と 違ゥ 

では 歷 史的 假名 遣 を 用 ひて ぬるの に. 外 地で は發音 式 假名 逍を 

角學ん でも 內 地の 新簡雜 誌が 讀 めな いと いふ 結果 を 見て ねる。 

地で は 到底 歷 史的 假名 遣で は敎 へられない 赏狀 であると 訴 へ 

で 右の 方法 を 用 ふる と、 內 外の 統 一 も出來 て、 舉 んだ もの が 役 に 

であるか ら. 日 本 語の 海外進出 にも 大に 便宜で ある。 往 A 、外地 

に 授ける のに 歷 史的 假名 遣で は 困る か ら、 內 地 の 假名 遣 を 改め 

る が、 單 に 外地の 必要の 爲に內 地の 假名 遣 を 改める 乙と は、 本 末 

れ 難い 乙と であるか ら、 か う いふ やう な， 內 外の 要求 を 满 足させ 

の爲 にも 必要で あると 考 へ るので ある。 



國語. の醇 正統 一 に つ 



い 

て 



標準語の 制定の 必要 は 最早 論議の 要は あ 

1 日 も 早く 乙れ を 實 行すべき である。 併 

口語の 標準 を定 むる？ 一と と、 現 代 口語文の 

である。 例へば. 文章の 終 尾 を 結ぶ 語で も 

ます」 を 標準 的な ものと 定む べきで あら 

す」 がよ く. 又 口語の 「なさい まし」 「下 

標準と する 以 上. 標 準 語と して 選 定 さ る ベ 

力よ いと 考 へられる。 かう い ふやうな ro 

口語の 醇正 と、 口 語 文の 醇正と は 分けて 考 

^語の 醇正 銃 一 について 



るまい。 國家は 然るべき 方法 を 講じて- 

しその 實行 につ いて 考 へ て 見る と、 現 代 

標準 を定 むる 乙と とで は. 多少 違 ふべき 

口語なら ば、 「だ」. 「です」， 「で ござい 

うが、 口語文で は 、「である」 「であ， 5 ま 

さい まし」 の 「まし」 は 今の 東京 語 を 

きで あらう が、 口 語 文で は、 「ませ」 の 方 

と が， 國 語の 醇正 問題の 場合に も ある。 

へらるべき 場合が 少く ない と あ も ふ。 

八 一一 一 



國語 問題と 英語 科 問題 - 八 西 

故に 余 はこ、 に は 口語 體の 現代 文に つ S て、 そ の 醇正と は 如何なる M と を いふの 

である か、 又 どうい ふ點に 注意すべき か を 述べ て 見たい。 

乙 の 頃、 國 語の 重要性に 理解 を 持つ 知識層の 人々 か ら、 國 語の 醇正 を 保^せて、 統 一 

を 圖 るべき M との 言 はれる やう. になった の は、 誠 に 喜ぶべき 乙と である。 國 語に 

對 する 無知 か ら， 不 知 不 識、 國 語 を 不 醇、 雜 慼に 導く やうな 乙と をして ぬる 人 も あれ 

ば、 又 は輕佻 浮薄 な、 新 奇を追 ふ 心 か ら、 國 語の 亂雜を 助長して ぬ る 人 も あ ら、 又 西 洋 

崇 拜 の 迷 夢 か ら、 無 用の 外 國語を 取 入れ て、 徒 らに 不醇な 傾向 を 助長して. Q る 人 も 

ある。 かう いふ 事 實の前 に、 心 ある 人々 は國語 愛の 至情 か ら、 國 語 を 醇正に せよ と 

唱道して ぬるので あらう か ら. 佘 として は、 か 、 る 人の 唱道^ 尊敬 を 拂 はずに はね 

られ ない。 又 大いに 意を强 うする もの も あるので ある。 

さて 併しな が ら， も の いふ 所の 國 語の 醇正と は S かなる 乙と を S ふので ある か、 醇 

正なる 國 語と いふの は、 S かなる 單語を 指し、 いかなる 語法 を 指して ねる ので ある 

か。 乙れ を簡單 にい ふ 乙と は 容易で ない。 又具體 的に 示す 乙と も 困難な ことで 

あらう。 さ^な が ら、 上 古 中古 時代に 於け る 所謂 大和言葉 が、 醇 正な をの 時代の 國 
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語と S ふべき 乙と に は、 恐 

やうな 漢 語、 佛 語の 中 で、 よ 

勿論 今日から も 、こ れ^ 非 

ら 國文學 以外の 當 時の 文 

やうな もの は、 M れを 不醇 

語、 佛 語 を 悉く 醇正な もの 

見る の も 穩當を 缺く であ 

して ねれば 格 別、 未 だ 十分 

られる もの も あら ラ。 乙 

中には 歐 米の 外 國 語の 單 

中から 復活され て 新たな 

の 中^ 外語の 影響 を 受け 

一一 ス、 ラヂォ の やうな 熟し 

却て 一 般に 熟して. Q ない 



らく 異論 はな か 

く 熟して, Q る も 

醇正な ものと し 

獻の 中に 見えて 

と 見る 方が 穩 當 

と 見る の は 固よ 

らう。 要は 國文 

に 消化され て は 

れは 現代 口語文 

語 も 取 入れられ 

內容 を與 へられ 

たもの も ある。 

て & て、 こ れ が譯 

ので あるか ら、 も 



國語問 超と 荚語科 間 題 I 六 

と は外國 語であって も、 こ れを 醇正な ものと 見る がよ からう。 又 「：： しつ V あ 

る」 とい ふの も、 元 は外國 語法の 影響から 出来た もので あらう が. や はりこれ もも 

の 必要から 熱して 來 てぬる 今日で は 無理に 排除すべき こと は あるまい。. 

現 時 行 はれて ぬる 文章 を 見る と、 大 勢の 赴く ところ は 自ら ある にして も、 中 には漢 

文 を 若 い 頃に 學んだ 老操觚 者な どの 人 に、 隨 分 漢 語， 漢 字澤 山の 文 を 作 う、 又 文 語 體 

の 混じた 文 體もぁ う、 又 必 要 以上^ 英 語、 獨 語 を 入れた 大學の 講義 筆記の やうな 文 

章 も あ ら、 又 偶に は 方 言 を 多く 用 ひた 文章 も ある が、 か うい ふ もの はこれ を 醇正な 

現代 文と して 認める こと は £ 來 まい。 國語 運動の 五月 頃の 號の卷 頭に 载 せて あ 

つた 醫學 生の ノ -トの 文體の 如き、 いかに 特殊な ものと は S へ、 まるで わけの わか 

らぬ ものと s ふ 外 は あるまい。 

要 す る に、 今 日の 時代と して は、 か、 る國際 情勢 と、 我 が國の 地位と で は、 諸 外 國の單 

語の 輸入 は、 必 要 上 已むを 得な S 乙と であるから ビれを 絕對に 排斥 する 7」 とは不 

可能で ある が、 必 要 以上に つまらない 動機から 取 入れる 71 と は. た しかに 國 語を亂 

,5、 不 醇化す る M とで あるか ら、 大 いに 慎むべき？ -と である。 又 何等の 人爲 的な 施 
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1! 語の 醇正 統一 につ 



置 く と. 從 前の 經驗 に徵し て、 國 語 をして 亂 

る か ら. 必 要の 施設 はこれ を歡迎 すべきで 

し、 整 頓 して 行くべき かとい ふ と、 こ れ は 一 

來 ない。 相 當の敎 養を經 て. しかも 國 語に 

常 識， 趣 味に よって 乙れ を 別け る ことが 尤 

尺度で 乙れ を わける とい ふわけ に は 行か 

に 取って いはう。 卷八を 一瞥して も、 ァ ン 

- ラン フ アルミ 二 クム、 スキ I ， ジャンプ、 ダイ 

アップ〃 ノ. ィ ビス カス、 ガラス、 トン ネ \,\ 

外國 語が ある。 さう して 乙の 中には 譯す 

ま V に 今 現に 行 はれて ぬる 以上、 これらが 

やうで ある が、 併 し/ vJ れら でも， V の 數が餘 

感じがない とも 限らない。 ？- れで考 へる. 

々につ S ても考 へられる し、 又 醇 として 許 

て 



雜^ 流れし め、 

ある。 併しな 

律 の 規準 の 下 

關 して 十分な 

も 穩當な 途で 

ないで あらう。 

ーズ ，7 一 プ、. 'トス 

ャ モン 、ド 、デ ッ 

I フ # カラ. S 

る 乙との 困難 

國 語の 醇正 を 

ら^ 多く なれ 

と、 國 語の 醇不 

される もの も 

八 七 



國語間 題と 英語 科 間 題 <A 

餘 りに 多く 用 ひられる と、， V の 文 は不醇 の感が あるか ら、 數 の 上で も考 へられる の 

である。 

さて M れか ら、 各 種の 實際 上の M とに つ いて 考 へ て 見よう。 

現に 行 はれて ねる 國語學 者の 文法書 を 見る と、 文 章篇に 文の 成分と s ふこと が 説 

明して ある。 主 語、 述 語、 補 語と s ふでと が說か れ. 又 をの 省略 をも說 かれて ねる r 

文の 成分 を 満足に 具備す る ことが 醇正な 文の 形で あ う、 場 合に 由って は その 省略 

を も 許される とい ふの が 二 般に 正當と 認めら るべき であらう。 をれ が轉 倒して 

省略の 體が 多く ぁク て、 完 備し たもの が少 S ので は 醇正の 體 でない と 見る のが 穩 

當 である やうに 考 へられる ので ある。 これ は 恐らく 西洋 諸阈に 於ても さう であ 

ら ラ。 

かう いふ 標準から 試みに 小學 國語讀 本の 文章 を 兄て みょう。 卷 六の 五、 「稻刈 」 

を 取って 見る。 乙れ は手當 り-次第に 擇ん だので ある。 

學校 がすむ と、 す ぐ、 た ん. ぼ へ 行った。 



誰が 行っ^ んだ か、 主 語がない。 

今 日 は、 う ちの 稻刈 だ。 

乙れ はよ い。 次 は 

よい 天氣 で、 あちらで もこ ちらで も、 稻を 刈って ゐる。 

乙れ は 複合した 文で、 「よ S 天氣 で」 乙れ は 無論 省略の 體と 見られる。 「あちらで 

も M ちらで も」 は- 「あちらの 方角で も、 M ちらの 方角で も」 「あちらの 村で も M 

ちらの 付で も」 「あちらの 畠で もこ ちらの 畠で も」 のどれ かの 意で あらう。 文 

法的に も 主語が な い。 

田の あぜに むしろ を 敷いて もらって 遊んで ゐた弟 が、 遠 くから 僕 を 見つけて T にいち やん」 

と、 大喜び である。 

「にい ちゃんと」 の 下に 省略が ある 箬 である。 

「た^-今」 と 言 つ て、 僕 はかばん を 下す。 

複合の 文 で、 主 語の 「僕 は」 が、 下 の 句の 方^ 附 いてね る。 

稻を 刈つ て をら れ たおとう さんと おかあさん は、 腰 をのば して r 」 「 」 と 言 



國語間 題と 英語 科 問題 九 .〇 

はれた。 

乙れ は 成分の 完備した 文で ある。 

むした さつまいも を かごから 出し て、 弟 と 一 しょに たべた。 

乙れ にも 主語がない。 

稻がだ ん 刈られて 來 るせ ゐか、 いなごが たくさん こちら へ 飛んで 來る。 

r 稻 がだんく 刈られて 來 る。」 口語で よく s ふこと であるが、 口語文で も 「稻が 

刈られて 來る」 正醇な 言 ひ 方と 見る ベ きで あらう か。 

さう して、 稻の葉 や 莖に止 る。 

主語が な い。 

取らう とし て も、 な か /\ つ かまら な K 

誰 が， 何 を 取らう とする の か、 何 がっか まらない の か、 形 の 上で は 明かで ない。 勿論 

省略 體と 見られる。 

大きな のが 一 匹， す ぐ そばの 稻の 葉に 止った" 

何の 大きい のが か、 す ぐ 何の をば なのか。 



そっと 近づく と、 く るりと 葉の 裏へ 廻つ て， 足 の 先 だけ 見せて 居る。 

誰が そっと 近づく の か， 何 がくる りと 葉の 裏へ 廻つ て、 足 の 先 だけ 見せて ぬるの か。 

右の 手 で、 す ば やく 葉と 一 しょに つかまへ た。 

誰が 何 をつ-かま へ ^のか。 

左の 手で、 頭の あたり をつ かむ と、 後 足 を ふん 張つ て. 逃げさう にした。 

誰が 何の 頭の あたり をつ かんだ のか。 又 何が 逃げさう にした のか。 

あ わ てて. ぎ ゆつ とっかんだ ら、 後足が 取れて しまった。 

誰が あわてて 何 をつ かんだ のか。 何の 後足が 取れて しまった のか。 

下に 置く と， 飛 ベない ので、 地面 を はって 歩く。 

誰が 何 を 下に 置く のか。 何が 飛べない ので 地面 を はって 步く のか。 以下 略。 

かやう に、 文 の 形^つ いて 見る と、 主 語、 補 語の 省略と 見られる やうな 文 形が 多く 績 

いて. Q る。 而も 我々 は これら を 不整な、 不醇 な， 文 形と も 別に 考へ ない。 省略な ど 

とも 考 へない で、 普 通の 國 文の 文 形で ある やうに 考 へて 受取る ので ある。 文法で 

文章 法と いふ もの を 置いて， 文の 成分 を說 くなら ば、 完 備 した 形 を正醇 なる 形、 文 と 

國 語の 醇正 統一に ついて 九 一 



H 語 間 題と 英語 科 間 題 九 二 

見る のが 常識的な 考 であらう。 さう して 場合に 由って は、 何 かの 省略 體も あると 

いふ 位に しなければ なるまい。 かう 省略 體 とい はれる 形が のべ つ ^出る やうで 

は、 ー體國 語^ は 文法ら しい 法則はなくて もい、 のかと 考 へられな いこと もなか 

らう。 かう して 見 る と. 文 章 法 を 研究し 直して、 西洋 文法の 拘束から 脫 せしめる か、 

でなければ 正醇の 問題 は 解く ことが 出來 ないやうな 乙と になら う。 しか し、 古 來 

の 日本 文章 を 見て 來、 現 代 口語文 をよ く 見れば、 いか^ 論理的に 引 直す 乙との 必要 

t 知 り、 又 さう したいと 考 へて ねる 人で も、 日 本の 文章 を 西洋風の 論理的 表現の 文 

とする IV- との 困難 を どうす ベ きかに は、 必ず 迷 ふで あらう。 

小 學國語 讀本を 見る と卷 一、 二の 邊 は、 兒 童が 小さい の で， 成 分の 完備した 文 體を多 

く 用 ひて ある。 例 を 擧げ ると- 

シシ がね てゐ ました。 

ネ ズ 一-一 が、 シ シ の そば をと ほりました。 

シ シ が、 目 を さまし て. 大 きな あし で、 ネ ズミ をお さへ ました。 

△ ネ ズ ミ は びっくりして 「どう ぞ、 は なして ください」 とたの みました。 
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かう s ふやう に、 △ 印 を 附 して 置い たやう に、 本 文中に 二 つ と、 會 話中 に 一 つ と、 三 つ 

だけ 省略 體と 見られる ものが あつ て、 他 の 十 は 主 語 と 述語の 完備した も の で， 主 語 

又は 補語の 省かれて わるの が 各 一 つ 主語 補語の 省かれた のが 一 つ ある。 

兒 量の 爲の 文で、 しかも 模範的の 文で あるか ら、 大 人の 鑑賞 を 以て 彼此 s ふべき で 

はな S が、 讀 んで 見て S かに も單 調に 響く の は、 形 がすな ほに 完備して &る爲 に、 ど 

のセ ン テン ス でも 長短 乙 を あ れ、 同 じ やう^な つて， Q る爲 であらう。 かう S ふ 形 

闺 語の 醇正 統一に ついて 九 三 



た。 



いな は を、 か みきりました". 

れいをい ひました。 



^語 問題と 英語 科 問題 九 四 

を 大人の 文に 用 ひた ら、 を の單調 さから. いやみ を 感ずる に 至る ではな s かと 考 へ 

る。 

さう する と、 か うい ふ 省略 體と 文法書に いふと 乙 ろ の もの は、 西 洋 文法 流に 見れば 

省略 體 であつ て. こ れが國 文法で は 正しい、 醇 なる 體のー つと 見られる やうに 考へ 

られ ねばならな いので はない かと も考 へられる。 さう する に は. 文法 學 者の 考へ 

直し を 求める 外 は あるまい。 

次に 西洋の 文 を 讀んだ 目で 國文 を讀む と， 國 文に は 時の 觀 念が は つきら してね な 

い ,J とが 多い。 併し 明治 以來 西洋の 學 問、 思 想の 影響 を 受けて. 國 民の 頭に 時の 觀 

念が 漸く 明かに なって 來 たの で. 現 時の 若 S 人々 の 文に は 比較的に 時が 明かに さ 

れる 傾向 を取ゥ てぬる。 小學 國語讀 本の 文の 中に も をれ は 認める ことが 出來 る。 

併し 問題 はまた， V 乙から 起る。 一例 を卷 五の 「水の 旅」 に 取らう。 乙の 文 は 水 

滴が をの 身の上の 經歷を 語る 形に なって ねる。 乙れ は 過去の 事件 を 語る ので あ 

る か ら、 勿 論 時 は 過去 を 示す ベ きで ある。 

「私 は、 も と 雨の ； しづくで、 空から 落ちて 來 たのです。 山の 木の葉の 上に 休んで 居ました が、 



風に ゆり 落され て、 大 ぜ いの 友 だち と 一 しょ に、 谷 川の 中へ はい. りました" 

谷川 を 下りな が ら、 み ん な は、 う れ しさう に 歌った り， さ わいだり しました。 

がけの 上に 來 ました。 一 思 ひに とび 下りました が、 目 がくらん で-し ばらく 

せんでした。 みんなが 重なり合って 落ちる 音、 さ わぐ 聲 に、 ふ と氣 がつ いて. 

します と， 二三 人の 人が 居て- 「みごとな 瀧 だ」 といつ て- 眺 めて 居ました。 

谷 を 出る と、 あ たりが 少し 廣く なって 来ました。 あちこちに 村の 家が 見え 

も、 左 か ら も、 お ひ >/(\ 仲間が 集つ て來 て、 いよ /\ にぎやかに なりました。 

廣ぃく 野原に 出ました。 美しい 畠 や、 田 や、 靜 かな 村が 繽 いて 居ました。 

は、 晝 は暖な 日に 照らさ れ、 衣 はきれ いな 月 を 浮かべ なが ら、 ゆ つ くり 歩き ま 

る 人 は、 「きれいな 川 だ。. 一 といつ て、 ほ めて くれました。 

と つ ぜ ん、 上 の 方で さわがしい 音が しました。 見上げる と， 大 き い 橋が あつ 

通って 居ました。 間 もな く、 町 の 中へ はいりました。 兩が はに は、 た くさん 

ました。 高い えんとつ も 見えました C 

物 が、 私 たちの 上に 来ました。 荷物 を 積んだ 舟が 通った の 

の 舟が 通りました ゥ かう して 居る 間 に、 私 た ち は、 と う /\ 海 へ 



ふ と、 大 きな 重い 



そのうち に 、高 5 

は 何も わかり ま 

• あたり を 見 ま は 

まし-た。 右から 



らも、. S ろ /■••--, 

闺 語の 



の 間 を、 私 た ち 

た。 そば を 通 

、人 や、 車 や、 馬 が 

家が 並んで 居 

した。 それ か 

出まレ た。 



醇正 銃 一につ いて 九 五 



H 語 問題と 英語 科間题 九 六 



ははても ない ほど 廣 くて" どちら を 見て 



Z の 

は じ 

十四 

し て 

最 も 

文章 

ふ や 

Z に 

の 正 



取 つ て、 歌 つ た り、 を どったり して 喜び ま 

セン テン 



文 を 

め の 

文 の 

■ 文 の 

正醇 

で あ 

う な 

作文 

醇と 

に、 或 



見 

中 

る- 

の 



と、 文 

だけ 



の數は 

で、 「 で 

に 終つ 

なほに 

出來て 

で正醇 

な 形 は 

し さ、 巧 

^餘， 5 



し 

に 



十 四 

た」 

ぬ る 

來 て 

る の 

問題 

拙 の 

の わ 



中學 國語讀 本の 中から 一 例 



も、 私 たちの 仲間ば かりでした。 私たち は、 手 に 手 を 

し た。 

の 終 尾 を 見る と 、「です」 で 終って ぬるの が 

ゥ 、その外の 二十 は 「ました」 であるから-二 

二十 三と いふ 計算になる。 乙れ は 口語文と 

？-と を證據 立てて ねる ものである。 いはば 

る が， を れ だけに 聞いて も、 見 ても單 調な 形の 

の 巧拙の 問題と 連關 させて 考 へ る と、 か う い 

は、 常 にこれ を 避ける 必要が 起って 來る。 そ 

路の存 する, VI とも 否み 難い 乙と である。 文 

る fvJ と はよ くな S と考 へられる ので ある。 

を 引 S て 見る。 森鷗 外の 高瀨 舟で ある。 



いつの 頃であった か、 多 分 江戸で 白 河樂翁 侯が 政抦を 執って ゐた寬 政の 頃で でもあった で 

あらう。 知 恩院の 櫻が 入相の鐘に 散る 春の 夕に、 これまで 類のない 珍しい 罪人 が、 髙 瀕 舟に 



載せられ^。 

それ は 名 を 喜 助 

出される やうな 

護送 を 命ぜられ 

いふ こと だけ を 

い 喜 助の 様子 を 

つ て、 何 事に つい 

う な、 溫 順 を 装つ 

庄兵衞 は 不思議 

で な く、 結 え す 喜 

其の 日 は 夕方 か 

つて 来る 夏の 溫 

であった。 下 京 

割かれる 水の さ 

夜 舟で 寢る KJ と 



といつ て、 三 +歲 ばかりにな 

親類 はな いので、 舟に も 只 一 

て 二 緒に 舟に 乘り 込んだ 同 

聞いて ゐた。 さて 牢屋 敷か 

見る に、 いかにも 神妙に、 いか 

て も 逆ら はぬ やうに して ゐ 

て 權勢 に 媚びる 態度で はな 

に 思つ „!。 そして 舟に 乘っ 

助の 擧動 に、 細 かい 注意 をし 

ら 風が 歇ん で、 さ 一面 を蔽っ 

か さ が 、雨 岸の 土 か ら も、 川 床 

の 町 を 離れて、 賀茂川 を 横ぎ 

さやき を 聞く のみで ある。 

は、 罪 人に も 許されて ゐ るの 



る、 住所 不定 の 男で ある _ 

人で 乘っ ¥。 

心 羽田 庄兵衞 は、 ただ 喜 

ら棧 橋まで 連れて来る 

にもお となし く、 自 分 を 

る。 しかも それが 罪人 

い。 

てから も、 單 に 役目の 表 

て ゐ^。 

た 薄い 雲 が、 月 の 輪廓 を 

の 土から も、 靄 になって 

つた 頃から は、 あ たりが 



固より 牢屋 敷に 呼び 



助が 弟 殺 

間、 こ の 瘦 

ば 公儀の 

の 間に 往 



の 罪人 だと 

の、 色 の 蒼白 

人と して 敬 

見受ける や 



で 見張って ゐる ばかり 



かすま せ、 や 

立 昇る かと 

ひっそりと 



う や う 近寄 

思 はれる 夜 

して 只舳に 



に、 喜 助 は 横になら うと もせ す、 雲 の 濃淡に 從っ 



H 語 問題と 英語 科問题 九 八 



て、 光 の增 したり 滅 じたり する 月 を 仰い で .默 つて ゐる。 

が やきが ある。 

庄兵衞 はまと もに は 見て ゐぬ が、 終 始喜 助の 顔から B: を 

思議 だ と、 心 の內で 繰返して ゐる。 それ は 喜 助の 顔が 縱 

樂 しさう で、 若 し 役人に 對 する 氣 兼がなかったなら、 口笛 

す と か、 し さう に 思 はれた からで ある。 

庄兵衞 は 心の中に 思った。 これまで 此の 高瀬舟の 宰領 

しかし 載せて 行く 罪人 は、 いつも 殆ど 同じ やう に、 目 も 當 

それに 此の 男 はどうし たの だら う。 遊山 船に でも 乘っ 

殺した の ださう だ が、 よ しゃ 其の 弟が 惡ぃ奴 で、 そ れをど 

人の 情と して 好い 心 持 はせ ぬ喾 である C その 色の 蒼い 

く缺 けて ゐる程 の、 世 にも 稀な 惡人 であらう か e どうも 

も 狂って ゐ るので は あるまい か。 いやい や、 そ れ にして 

がない。 此の 男 はどうし たの だら う。 庄兵衛 がた めに 

o 0 

わからなくなる ので ある。 



其の 額は晴 やか で、 目 には徵 かな か 

離さす にゐ る。 そし て、 不 思 議 だ、 不 

から 見て も、 横 から 見ても、 いかにも 

を 吹き はじめる と か、 鼻 歌 を 歌 ひ 出 

をした こと は 幾度 だか 知れない。 

てられぬ 氣の 毒な 樣子 をして ゐ 

たやうな 顏を して ゐる。 罪 は 弟 を 

ん な行掛 りに なって 殺した にせよ- 

瘦 男 が、 そ の 人の 情と いふ ものが 全 

さう は 思 はれない。 ひょっと 氣で 

は 何 一 つ 辻 棲の 合 はぬ 言 語 ゃ擧動 

は、 喜 助 の 態 度 が、 考 へれば 考 へる 程 



乙の 文 を 見る と、 過 去 時代の. 事件 を 語って ねる 文で ある が、 文 の 終 尾が 前の 文の や 

うに、 「た」 や 「ました」 の やうな ものば かう に はなって， Q ない。 現在 法で 書い 

たと 乙^が 少 からず ある。 それで その 點 から 來べ き單 調の 感 はな s ので ある。 

もれで 考 へる とビ れ は、 修辭 的な 用意と し てビ の 文 尾の 單調を 避けた ものと 見ら 

れる。 必ずしも 現在 法で 誊 かねば ならぬ 理由 はな s やうで ある。 かう いふ もの 

を 不醇と 見る 乙と になる と、 隨 分 窮屈に なつ て、 文 形の 單調は 避け 難い 乙と となる 

が、 ヒ れ はどう 見るべき もので あらう。 口語文の 正醇 問題と し て 、乙 れも 我々 は 一 

考 すべ きもので あらう。 

現行 中學 校敎授 要目 を 見る と、 

國語講 讀は讀 方 及 解 釋 、話 方、 暗 誦、 書 取 を 課し、 其の 材料 は總て 醇正なる 國 語に 探り：： 

と ある。 讀 本の 敎材 たる 文章 は， 古文 か、 現代 口語文 かで あろ、 話 方 は 現代 口語で あ 

り、 暗 誦. 書 取 はもの いづれ にも 亙， 5 得べき ものである。 さう して 讀本 はすべ て 文 

部 省の 撿 定を經 てぬる の であるか ら. を の 文章 はすべ て國 語の. 醇正なる もの と、 文 

部 省の 認めた ものであると いふ わけで ある が、 併 し 上に いふが 如 く， 國 語 の 醇正 を 

.國 語の 醇正 弒！. について 九九 



IT 語 問題と 英語 科 問題 

決定す ベ き、 客 觀的 標準が 容易に 見出せな い の であるか ら， 實 際につ 

問の 起る 乙 と は 已むを得ない 乙と であらう。 

う。 我が 國語 では 西洋の 諸國 語と 違って" 敬讓 的の 

本 語 を 學ぶ ものの 一 番 困難 を 感ずる ところ だとい 

は 話 者、 筆 者 と， を の對 手の 身分に 關 して 起る ものが 

に 必要な ものと されて ねる。 この 意味 で. 敬 讓 語 の 

ならない ものである。 71 の點 から も、 文の 正醇 如何 



問題 を 次に 移さ 

い。 外國 人で 日 

の 意 を 表す 乙と 

の 秩序 を 保つ 爲 

て苟 せに して は 

れ る。 

この 敬 讓の意 は 

な ものが あって 

「だ」 と 「であ 

口語文で 「であ 

乙の 語 は、 現 に 口 



文章の 色 々な 部分に 表される 

，をれ を 表す ものが ある。 を の 

る」 を 取上げて いって 見た S 

る」 を 一 般に用 ふるやう にな 

語と して は 一 般 にど NJ にも 用 ひられて 



0 接頭語、 接尾語、 動詞 

中の 一 つ、 文の 終 尾 K 

と あ も ふ。 

ゥ た 歷史は 暫く 問 は 

&な いもの 



i 00 

いて 種々 の 疑 

言 ひ 表しが 多 

ふ。 この 敬 讓 

多 く、 社 會、 家 庭 

使 ひ 方 は 決し 

が考 へさせら 

、助動詞に 特殊 

持つ 口語 體の 

ぬ。 とにかく 

である。 それ 



で 乙れ を 口語文に 用-ふる と. 身 分の 高下と S ふやうな 點 からの 感 じ， 敬 讓 の 意 が 伴 



はない。 

はとに か 

7- の點 



あ る 

力 ^ 

語 で 

て は 

に 比 

好 ま 

併用 

水 ト 



1 般の 文章 は廣く 社會の 人を對 手と する か ら、 特 に 敬 讓の意 を 表す 場合 

く、 さ うでない 場合に は. その 意の 伴 はな s かう S ふ ものが 適當 である。 

ら考へ て も 、「である」 とい ふ 語の 次第に 定まって 來 たの は 至極 便宜で 

乙ろ が 現に 口語に 用 ひて ねる ものである と， ど うしても これに 敬 讓の意 

て來 る。 「だ」 「のお」 は 意味に 於て 大體 「である」 と 同じで ある が、 口 

下の もの-又は 極 親し S 友達な どの 間に 用 ひられて ぬるの で. 長 上に 對し 

に當 り、 又 一 般 人に 對 して は 横柄に 聞え る。 品位の 點で いふと 、「である」 

何となく 下品で ある。 それで, vj れを 一 般の 他の 文に 用 ふること は餘， 9. 

ない。 と 乙ろ が 小 學國語 讀本を 見る と. 「である」 と 「だ」 「の だ」 が 

てね て. をの 使用に ついては 明瞭な 區 別がない やうで ある。 卷 八の 「淸 

卩」 の 中から 例 を 引く。 



汽車 は 一 驛を 過ぎ て、 間 もな く 第三、 第 四の トンネル を 通過した。 第五の トンネル こ そ、 長 さ 

九 千 七 百 二 米の 淸水 トンネル である。 中には いれ ば、 何 の 不思議 もない。 た r 暗やみの 中 

をごう くと 走る ばかり だ。 しかし 今 刻々 と 群馬縣 がつ き-新 潟縣が 近寄りつ、 ある。 頭 

IT 譖 の 醇正 铳ー につい 二」 一 0 一 



國語 問題と 英語 科 問題 

上 に は、 高 さ 二 千 米の 

になった ので ある。 

乙れ を 見る と 、「であ 

な い が、 恐 らく 先に S 

かう だ」 を 「走る ば 

はずで ある」 に更め 

は、 糙 に單 調になる。 

なった ので ある」 を 

を、 「もう 新 潟 縣には 

一 されて よい が、 し か 

が 許されて よい もの 

と認 むべ きで あらう 

も相當 にある。 以上 

れ. る？ - とが 多い から ■ 



1 〇 二 

速度が 加った。 下り 

い ふ M と はわから 

と あ も ふ。 「走る ば 

^ 「をび えて. Q る 

さう すると 單 調子 

ネ , だ。」 「下りに 

いったので あらう」 

はすべ ての 文が 統 

問題 は、 か 、る 混用 

用 を 醇正な 口語文 

小學國 語讀本 中に 

普通 純 口語で 書か 

口語 の會 話で は， そ 



茂 倉 岳が 天に そびえて ゐるは 十お。 汽車 はや X 

もう 新 潟 縣には いったの であらう。 

る」 と 「だ」 と 合流して ねる。 何の 爲. と 

つ た、 文 の 調子の 單調を 避ける 爲 であらう 

か， 9 である」 に. 「そびえて， Q る はずた」 

て 見て も、 決 して 不都合 はな ぃ喾 であるが. 

又 「淸水 トン ネ〃 である」 を 「淸水 トン 

「下う になった の だ。」 「もう 新 潟 縣には 

いったの だら う」 と更 める と 態度の 上で 

し 全 體^ 文に 下品 さが 出て 來る。 を 7 一で 

であらう かとい ふ 乙と である。 か、 る 混 

かとい ふ/ vj とで ある。 かくの 如き 混用が 

は 地の文に 就いて S ふので ある が、 會 話 は 

- 多くの場合 例外と しなければ ならな い。 



乙 の 使 ひ 分け をす ると 乙 ろ に、 人物の 身分 關 係、 畲 話者の 態度 等が 明瞭^な るから- 

「だ」 「の だ」 など 有 效に用 ひられて ぬる ことが 多い ので ある。 「水族館」 の 中 

「あ k いふ 風に 體を しぼる と、 中 の 水が 勢よ く 下 へ 出る。 其の 勢で くらげ は 運動す るの だ。」 

と、 お とうさん はおつ しゃいました。 

M の 文中の 會 話の 「のお」 は、 父 の 子に 對 する 身分 上の地位が 見られる ので あつ 

て- れ を 「である」 とで もす ると、 一 般聽 衆に 講演で もす る 態度に なって. 父子の 

關 係が 出な s から、 不都合で ある。 - 

乙の 「だ」 「の だ」 「である」 の 混用 は 文豪と いはれ る 人の 文に もい くら も あ 

る。 實際 はさう であるが、 r た」 「のお」 が 

に 右の やうな 感じの 伴 ふ？ -と はか はる ま s 

一 される 方が よ s と考 へる。 實 際につ いて 

に 多く 載せて ある、 夏目漱 石の 「峠の 茶屋」 

「だ」 「のお」 「だら う」 「の だら う」 は 

國 語の 醇正 統一に ついて 



現に 口語に 用 ひられて ねる 以 上、 こ れ 

か ら、 地 の 文に 於て は、 「である」 に統 

をの 甚だしい 一 例 を 示す と. 中 等 讀 本 

で あ る。 



Isi 間 題と 英語 科 間 題 一 0H 

意地 を 通せば 窮屈 だ。 

魂 全 體で嗚 くの だ。 

あ， - 愉快 だ。 

たど 嬉しくて 胸が 躍る ばかり だ。 

. うま い 物が 食べ られ るく らゐの こと だら う。 

苦しみの な いのは 何故 だら う。 

苦勞も 心配 も 伴 はぬ の だら う。 

.... 泣いたり する の は 人の 世の 附物 だ。 

此の 桃源に 溯る もの はない やう だ。 

少しの 間で も 非人情の 天地に 逍遙した いからの 願 二 つの 醉舆 だ。 

いづれ も 地の文 中から 引いた もの で、 指 定 助動詞の 「だ」 「のお」， と をの 未然形 

の 「だら」 「のおら」 などが 用 ひられて ぬる。 すると 一方に は 同文 中に、 

或は 音樂 彫刻で ある。 

俗界の 寵兒 より 幸嗣 である。 

斯う 思つ て 斯う 愉快になる のが 詩で ある C 



一 卷の 詩と して 讀む からで ある。 

醇 なる 詩境に 人ら せる の は 自然で ある。 

暫くで も 塵界 を 離れた 心 持に なれる 詩で ある。 

彼等の 特色で ある。 

ぐ つす り寢 込む やうな 功德 である。 

二十世紀に 此の 出世間的な 詩 味 は 大切で ある。 . 

春の 山路 をの そ ./\ と 歩く の も 全く 是が ためで ある。 

などと 「である」 が 用 ひられて. いはば 兩 者が 雜然 

耷の 中に 於て かう S ふやう である が、 醇 正 を 標榜す 

せめて かんる 點^ 十分に 意 を 用 ひて、 一 貫して 誰に 

理 し、 統 一 する 乙と が 必要で は あるまい か。 

乙の 敬 讓と關 係 を 持つ 問題と して、 次に 第 一 人稱の 

小學 國語讀 本の 「僕」 の 使用法に は滿 足しない も 

乙と を 希望して ぬる。 

阈 語の 醇正 統一に ついて . 一 0 五 



と 混用され てね る。 一般の 文 

る敎科 * 撿定 を經 たもので は、 

も 合點の 行き 得べ き やう に、 整 

「僕」 を 問題に しょう。 私 は 

の で、 機 會が來 た ら、 改 めら れる 



國語間 題と 英語 科 間 題 



1 體 「 

たもの 

廣 がつ 

手 を 尊 

ク た が、 

れ る が. 

あ る。 

どう，？ P 

K 始め 

を 書い 



ボ ク 

マ シ 

r ォ 

ナ リ 



僕」 と s 

であらう 

て、 若 い 學 

敬す る 場 

乙の 頃 は 

まだ や は 

バ up; カー 卷 

苦々 しさ 

てこの 語 

て ある。 



ふ 語 は 

が， 現代 

生 力ら 

合に は 

を V 力 

う、 敬讓 

に對し 

を あぼ 

を 用 ひ 



もと 「し 

口語に. 於 

紳士、 大人 

決して 用 

れて無 

の 意 を 持 

て、 生徒が 

えさせら 

て ある や 



タチ ハ ハク ケ ノ 中 

タ 0 

ャ」 ト、 ォモ ッテ 

マ シ タ。 



も 

敎 

ノ 



. . 10 六 

ベ」 の 意で あるか ら、 謙 讓の意 を 以て 

は， 明治時代の 誊生 語と しての、 「君」， 

方まで 用 ひられる やうに なって ぬる _ 

ない。 もれで 長上に 對 して は 用 ひな 

別に 用 ひられる 頓 向が 見られる。 頃 

る のが 正し いとされ なければ なら 

に對 して- 「僕」 を 使用して. Q るの 

小學 國語讀 本で は、 卷 二の 十九の 

ある。 兄弟の 子供が 汽車 を 見て ぬ 



せ 

0 

る。 

で 



用 ひられ 

「僕」 が 

. 併し 對 

いので あ 

向 は 見ら 

ぬ やうで 

を 聽 くと、 

「キ シャ」 

ると NJ ろ 



チ ヲ ハシ ッテ、 セン a ノ 方 へ ィキ 



ヰル ァヒダ -ー 、 ボク 



車 ノ カズ ガ、 ワカ ラナ ク 



ボク ハ サ ツキ 見ク 牛 ノ コト ヲ カン ガ八テ ••：- 

乙の 文 はこの 二人の 兄弟の 中の 弟が 書いた とい ふ 形で ある。 小兒の 文で あるか 

ら、 第 一 人稱を 彼等の 多く 口語に 用 ひる 「僕」 で小兒 らしく 表さう としたの であ 

らう。 さう すれば、 一 應をの 趣旨 はわ か ，5、 又 を の 趣旨 は 達せられて わると S へよ 

う。 をの 點 では 「僕」 の 使用が いかにも 尤もに 思 はれる が， 讀 者が 大 人、 長 上で あ 

る 場合 に、 不 謙讓 からく る いやみ を 感じな s と保證 される であらう か。 さう し^ 

場合 を考 へ る と、 寧 ろ 「わたくし」 とした 方が 穩當に 思 は れ-又 文 尾の 「ィキ マシ 

タ」 「ォ モヒマ シタ」 の 所謂 崇敬 體 との 一致 調和 も 取れる ので ある。 よく 調べ 

たわけで はな S が、 小 學 國語讀 本で は、 「僕」 は 小兒の 第一 人稱 として、 その 小兒ら 

しさ を 表す 語と し て、 調 法 がられて ぬる やうに 思 はれる。 併し 乙れ を 無制限に 正 

醇と 認めて よい かとい ふと 乙ろ に 疑問が ある。 殊に 乙れ が惡く 影響し て、 若 S 人 

達の 長上に 對 する 尊敬 を 無視し^ 使用の 廣 がって 行く 有樣を 見る と， も クと 慎重 

にこの 使用 を考へ た s と あ も ふ。 

次の 例 を 見る と、 卷 七、 「■ 兵 營 だより」 

國 語の 醇正 弒 一につ いて 一 〇 セ 



國譖 問題と 英語 科 問題 一 0 八 

國 雄 君， お 手紙 ありがたう。 叔父さん や 叔母さん もお か はりな く、 君 も元氣 ださ う で、 何 よ り 

です。 僕 も、 人 營以來 いたって 元氣 で、 軍務に 服して 居ます。 此の頃で は、 もうす つかり 兵營 

生活に なれ て、 愉快な 日 を 送って 居ます、：： 



乙の 文 は、 兵 營 內の從 兄弟から 或 

も 同年に 近い 中の 親し い 間で あ 

つて わる 上 に、 特 定の對 手が ある 

と はない。 併し 「です」 の 代う 

たら 一 層 似つ か はし S かと 思 は 

ば、 自 分の 備忘 錄 として の 日記な 

は 自然で あらう。 その外の 場合 

乙れ だと 差し さはり が 感じられ 

口語に 用 ひられて ぬる か ら， 失 禮 

て、 他 所 々々しく 感じら れ、 親 し み 

第一 人稱 は、 口語文で は 乙れ らの 



人 へ 送った 手紙と 思 はれる 

らうから.？ - の 文の 「僕」 は 

か ら、 讀 者 は M れ からい さ、 

に でた」， 「居ります」 の 代 

れる. かう い ふ、 同 輩 や 目下へ 

どに は 、「僕」 を 用 ふること 

に は 口語に 用 ひない 「余」 

ないで あらう。 「私」 は相當 

な 感じの ないか はり y. 場 合 

を あぼえない と S ふ 弊 も あ 

外にな ほ 色々 用 ひられて ぬ 



から、 兩人は 大抵 年齢 

いかにも しつくり 合 

か も- 不 快 を 感ずる フ」 

りに 「居る」 を 用 ひ 

の誊 翰の 外に も、 例 へ 

は 若い 人み、 に 取って 

がよ いかと 思 はれる。 

に 敬意 を 含ん で、 日 常 

^ 依る と、 丁 重に 過ぎ 

るので ある。 

る。 「自分」 「吾人」 



「吾等」 「吾輩」 「わし」 「あれ」 など は、 現 行の 中等 國語讀 本 中に 用 ひられて 

ねる ものである。 これら を 悉く 正醇な ものと 認 むべき か を、 余 は 疑問と して 世の 

注意 を 喚起した い の である 。「自分 J は 相當に 多くの 人に 使 はれて. Q る やうで あ 

る。 M れは 「佘」 一 私」 と共に 最も 無難なる ものの 一 つで あらう 。「吾人」 は 明 

治 年 代、 余 等の 靑 年期に 德富蘇 峰 氏が 國民之 友で 華やかな 活動 をされ た 頃に 用 ひ 

られ たもの で、 同氏 に對 する 崇拜が 一 般靑 年間に 廣 がった の で、 當時 の 文語文に は 

乙れ に 倣 ふ ものが 多くあった。 をの 影響が 口語文 時代と なって も、 な ほ 幾分 殘っ 

てぬ て、 「吾人」 と 用 ひられた 例 も あるので ある。 併し 何と s つても まだ 口語文 

中に 在って は圓 熟を缺 いてぬ て、 生 硬の 感じ を 免れ 難い やうで ある 。「吾等」 又 「我 

我」 は 乙れ に 比する と、 餘程 穩當に 聞え る。 實際 上で も 「吾人」 よ， 5 は ビの 方が 

多く 用 ひられて ねる。 「吾輩」 となる と. ず つと 尊大の 態度 を 示す ものと なる。 口 

語 K 稀に 用 ひられ て、 さ う S ふやうな 時 用 ひられて ねる。 それで 乙れ を 口語文に 

用 ひて も、 撗 柄に 聞え るので ある。 乙の 感じ を 利用した の が、 漱 石の 「吾輩 は 猫で 

ある。」 である。 猫 風情の ものに 人間^つ いて 色 ❖ いは せ. 批 判させる ので あるか 

國 語の 醇正 統一に ついて 一 o 九 



國語 W 題と 英語 科 間 題 



ら、 學 者の 猫 

演說 口調 を 

大いに 人の 

地の文に 於 

乙の 語 は r 

ナと い J 0 

も 天下 を睥 

用 ひた ら， 讀 

あ る が、 や は 

僧 と か、 高 僧 

ねる 人な ど 

かう 見て 來 

れの 意が あ 

へられる。 



ら し 

附け 

心 を 

て は 

吾輩 

で は 

兒 し 

者 に 

ろ 少 

と か 

に 適 

る と 

ク て 

并 し 



S 尊大 

たので 

惹 くも 

極めて 

しと 似 

「吾輩 

てぬる 

不快の 

し 違 ふ _ 

S はれ 

する も 

、第 一 人 

-唯 一 つ 

乙れ^ 



柄 さ を 

る。 諷 

が ある 

例で あ 

■,v れと 

以上で 

にこ そ 

を 催さ 

目下に 

人、 又 は 

の や う 

も 實際 

制限し. 

適 螯 な 



持たせる 爲 にピ の 語 を 用 ひ、 し 

刺文學 としての M の 作品の 題 

。 又， V 乙に 矛盾の 滑稽 も 感ぜ 

る。 中學讀 本で は 勝 海 舟の 氷 

いさ、 か 異なる と の 尊大 

，海 舟の 如き 社會的 地位の 高 い 

始めて 相應し い ので ある が、 そ 

せる M と惜 である 。「わし」 も 

對 する 態度の ものである こと 

老學者 、いづれ にしても 學德を 

である。 

に は.. S ろ /\ に 用 ひられて を 

. 統一 すると いふ/ vJ と は 不可能 

整理 を 加 へ ると ならば- 「私」 



力 

ゃゝ 

力 

-名 

そ 

以 



で 



一 一 〇 

「で 

し て 

る。 r 

話 丽 

じ ら 

を 負 

ど で 

に 似 

尊敬 



る」 の 

れ」 は 

み 見る。 



の 各に も 

え 又 不 可 



〕 尊 

. しか 

人が 

の で 

が、 老 

け て 

れ ど 

と考 



「余」 「自分」 な 



どが 一般 

るべ？！ nj 乙 

_VJ れも必 

る 。「共」 

近來 「達 

化と して 

次に 文語 

口語文と 

に比べ て- 

語に 近い 

る。 乙の 

の 口語文 

つて. Q な 

んで& な 



に は 穩當で 

とで あると 

ずし も複數 

「等」 は 昔 

」 を 第 一人 

ゆるして 置 

文の 混入 を 

S つても、 $ 

口語に 大ぃ 

文語文の 一 

中間と いふ 

は それより 

い。 文體の 

S の で、 乙 れ 

國 語の 醇正 統 



は 



も 



るら し 

ふ。 ま 

意 を 示 

ら用 ひ 

の 接尾 

ベ き か- 

題と す 

ば 文語 

近いと 

である 

點は廣 

文語文 

理統 一 

已むを 



s。 乙れ も亦國 語の 正醇 とい ふ 上で 、一考され て然 

た rJ れら を複數 化して 用 ひられて わる 實際を 見る。 

すので な く、 多 少の 態度の 差 を 示す もの の やうで あ 

て來た 接尾語と して 穩當 である 乙と 勿論で あるが、 

語と して 用 ふる 傾向が 見られる。 乙れ も 自然の 變 

- 不穩當 として 整理すべき かに ク いて 迷 はされ る。 

る。 凡そ 口語と 口語文と は 全く 同じ もので はない。 

文の 一種と いはねば ならぬ。 唯 一般にい ふ 文語文 

いふ. と/ VJ ろに 特徵が ある。 口語 その ま、 でな く、 口 

から • S は ば、 從 來の 文語文と 現代 口語との 中間に 在 

い。 それで、 或 人の 口語文 は大 S に 口語に 近く、 或 人 

に 近いと いふ 現狀 にあって、 未だ 全く 統一 の 境に 入 

そ圖 るべ しと s ふ聲 のみ あつ て、 未 だ その 實 行に 及 

得な s 乙と であらう。 然 らばい かなる 文體を 口語 



1 について 



き 



IT 語 問題と 英語 科 問題 



文 の 

い は 

比較 

Z れ 

ぎ な 

ば， 無 

的 



正醇な ものと すべ 

う。 某氏の 文で あ 

的 多い 人で あるか 

るに 卽 今、 我 が 思 想 

ふ 可から ざる 程で 

も 高 竿 を 立てた る 

直 幹亭々 とし て、 擎 

は、 强 ひて 「なう」 

いやうな 文體 であ 

疵の 文語文と なる 

し て 言 へ ば、 或 者 は 

精神に 逆上して- 國 

精神と なり， 國際的 

獻する 所^ 



き か も、 さ う 容易な 問題で はな い 害で ある。 

る。 某^ は 長く 操 觚界に 立 ク^ 人で ある。 

ら、 を の文體 にも をの 影響が 多い。 

界の情 態 を 見れ ば、 混 亂のニ 宇 は、 未 だ 全く 之 

ある。 否 寧ろ 渾沌と 云 ふ 可き 程で ある。 之 

如 く、 右 傾せ ざれば 左傾 し、 左 傾せ ざれば 右傾 

立す る もの は 殆ど 稀で ある。 

と S ふ 文語文の 文 尾 を "口 語體の 「である」 

る。 を れで 文中の 三つの 「である」 を 「な 

。 さラ して 改めて 見る まで もな く， 次 々 に 讀 

國民的 精神に 逆上して、 國際的 精神 を 顧みず 

民 的 精神 を 顧みず。 丽 して 國民的 精神 を癀 

精神 を 煎 じ 詰 む れ ば， 國 民 的精祌 とな り、 自 國 



一 一 二 

實 例 

漢文 

を 盡 

^9 



に 就いて 

の 素養 の 

くせ. o と 

說 すれば、 

而 して 其 



に 改めた に 過 

ら」 に改 むれ 

んで 行く と、 

u 或 者 は國際 

充 すれば、 國際 

に貢獻 する は， 



世界に 貢 一 



に し て、 世 界 に貢獻 する は， 自 國 に貢獻 する 所以なる を 解せ 



ず。 此の 如くして 兩者交 も 相 軋 礫す。 

一 語を更 むる^ 及ば ず， を のま、 で 立派な 文語文と なって. Q る。 これ は 明かに 文 

語 文の 混入で ある。 かうな つて 來 ると 口語文と して は. ど うしても 正 醇とは い ひ 

漱 石の 草枕 も隨 分かう いふ 傾向 を 持った 文 體で誊 い て ある が. 中 等讀 本に 引いた 

, 「峠の 茶屋」 の 中に も、 - 

た f 已が 住む 世 を 斯く觀 じ 得 て、 靈 臺 方寸の カメラに 澆季溷 濁の 俗界 を 淸く麗 かに 牧め得 

れば 足る。 

この 故に 無聲の 詩人に は 一 句な く、 無 色の 畫 家に は 尺縑 なき も、 斯 く 人生 を觀じ 得る の點に 

於て：： . 

とい ふやうな と 乙ろ が ある。 文語文と 少しも 違って ねない。 乙れ を 口語文の 中 

^ 讀 むと、 いか^も 文語文の 混入と 感ぜられる ので ある。 又 某 中等 讀 本に 引かれ 

^某氏の 文の 中に、 

彼は卽 ちへ ラクレ —トスが 道破した と傳 へられる も の、 此 はまた 釋迦の 説いた とい は^る 



國 語の 醇正 弒ー について . 二三 




國語 問題と 英語 科 間 題 一一 四 

も の、 東 西處を 殊に し 人 を 異にし て、 言 ふところの 何ぞ それ 相似た る や。 

萬 物流 轉の說 、これ を 希躐の 哲人に 聽き、 諸行無常の 敎、 これ を 印度の 佛陀に 知った。 人生 斯 

くの 如 く、 歷 史 また 斯 くの 如し。 

などの 如 き、 ど うしても 圓 熟した 口語文と は 見 難 s。 未 熟、 生 硬、 不 醇の感 を 免れが 

たいと あ も ふ。 

又 嘗て 次の 様な 文 を 讀んだ 

市街 は 東西 二 區に分 ち. 東 を 〇 〇 と し、 西 を 〇 〇 とする。 

このま V で 口語文の 醇正な 形と 認められて よから うか。 或は 乙れ を 改めて. 

市街 は 東西 二 E に 分 ち、 東 を 〇 〇 とい ひ、 西 を 〇 〇 とい ふ。 

とした 方 が、 文 語 文 その ま、 では ある が、 IX だよ s とも 感ぜられる。 又 

市街 は 東西 二 區 に 分ち、 東が 〇o で、 西が 〇〇 である。 

と いふ. 一 層 口語ら しい 感じの 多 S ものにした がよ いか。 とにかく 醇正への 整理 

とい ふこと は. 文 體の 上になる と、 標 準の 立て やうに. 一 層 困^で あらう。 

歐 文の 影響に つ S て考 へて 見たい。 學 語の 輸入 は 乙 > では S はない 乙と とする 



文體 への 影響 は SZ: く ある。 彼の 「：： しつ 、ある。」 とい ふが 如き は、 はやく 

國文 として は 誤用で あると S ふこと が 指摘され てぬる に拘ら ず、 決 して 滅びて し 

ま はな S の は. 國 民が 乙 の 表現 を 便利と して & るからで あらう。 今 はこれ を 一 槪 

に 排除し かねる やうに なって ぬる やうで ある。 又 前 K すでに いった 乙と である 

力、 今 の 文法書の い ふ、 文 の 成分の 具備す る 書き 方、 す な はち 論理的な 表現 は學 問、 敎 

育の 趨勢で、 さう いふ 乙との 多くな つて 來 たの は 一 般の 現象で あるが ビれも 寧ろ 

排斥す ベ きでなくて、 歡迎 すべ きで あるか も 知れな い。 

又 近頃 小說 家の 文に 往々 見る と 乙ろ の、 例 へば 「某が いふ」 「彼が 答へ た」 とい 

ふやうな 意味の 文 を、 會 話の 中間に 揷む窨 き 方 も、 歐 文の 影響の 一 として 注意され 

る。 乙れ は國 文の 形の 犟 調に 陷， 5 易 S の を變化 あらしめ る 一 つの 工夫と して は、 

い V ものの やうで あるから- ヒ のま、 にして 置け ば、 自 然に 流行して 行く かも 知れ 

ない。 併し 文體の 整理の 立場から は 注意すべき ものの 一 つで ある。 

又 「：： 外の 何もので もなかった」 とい ふ 形 も， も とは歐 文から 入つ て來 て. ほ T 

熟して 用 ひられて ぬる ものである。 公會の 挨拶な どで 聞く、 「私 はこの 席に あ 集 



國語間 題と 英語 科 問題 

,5 の 各位の あ 許し を 得 て、 御 一同 を 代 

可笑し ぃ直譯 であらう。 「 する 乙 

それ か ら、 乙 の 頃 「：： すると 乙ろ の 

「 ： ： する 某で ある」 の 類 を 見受け 

でもな s。 すな はち 敍事 的， 形容 的な 

從來の 純 粹な國 文の 文體の 中に 見出 

にかへ ると， 「彼等」 「私」 「某」 は 

「ものである」 とい ふやうな 句で 結 

な 形 も あらう。 をれ で 少しも 不便 は 

かう し^ 新し s 形が もて 囉 されよう 

色に 眞 似て 取容 れ^の も 同じ 心理で 

たので ある。 乙れ も 一概に 排除す ベ 



しヽ 



表 し 

と を 

彼 で 

ス。 力 

長 い 

せ な 

主語 

ぶ の 

な S 

と し 

あ つ 



て、 祝 詞を 述べる 光榮を 有します」 何と 

深く 光榮に 存じます」 とで も S へばよ 



あつ 2 

1,0 れも歐 

句節 を受 

かった も 

と し て-文 

である。 

箬 である 

て a るの 



たらう が！ 4- 



しと は 主張し な 



s ふ 立場 か ら、 國 語の 整理 を 行 ふ 場合に は 一 考 されね 



か、 「 . . ： する 私で あ る。」 

の模 做で ある 乙と は いふ ま 

て， かう いふ やうに 結ぶ 形 は、 

である。 乙れ は從來 の文體 

首の 方 に 置かれ、 終 尾の 方 を 

は をの 主語の 省かれた やう 

新しい もの を 好む 人情から、 

あらう。 昔 漢文の 調子 を 色 

れを 明治 以降 は歐 文に 試み 

い が、 と にかく 醇正 を 尊ぶ と 

ばなら な s 問題で ある。 



又 「味」 の 一 字に も 問題が ある。 

形容詞に 附く 接尾語の 「み」， 漢^の 尾に 

の 字が 澤山用 ひられる ので ある。 乙れ は 

詞に附 く 接尾語の 「み」 は、 「高み」 「厚 

である。 又 同じ 接尾語の 「み」 でも 「勝 

をれ で 「味」 を 用 ひても よ S かも 知れぬ- 

「苦味」 「美味」 「吟味」 「妙味」 「氣 

「酸味」 「興味」 「醍醐味」 などと 澤山 

であらう、 乙の 頃 は 、「優し 味」 「暖か 眛」 

味」 「眞劍 味」 「現實 味」 などと 頗る 多く 

の もとの 意 を 持つ もの も あ う、 持 たな s も 

く 元の 語が 形容詞で ある と、 名 詞 であると 

れ らもす ベ て 醇正なる 國 語と 認 めら る ベ 

き やうに 考 へられる。 

a: 語の 醇正 統一に ついて 



附く 「味」 が 一緒にな つ て、 ヒ の 頃 「味」 

もとは 別で ある。 程度. 狀態を 表す、 形容 

み」 「赤み」 などと 用 ひられる 「み」 

み」 の 時 はもの 氣味を 示す ものである。 

, 漢語に 附く 「味」 は 「一味」 「甘味」 

味」 「情味」 「意味」 「新味」 r 鄕味」 

ある。 M の兩 者の 混同す ると NJ るから 

「白 味」 「明る 味」 「幽玄 味」 「閑寂 

見受ける やうに なつ た。 「味」 や r 氣味」 

の もあって、 一 緖に用 ひられて を う. 又 附 

の 區別も 置かずに 用 ひられて, Q る。 乙 

きもので あらう か。 整理され て 然るべ 

一 f セ MW 



國語間 題と 英語 科 問題 

又 乙れ と 似た ものである が、 形 容詞 名詞に 

ひられる 「さ」 もや は，. 5 多く 用 ひられて 

愛さ」 などの 如く 名詞に 附 けたので ある 

さ」 r 圓满 さ」 「純 眞さ」 などの 如き も 

れ もこの 儘^ 正醇と 認められ てよ いもの 

ふること に、 多 少の 躊躇 を あぼえ るので あ 

それ か ら、 で れは單 なる 表記法の 小さ s 問 

に 認めて ある。 卽ち 否定の 助動詞の ぬと 

ぬ 乙と であるから、 一 方に 統 一 すべ き 乙と 

法 上に も 便利で あらう。 乙れ が 同一 文中 

は 通過 させて あっても 赘成 しかねる。 同 

にも ある。 

丹 靑を畫 架に 向つ て 塗抹 せんでも、 五彩 

鳴き くらさな けれ ば、 氧. が 湾ま^' と 見え. る 



一 一 八 

附 い て， 狀態を 示 し、 度 合 を 示すな どに 用 

ぬる。 古来の 用 ひ 方で は 「不便 さ」 「可 

から. それ を擴 張して- 「痛快 さ」 「豊富 

のが 用 ひられる やうに なって ぬる。 乙 

であらう か。 今のと？ -ろ唯 雷同して 用 

る。.： . - •■- 

題で ある が、 文 部 省の 撿定 では 兩樣 とも 

んと である。 乙れ は 寧ろ 何の 弊 も 起ら 

であらう。 もれ もぬ に 統一した 方が 文 

に 混用され てね るが 如き は、 いかに 檢定 

一 文中. に 混用した 例 は、 例の 「峠の 茶屋」 



の 絢爛 は 自ら 心眼に 映る。 



余 は 素より 詩人 を 職業に して 居らん から、 王 維 や 淵 明の 境界 を 云よ。 

これら はんの 例で ある。 

影 も 形 も 見えぬ。 

居た.、 まらぬ やうな 氣 がする。 

唯聲 だけが 空の 裡に逡 るの かも 知れ 5„。 

詩人に 憂 は附物 かも 知 れ^。 

面白いだ けで 別段に 苦しみ も 起らぬ。 

鐵道を 敷いて 一 儲す る 料簡 も 起らぬ。 

此の 境 を 解脫 する こと を 知らぬ。 

世閒を 出る ことの 出来ぬ のが 彼等の 特色で ある。 

これら は 一 を 用 ひて ぬる 證據 である。 乙れ に は 別に 感じの 違 ひもな s。 かう し 

た單 なる 表記法の 不統 一 は、 問 題な しに 、一つに 統一 するがよい。 

今の 小學 校、 中 等學 校に 於け る讀 本の 口語文に つ s て、 國 語の 正醇を 求む る 立場 か 

ら 問題と さるべき もの は 決して 乙れ に盡 きる とはい へない。 余 は 余 自身の かね 

國 語の 醇正 統一に ついて 二 九 



♦ 



國語 問題と 英語 科 問題 

て氣づ いて &る ものに つ S て 述べた に 

も 異論 は あるまい。 敎授 要目^ 乙れ を 

し か し、 國 語の 實 際につ いて 考へ 直して 

も、 ど う S ふ ものが 正 醇な國 語 かとい ふ 

ある。 現に 上に 擧 げたやうな 乙と が、 國 

本^ あるので ある。 乙の 問題^るべき 

は 勿論で ある が. 假 うに 解決した にして 

に文體 を統 一 する に は 頗る 不便なる 法 

NJ の 事 を 最後に 附加 へ て， を の 改定 を 要 

先年 著作 權保讒 法が 制定され たが ビれ 

定に 於て、 sk: くな 面倒な 要求 を 編者 

ふ 經驗を 持って ぬる 以 上、 乙 の 法の 適用 

信して ぬた。 然る に、 乙 の ことが 議會の 

敎科 書に も 適用す ると S つてし まった 



一二 0 

過ぎない。 國 語の 正醇と S ふ i とに 誰し 

規定して ある の も 當然の 乙 とで あらう。 

見る と-一 槪 にさう いふ 乙と が 求められて 

Z と に は、 大 S に 迷 はざる を 得な いものが 

定の小 學國語 讀本ゃ 撿定濟 の 中等 國語讀 

もの を 正しく 解決し なければ ならぬ 乙と 

も、 現 行の 法律の 下で は、 國 家の 認める やう 

律が ある。 

望して 乙 の文を 終へ る 乙と としょう。 

が議會 の議に 上った 當 時、 文 部 省 自身が 撿 

に 出し て， 文 に 修正 を 加へ させて ねる とい 

は、 必ず 敎科 書に は 及ぶまい と 自分 等 は 確 

質問に なった 時、 當 時の 當局者 は 無造作に 

の で、 自 分 等 は 非常に 意外の ことに 思 ひ、 恐 



* 



らく 事情^ 通じな 

の 成立して ねる 今 

作者 及び をの 遺族 

の 小さな 修正の 如 

る。 乙れ は少 から 

必要 か ら、 思 ひ 切つ 

者の 中^は 可なら 

更に も 角 を 立 て、 名 

正 を諾 しな S 人 も 

影 を ひそめて しま 

容易に 許さない 爲 

あ う、 假 名 遣 問題 が 

に 障害^る NJ と は 

の 名 譽に關 すると 

國 語の 醇正 



かった 當 局の 過失 

日 で は， 敎科誊 に も 

などの 承諾 を 得 な 

きも、 一 々原作者の 

ぬ 不便 を讀 本の 編 

た 修正 を 加 へ よう 

神經の 小さ S 人が 

譽の 毀損の やうに 

ある。 現に 一時 非 

つたの は、 を の 未 亡 

であらう。 現に 國 

あるの に、？ - の 法律 

決して 疑へ ない。 

か 、そ の 物質 上の 損 



であらう と 思った。 

その 適用 を 受け て、 讀 

ければ 手 を 加 へ る 乙 

承諾 を 得なければ な 

者に 與 へて ぬる。 第 

に も、 そ れ は出來 ない _ 

多 く、 特 殊な 立場から 

氣に する 人が ある。 

常に 多く 採錄 されて 

人が 故人に 忠實 なる 

語 問題と し て、 漢 字 制 

の 適用が あって は、 讀 

をれ も 文を讀 本^ 採 

害 を 來 すと いふ 乙と 



本 



力 



しとに かく 乙 の 法案 

收錄の 文章 は 悉く 原 

の出來 ぬの は 勿 論、， V 

ない 乙と になって & 

,國 語敎授 上の 樣々 の 

遠耋滕 ちに な る。 作 

ようとす る 小さ ぃ變 

II です らす なほ に修 

た 故 某氏の 文の 殆ど 

り、 誤 謬の 訂正 を すら 

が あ う、 基 本 語 制定 が 

上^ 於け る， V の實現 

される fvJ とが 原作者 

あるなら ば、 乙 の 不便 



統一に つい C 一二 



國語間 題と 英語 科 間 題 二三 

を も 忍ばねば ならぬ が. 探 錄の 結果と して 原作者の 受 くる もの は、 寧 ろ その 反對で 

あるから、 i の 適用 は 敎科眷 に 限う 撤廢 する が 可い と考 へ る。 さう して 一 日 も 早 

く 右の 檨な國 語の 醇正 を期圖 する 編者に 由つ て、 探 錄 される 文章の か V る 點に於 

ける 整 理、 統 一 を實 行させる が 可い と考 へる。 文 士、 操 觚者も 心を廣 くし て、 國 語 の 

醇正 を 期す る爲 に， 多 少の加 筆、 改 竄を讀 本 編者に 許す の 雅量 を 持つ がよ いと 考 へ 

るので ある。 その 利 を受 くる もの は、 民 間の 讀本 編者ば かりで な く， 文 部 省 自身で 

あ う" 又 國家 全體 であるの である。 



敬讓 語の 多 S 乙と は 我が 國 語の 一 特色で あると 共 に、 外 人に して 國語 を學ぶ もの 

の 最も 難いと すると Iv-K: である。 獨ら 外人の 乙れ を 難いと する ばか， o でな く、 我 

我國 民と. S へど も、 正 確 妥當に 乙れ を 使用す る 乙と は 決して 容易と しない。 乙れ 

が 爲に往 み、 長上. に對 する 敬意 を 缺 き、 皇 室^ 對し 奉つ て 知らず 識らず 不敬に 亙る 

一一き をな す 乙と すら ある。 

兩 三年 前 文部省に 臨時 敎科書 審査 會と いふ ものが 設けられ て、 中 等 學 校、 高 等學校 

に 於け る 各種 敎科 書に つ S て、 をれ f - の 專門學 者に 委嘱し て、 調 査を 遂げさせら 

れた ことがあった。 さう して その 實情 について 報告 さ せ、 改 善に 關 する 意見 を 具 

申させられた。 をの 中中 等 學校國 語敎科 書に ク い て 報告され^ 數條の 中^、 

皇. 室 神宮に 蘭す る 文の 敬語 法 一二 五 



國語間 題と 英語 科 間 題 ニー 六 

H 至 叉 は 神宮に 對 する 敬語の 妥當 ならざる もの ある こと 



の 一 條が擧 

ある。 荀く 

敢 へて しょ 

ら あるので 

宮に關 する 

事の 實 際に 

皇 室、 神 宮 ^ 

うな ものの 

我々 の 眼に 

者の 責任 上 

ら ないから 

妥 當 の 語 や 

讀者 も/ V- れ 



ら れ 

國 語 

喾 は 

る。 . 

と は- 

す る 

す る 

ク て 

妥當 

過 さ 

ゥ た 

ひ ま 

寬假 



ぬ る。 

承 .% を 

か。 の 

んゃ又 

意に 注 

と は、 我 

と を 記 

らな S 

思 はれ 

ない 乙 

失で あ 

しと KS 

て Q る 



Z れ 

編む 

み な 

編纂 

意 

々 と 

す 文 

Z と 

な い 

と で 

り" ま 

ゥ ^ 

の で 



實に 心外 

の 知名の 

ず、 文部省 

も、 撿定者 

て、 編纂 も 

て 決して 

の 用語に、 

^一一 一口 ふまで 

の を、 往 み、 

る が、 併 し- 

筆者の 心 

の が、 實 は 



千 萬の 乙 とで あ 

人 が、 好 んで又 知 

の 責任者の 撿定 

も神經 過敏と い 

し、 檢 定も した も 

輕 A 、に 看 逃して 

假 うに も" 妥 當 を 

もない が、 實 際 は 

に る _VJ とが あ 

れも 妥當 なる 

^敬意 は 十分に 

誤ってぬ たとい 



らう。 過日 も、 國 定讀 本の 



る、 遺 戚 至極の ことで 

つて. かう S ふ 乙と を 

を經 てぬる ものです 

はれる ほど に、 皇 室、 神 

のに 於 て、 か 、る 奇怪 

よい/ V！ とで はない。 

缺 き、 不 敬に わたる や 

新聞紙の 記事な どに、 

る。 乙れ は 固よう 肇 

語 や 言 ひま はし を 知 

持 ち、 そ れを 表すべ き 

ふやうな ものと 見 て、 

中に 皇太后の 后 を、 



「乙う」 「ごう」 のニ樣 に讀ん である 乙 

に氣づ かなかった の は當局 者の 失態で あ 

しいと か. 兩 方と も 差 支な いと か、 斷 言 し 得 

と、 成 る ほどと 首 傾ける 人が 恐らく 大多數 

を 伺つ て 、そ れに據 つ て、 現 代 語と しての 正 

ない 乙と かも 知れない。 かう s ふところ 

べき ことがあ るので は ある ま s かと 恐懼 

すべ て 國語は 正しく 發昔 しなければ なら 

は、 すべ て瞹眛 のない やうに 知らし め て、 心 

れ ばなる まい。 我々 は 漢字に 依って 始め 

に 口語に 於て 聽 かない ものである と、 漢 字 

ひに 讀ん で、 つ ひその ま、 に 記憶に 留めて 

發音 をな し て、 往 々人の 笑 を 買 ふ 乙と が、 立 

や 一 般 人に は 細かに 注意して ぬると 相當 

皇室 神宮に 關 する 文の 敬語 法 



と を 指摘した 人が あった。 乙の 不統一 

ら う が、 併 し 世の中に 乙れ を S づれが 正 

る 人が 幾人 あらう か。 指摘され てみ る 

であらう と あ も ふ。 宫內 省の 取， 5 きめ 

し ぃ讀み 方と する 外に は、 す ぐに 答へ 得 

から 起る 無意識の 不敬 が、 他 にも 起り 得 

に存 ずるので ある。 

な S が. わ けて 皇室 や 神宮に 關 する 乙と 

の 外なる 不敬 を 犯さな いやう にしな け 

て 知る 語が 少 くない が、 か うい ふ 語 は 常 

の 一昔 訓の 唯一 でな S とでろ か ら、 思 ひ 思 

あく ことがある。 かう S ふ 語 は 我流の 

派な 學者 にも ある 乙と であるか ら、 況 ん 

にある M とが 氣づ かれる。 皇 室、 祌 宫 に 

_ 二 七 



國語間 題と 英語 科 問題 



關 する 文章に も、 漢 字 を 使用せられ 

に は、 實際 何と 讀 むが 正し 

き も、 振 假名で 公示され て 

示がなかった とした ら、 不 

勅語 中の 「兄弟」 の 如き 

s が、 さ うでと s と. TV の 次 

むので あるか ら. 兄 弟 も 「 

保證 されない。 さう した 

氣の 毒に も 思 はれ る。 

皇室 神宮に 關 して 或 乙と 

わが 國 語の 敬 讓 語 は對手 

附く。 又 語られる 人物の 

ので、 一 々の 場合に 妥當に 

狀態を 表す 語の 一 々に附 



であら 

るから 

を 恐れ 

■ -f ダ， • 身 

F お f 

一 ニノ .*» 

ャ ク 

合 に 



ダ 

Z 



を 口に 

の 動作 

動作 狀 

用 ふる 

ける と、 



態 

可 



る 乙と が 多 

う と沫) ふ 乙 

. 安んじて 讀 

て沈默 する 

ィ」 と讀 

ほ. r ,7 プ 

」 と國語 

を 不敬と 



申 し 



い 

し 

し 



"文に 記し 

を 表す 語 

表す 語に 

はな か〜 \ 

ぅ敬讓 語 が 



奉 

ち 



の 

重 



にビ 

あ る 

る 乙 

な い 

き 7_ 

讀ま 

に し 

咎 め 

場 合 

附く 

け， 記 

づ か 

な ク 



れを 公式 



と 

よ 

力 

し 



皇族 

が 出 

あ ら 

力 示 

. r フ 

ラ と 

乙 と 

は 一 

. 又 自 

自 身 

い も 



て、 何と 



の 

來 

う- 

は、 

分 

な 



一 二八 

に讀む 場合な ど 

方 A、 の 御名の 如 

る が、 若 しその 公 

. 敎 育に 關 する 

れ てぬる からよ 

フ」 と國 語で 讀 

る 人がない と は 

■ その 人に 餘，. 9. に 

惱 むこと が 多い。 

の 方の それ^も 

をれ にも 附 ける 

である。 又 動作 

く 文の 興味 を 殺 



ぐ 嫌 も ある の で、 M れを妥 當に用 ひ て， し かも 快く 感ぜられる やうに 用 ふる M と は 

い よ ,( 容易で ない。 例 を擧げ ると、 

宫 (靜寛 院宮) が 鉀 兄 孝 明 天皇の 御 心 を 安ん じ，^ つ り、 國 のた め 民の ために は 水火の 中 を 

もい と はぬ 御覺悟 で、 將 軍 家 茂に 嫁ぎ 給うた の は、 當 時から 七 年 前で ある。 

乙れ について 見る と， 「御覺 悟」 は、 「：： 御 心 を 安んじ まつう」 と， 「：： 水火の 

中 を もい と はぬ」 との 二つの 句 を 承け て a るで あらう が、， v の 一 方の 句に 「まつ 

り 」 の 敬語が あ り， 他 の 一方の 「いと はぬ」 にな いの は、 妥 當を缺 くので はな s か 

と s ふ 乙と に 迷 ふ ものが ある。 それ かとい つてす ベ ての 宫の御 動作 等 を 表す 語 

句に 敬語 を 添 へ る と， 餘 りに 煩 はし s とい ふ 感じ も 起る の で、 適 當に 節約す る 乙と 

は 已むを得ない やうで も ある。 

陛下に は、 明 くる 二十 九日 早 朝、 御 豫定 通り 御上 陸、 御 巡幸 あらせられる 皆 仰せ 出された。 島 

民が ー齊に siu^ こと はいふまで もない。 

？-の 場合の 「歡 呼し 」 は、 陛 下に 對 する 敬意 を缺 くの きら ひ は あるまい か。 「歡 

呼し 奉った」 とした 方が 妥當 では あるまい かと も 迷 はれる ので ある。 以上の 二 

皇室 神宮に 關 する 丈の 敬語 法 一二 九 



國語 問題と 英語 科 問題 



三 0 



• 科 書 

を 現代 

する に 

は 皇室 

、文と し 



につ S て 求めた もの 

的な 文語文で 制作 

劣らぬ 苦心 を、 敬 語 

する 十分 

つ 厭味 を 



ら 

持 



に 且 

去 る 



る。 

に し 

ひ 方 

當 に 

と の 



例 は、 例 として は餘 うよく もない が、 唯 手近の 敎 

賀表、 賀箋 の 類 を 起草した 經驗を 持つ 人 は、 乙れ 

て も、 奉 賀の 誠意 を陳 ぶる 文の 主要な 點に 苦心 

になす M と を 省みられる であらう。 乙の 苦心 

表す こと と、 敬 語 の 重 複、 殊 に 同 一 敬語の 重複の、 

間に 存 する 乙と が 多 s やうで ある。 

かう いふ やうな 狀況 であるか ら、 余 の 希望して やま 

ベ き機關 を し て， 右 に關 する 宮中の 御 取う き め， 御 な 

ふやうな ものが あるなら ば， そ れらを 一 々に 伺 ひ 取 

して、 最も 妥當 とすると を 公表して. 世人 をして 乙れ 

一 される もの は 統一 すると 共 に、 知 ら ずして 不敬 を 犯す 國 

る 乙と である。 統一の 出來な S 乙と で も、 類 推す る rJ とに 依つ て、 各自 注意して 用 

ふること となれ ば、 妥 當を缺 くやうな 語句 は 滅びて 行く であらう と あ も ふ。 



な 

ら 



省 

取 



と は、 文部 

.宮 內 省の 

• 又 民間の 慣 

從 はし め、 以 

民の ない 



に 於 

例 等 

て 乙 

やうに 



然 る 

と S 

調査 

を 統 

られ 



國語 愛と S ふこと は、 獨 ら晋聲 に 出す 國 語に つ い て いふば かう でな く、 乙れ を 文 宇 

に 表した ものに りいても いふべき 乙と である。 耳^ 聽 5" ての 明 哳、 綺 麗は 勿論、 ヒ 

れを 文字に した 場合に も、 正 しく わか ら、 美 しく 見える 乙と を 含めて 考 へられねば 

ならない。 

又 國語愛 は傳統 的な 國語 につ S て. 成 るべ くその 醇正 を 失 はしめ ないやう にす る 

ばかう ではない。 時代と 共に 變 化し 行く 中には、 外國 語の 輸入 や、 その 或 感化 も絕 

對に 拒否す る 乙と は 不可能で あるか ら、 せ めて 蕪 雜に陷 らしめ ないやう にす る 乙 

とも 4a ま れ. 或 は 又 在 來の或 ものに 變改を 加 へ て 新に するとい ふ 乙 とも 含まれて 

よい 喾 である。 一 ロ^い へば， 絕 對に歷 史傳統 K 忠實 に、 保守的で あるば か， 5 が國 

阈語 愛と その 焚踐 一 一 一 ニー 一 



國語 問題と 英語 科 間 題 ニー 一四 



語 を 愛護す る途 でな く、 在 來の もの 

は をの 一 ゥの途 であらねば ならな 

み が、 國 語 を 愛護し、 成長させる 途で 

へて 來る と、 國 語 の 愛、 國 語の 健全な 

ので はない 喾 である。 

國語 調査 會、 臨 時國 語調 査會の 二三 

愛護 成長させる が^め になされ た 

めに 種々 な 調査の 業績 は 認めら る 

實施を 防止した 人達 も、 又 一 樣に國 

保讒 しょうと した ものである 乙と 

ども，. V の 成長 を 全然 否認し ようと 

一 般的、 抽象論^ 立脚して、 傳 統と國 

は 傳統を 重んじ、 國家、 國 語の 特殊性 

もないで はない やうで ある。 



に 多少の 變改 修正 を 許す の A 、亦 場合^ 依って 

い。 又 同時に 唯 便宜 的に 改變 整理 を 加へ るの 

あると 考へ るの は、 固よう 誤う である。 かう 考 

る 成長に 贯獻 する の 途、 方 法 は、 決 して 單 純な も 

十 年に 互る 努力 が、 國 語 の 重要性 

ものである 乙 と は い ふまで もな 

べき 乙と である が. 又 <vJ れ に反對 

語の 國 家に 於け る 重要性 を考 へ 

も-十 分に 信ぜられる でと である- 

する もので ない に 相違ない。 さ 

語 蓮 用の 實狀 とに 見逃した とこ 

を强 調す ると ころに 立って 



t 認 め、 乙 れ を 

い。 又 をのた 

し て、 兩會案 の 

て 、を の 醇正 を 

一 後者と いへ 

うして 前者 は 

ろが あ り、 後 者 

間" 保守 に 過ぐ る 人 



論 議、 主 張と して は 、雨 者 各 その 立場が あ う、 恐 らく s くら 論じても 盡 くると ころも 

ある ま S がビ の實際 上の 施行に ウ いて 考 へ てみ る と， 雨 者と もに その 極端な もの 

は 到底 實 現の 期 あるべし と は 思 はれない。 思 ふ に、， v の いづれ の 極に 近づく か は 

豫 測し 難い が、 兩 極の 中間の ど 乙 かに 實 施さる ベ き穩 健な 途が存 する であらう と 

s ふこと だけ は 疑な からう。 

單 語に 就 S てみ て も、 現 代の 實用 (新聞紙な どの 紙面 節約の 必要から 來る略 語、 宣 

傳廣吿 の 必要から 來る 珍奇 な、 目 新し S 新 造 語， 若 い 人達の 好奇心の 満足から 來る 

外來語 及び 新 造 語、 或 社 畲の或 種の 必要から 來る佶 屈な 熟語 及び 新造語) を 主と 

して 增加 し、 變 化して 行く もの. を， 悉 く 容 認 し て 、そ れに 任せて 置く 乙と になれ ば、 國 

語の 單 語、 語 彙は 無限に も增 加し、 さう して その 醇美は 次第^ 失 はれて 行く 乙と は 

明かな 乙と であるか ら、 自 然 淘汰に 任せる ばか， nN でな く、 國 語 學の 理論 や. 國 語 JK や 

の 上から 、乙れ ^適 當な選 擇を加 ふるやうな 點 に、 國 家の 權 力お 行使す る 乙と は、 識 

者の 認めて 是 とすると 乙ろ である。 S かに 前者の 立場に 立つ 論者と い へど もビ 

れを 否. 認 しょうと する 人 は あるまい。 又い かに 國 語の 純正 を 主張す る 人に して 

S 語 愛と その K 跷 一 三 五 



國語 問題と 英語 科 間 題 

も、 大 和、 平 安 時代 頃までの やまと 言 葉 以外 

の國 家の 發 展、 文 化の 開展 に適應 し、 又 そ れ 

らう。 さう すれば. IV- の 方から もま^、 や は 

の點を 見出す^ 至る では ある ま いか。 

國字 問題に つ いて みても、 o I マ 字 說， 假 名 

は 相當の 根據を 有する 乙と は 否認し 難い- 

歷 史、 及 び 現代 國 語の 特性 を考 へ れ ば，， V の 

る か ら、 我 冷 の豫 測し 得る と るるで は、 現 行 

方法 は あるまい と あ も ふ。 をれ で 现狀の 

ふるため に、 國 語の 整理と 相俟っ て、 漢 字、 假 

加 ふる 乙 との 工夫 が、 最 も 適 當な途 とし て 

整理に は數と 形に 亙う、 又 活字と 筆寫 字と 

が 費され ねばならな い M と は 勿論で ある- 

問題の 解決 も、 同 時に 實 行され ねばならな 



一 三 六 

に 一 語の 增加を も 許さないで、 よく 現 時 

を 一 層 助長し 得べ しと は考 へな い であ 

り兩 極の 主張の 中間の どこかに 實施上 

說、 新 國 字 說、 等 それ f - に 抽象論と して 

„ 併しな が ら "わ が國の 長い 國語國 字の 

實現性 は s づれも 頗る 乏しい もので あ 

の 通りに 漢 字、 假 名の 併用 以外に 解決の 

上に 便利と 醇 美の 立場 か ら、 或 改善 を 加 

名の 使用 上の 制限 と、 擴 張 と に、 或 整理 を 

考究 さるべき であらう。 さう し て、， V の 

の 性質に 鑑みて、 をれ，^ に 十分の 研究 

一 さう して もれに 關 して は、 漢 字 振 假名 

s。 漢字 整理と いふ 乙 とも、 一般 世人の 



考 へ 

は。 

國語 

に 於 

き で 

先づ 

示し 

求 さ 



てぬる やう な、 そ んな 簡單な 問題で はない。 乙れ を 實行 に卽 して 考 へ る 時に 



讒 

て 



の 

、、ゝ 

力 

I 要 

き 



實 ^ 

の 醇 

-そ れ 

家 力 

す る 

で は 



は、 國民 各個 人 に 

美 を 尊重 し、 乙 れ 

も 一般の 人に は 

乙れ に 適當な る 

と 乙 がな けれ 

あるまい か。 



於 て 

t 褒 

必ず 

施設 

ば な 



も、 國 

ひ、 乙 

し ち 

を な 

らな 



ぺ 

國語 調査 機關の 設置 

國 語の 醇美を 保存して、 その 不醇を 去 

合せて ぬる 理論 や、 常 識に 依ってな さ 

に 互 つ ^相當 の 調査 を 必要と する。 

事實 との 上に 立 つ て 定められ ねばな 



語 愛の 熱 

れを 汚す 

わ 力う き 

し、 又 國 家 

い。 それ 



情 を 以 

力 如き 



た、 た 

權カ 

次 の 



う， 又 をの 不便 

れて はなら な 

卽ち 過去 の 長 

ら ない。 それ 



て、 日 常 使 

ものの 使 

やすいつ」 

AJ 以 て、 國 

やうな 乙 



口 語. 

戒め 

は な 

-カ お 

國 家 



改める に は、 唯 我 冷 

. これに は國 語の 

歷史 と、 現在の あら 

は 又 相當の 調査 を 



文章 
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t 明 

に 要 
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要 
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現在 
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満足 
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S 國 
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分 信 

れ m 

Z れ 



に 甚だ 
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結果 

る 乙 

情勢 

の 如 

す る 

な る 

の 過 

I- た， 

すべ 

ら う 

な し 

困却 



う 精密と 正 

ら るれ ば、 そ 

なる か ら、 現 

に 在って は- 

ク て も、 實 行 

に 國語審 議 

につ s て， 自 

の 資料に 依 

現在の 事實 

さう いふ 調 

家事 業 又は 



す れ ば、 時 間と 費 



得べ き豫 算を與 へ 



と を 要する が、 併 し 理論 を 基礎と 

に 越した もの はない にして も 、そ 

の ごとき 國語 各般の 問題の 解決 

う^ 悠長に 過ぎる 乙 とになる。 

卽 して 必要と される 調査 をな す 

委員の 一 人で ある が、 同 會に 諮問 

の 意見 を 定め て， を れを 主張 せん 

ねばならない。 さう して その 資 

ま 語敎育 上の 實際 とに 關 する 調 

は 乙れ まで 殆ど 十分に 出來 てぬ 

れに 準ずべき もの は出來 てぬな 

用との 爲に 到底 乙れ をな し 得な 

ら れて& ない。 それが ために 委 



して a る。 同會の 審議の 遲々 として 進まざる 主な 



1 一 1 一八 

した 根本的 調査の 

れには 多くの 年月 

を 急がねば ならな 

隨ゥて 今日^ 於て 

!\J ととす ベ きで あ 

されて ぬ る、 國 語、 國 

とする に は、 先 づ 以 

料と いふ もの は、 國 

査の 結果が 多い の 

ない。 少く とも 十 

い。 自分自身. ylv- 

い。 又 同 審議 會も 

員と して 自分 は 現 

る 原因の 一 は 乙、 



に 在る。 今や 國民 自覺が 高ま う. 行 政 各 機構に それに 依る 更新 の、 國 民の 間 K 要望 

さ れ、 國 民敎 育の 方針 K も 一 大 改新の 企てられて. Q る 際で あるか ら. 國 民の あら ゆ 

る 活動の 甚 礎と なるべき 國語 のために、 その 調査 機關の 設置 は NJ の 際 是非 實行さ 

れ たい 乙 とで ある。 殊^ 海外に 於け る 日本語 普及と いふ 焦眉の 問題の ために 考 

へれば、 一 日 も 早く これが 設置 を 見なければ ならない。 乙 の 調査の 結果 を 基礎と 

し て、 文部省な う、 國 語 審議 會な う、 又 はも ゥと 有力な 機關 ならに 依ゥ て、 乙 れ を 審議 

して 國 語、 國 字 諸問題 を 解決して 、乙れ を 諸官廳 にも 實 施せし め、 民 間 をして これに 

倣 はし めれ ば、 內 地に 於け る 國語敎 育 は 整備 し、 外 地に 於け る 日本語 普及 は 戶惑ひ 

の狀態 を脫し て、 を の 正し ぃ途を 濶步し 得る 乙と となる であらう。 

國語 取締 機關の 設 置 

以上の やうに 決定され る國 語、 國 字に 關 する 諸問題 及び 諸 施設 は、 政府 諸 機 關の實 

施 と. 國 民敎 育と に 依つ て、 國語 愛護に 實 鑌を擧 ぐべ きこと は 必然で ある が、 併 し 民 

間に 在って は 多年の 慣習 も あるで とで あるから 、乙れ が 容易く は 行 はれ 難い かも 

國語 愛と モ の S 0 一 一二 九 
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知れない。 をのた めに は、 文字に 表す 國 語の 取締 機關を 設置して" 不 醇" 不 正 を 取締 

るの 方策 を 選む M と も、 亦 ！；□ む を 得な い M とで あらう。 

この 機關の 任務 は、 宣 傳 文、 廣 吿 文、 看 板 、そ の 他 通俗 性の 多 S 刷 物、 讀 物の 上 か ら. 國 語、 

國 字に 關 する 不 醇、 不 . 正 、醜 惡を 除き 去る 乙と に 在る とし て、 社 畲に存 する これらの 

も の を、 常 に 指摘し て. を の 責任者の 反省 を 促 し、 場 合に 依つ て は、 ヒれ を戒飭 する 乙 

とに し^い。 例へ ば、 彼 の映畫 の廣吿 などに 見えて &る畸 形、 不 正の 文 字、 一 舣廣吿 

文に 見えて ぬ る、 殊 更に 刺激の 强烈を 期した 奇 僻な 新造 語、 新 奇を銜 ク^ 文 體， 又 は 

不必要な 外國 語、 外 國語 まが ひの 語、 口 I マ 字の 濫用， V れ から 獨自 一 個 又は 少數圑 

體 主張の 所 說の滕 手な 實行 等に 互って、 適切な 注 意、 戒 飭を與 へる 乙と^ 依って、 國 

語の 醇美を 愛護した S ものである。 國語 愛護の 聲の 社會に 起って か ら、 す でに 相 

當の 年月 を 經てゐ なが ら、 更 に その 實踐の 見るべき ものの な いのは 、いろ /\ の 原 

因に よるとして も、 し か し、 そ の M と自體 が、 す でに かう した 機關 設置の 必要 を 語つ 

てぬるの では あるまい か。 かう いふ 機關の 設置 は 國民を 侮辱 し、 官 權を 濫用し^ 

ものであると 考 へ る 人が あるか も 知らな S が、 乙の 非常時 局に 於て す ら、 重 罰 を 賭 



し て、 或 物資の 買 占 め、 賣 惜しみ をす る も 

利益の ため に、 國 語國 字の 濫用 を はばか 

るで あらう。 寧 K? 酷に 過ぐ る やうで TP 

むべ きで あらう。 

國語 愛護の 聲 のみ を 高く して も、 多 年 の 

民 全體が 直ちに， ヒ れに應 じて その 實踐 

じ 得ない。 政 府、 先 覺者は 早く その 實踐 

傅統の 維持 保存で ある 限り は卽 時で も 

乙 とであるなら ば、 そ れは國 家の 權威ぁ 

を實 施す る 乙と を 公示した 乙 とに 限る 

國 語の 乙と は 相當の 理據は あるに して 

備 しなければ 實 施され 難 S ものが 多い 

の 混 亂を來 し て、 愛 護の 意に 反する 結果 

ものである。 

國語 愛と その K 踐 



の が、 を 乙ら あたう にある と 聞く。 自己の 

らな いものの ない とい ふ 保證を 誰が し 得 

、實 績の擧 るまで は、 國 民 をして 暫く 忍ばし 

習 慣 で、 國 語の 使用に 放縱 になって ねる 國 

を 努める であらう と は、 遺 慽な がら 私 は 信 

の 準備に 進む がよ い が、 個 人々々 の實踐 は、 

よ い が、 在 來の ものに 或 種の 變更を 加 へ る 

る 機關で 調査 研究して、 政府で 決定し、 M れ 

乙 ととし、, V れ まで は差控 ふべ きで ある。 

も、 種 々の 複 雜な條 件が ぁゥ て、 そ れらが 具 

か ら、 思 ひ /\ に實 行^す る と、 却 て 國語上 

ともなる か ら、 實 踐は 十分に 慎重^した s 

1 四1 



わが 國 家の 飛躍的 發展に 伴ふ國 策の 樹立 實行 のために、 種々 な 新しい 問題が 發生 

し、 を の 急速な 解決 を 要求して ぬる。 その 中 に、 日 本 語の 外地 普及に 關 する 準備の 

諸問題が 含まれて ねる。 

明治 以來、 國語學 の 硏究が 新しく 起って、 相當の 成績 を擧げ て來て をう、 又 國民敎 育 

に 於け る 國語敎 育に 關 して も、 學 問と 實 際の 兩 方面に 亙 ク て、 隨 分 研究 實績が 進ん 

で來 てぬる。 併し いづれ にして も、 內 地國 民の 開發に 資すべ きを 目標と してな さ 

れ たもの で、 外 地に 於け る異 民族へ の 曰 本 語 普及に 對し て、，. v の 準備た るべき 硏究 

は、 餘 うに 等閑に 附 されて 來て ぬ る の である。 乙れ は 甚だ 遺慽 とすべ き 乙 とで あ 

る 。 が、 在 來の國 家 情勢の 然 らしめ たと MK: で、 今 更 S かんと もすべき やう もな い 

口 本 語の 外地 普及と その 教科書 一四 五 
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ので ある。 

然るに、 今や 國家 情勢の 一 大變化 は、 大國 

外地 進出が 焦眉の 急務と される に 至つ 

語、 國 字 諸問題 を 解決して、 適 営な 敎科書 

行 を 可能なら しめねば ならない 乙と に 

わが 在 來の國 語敎育 は、 わが 國內の いづ 

人々 の 間に 成長し て、 自 然に三 四千の 口 

字に 記された 國語 を敎授 する 乙と を 中 

敎育^ 於け る國語 科に は、 話し方が 設け 

はさして 重き を 置かれなかった ものの 

語敎授 のた めの 敎科書 も、 か うした 目的 

ふまで もない。 ところが、 異 民族 は 口語 

國民敎 育の ための 國定國 語讀本 は、 その 

て は 適當な もので は あう 得ない。 自か 



一 四 六 

策の 樹立 遂行の 甚礎 要件と して、 日本語の 

て、 國 家 は 否應な し に、 そ の 準備た るべ き國 

を 編纂 し、 以 て有效 適切な 日本語 敎 授の實 

なった。 

乙か^ 生れ 落ち て、 父 母 をの 他國 語 を 話す 

語の 國語を 記憶え て 來た兒 童に 對 して、 文 

心と してな された ので ある。 固よ， 5 初等 

られ てあつて も、 實 際 敎授の 上で は、 話 し 方 

やうで ある。 それで 國語讀 本の ごとき 國 

にかな ふやう に 編纂され てぬる 乙と は 言 

の 日本語 を 知らない もので あるか ら、 初 等 

ま、 に異 民族に 對 する 日本語 敎科窨 とし 

ら 別種の 敎科書 が， 現 外地 當 局の 手に 依つ 



て 編纂され てね る實狀 にある ので ある。 それ も 各地で 區々 になって， Q て、 種 み、 の 

黏に 統一 を缺 S てぬるの である。 今や 大陸に 於け る 新 秩序 建設の 大 活動が 國策 

としてな される に 至っ^の であるか らビ れらの もの を統 1 すると 共に、 一 層 立派 

な、 適 やな ものに 發展 せしめよう とする、 文部省の 計畫は 固よう 當然 の企畫 とい は 

ねばならな い。 

さて 海外に 於け る 日本語 普及に 適切なる 敎科書 を 求める とし て、 先 づ 第一 に考へ 

なけす ばなら ない 乙 と は、 いかなる 人 々にこれ を 普及しょう とする かで あらう。 

？ | れを考 へ る に、 恐 らく. s ろ ,( な 階層の 人々 であらう が、 大 體 次の やうに 考 へら 

れ るので ある。 

S 小 學兒童 及び 乙れ に 準ずる もの . 

^ 中等 學校 生徒 

g 成年者 

ィ、 知識層の 人々 

P. 無 知識層の 人々 

日 本 語 の 外 i 地 普及と そ の敎 科 SI 一 raj 七 
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かやう に 假定し て、 そ の 各に 對 する 適切なる ベ 

^は 年少で 外國 語を學 ぶ^ 最も 適當な 年齢の 

本 語 を 解し ない ものである。 彼等に は 現代 口 

必要で ある が. 現 代 口語 は敎師 のロづ からする 

それ も 一二 學年 位の 程度に 止る であらう。 を 

使用 を 便と する であらう。 

ベ きものが あつ て、 乙 の 目的 

れと 併行して 現代 口語文 を 

も あるから、 M のために は 又 

がれねば なる ま い。 

^の 中等 學校 生徒の ために 

らう。 會話 書に しても、 饋本 

異にする？ -とを 要する であ 

口 語、 現 代 口語文の 文法 を授 



それに は 口語 會話 

に！， V ふべ きで あら 

理解せ し め て、 日本 

別 に、 國 定小 學讀本 

は、 右の 二種の 外に 

にして も、 年 齡に相 

らう。 さて 文法の 



き敎科 書に ゥ いて 考 へる と、 

人ん、 である。 さう し て、 未 だ 全く 日 

語 と、 現 代 口語文と を 授ける ことが 

直接の 指導から 入るべき であるが、 

れ 以上の ために は 適 當な敎 科 書の 

よ り 成る 讀 本、 卽 ち 會話誊 とも 稱す 

う。 さう してや、 進む^ 隨ク て、 乙 

語の 讀み誊 きに 習熟せ しむる 必要 

に 類した 讀 本の 編纂 も 亦 完成 を 急 



ベき ものである。 兩 者の 間に 



なほ 文法書 を 作る ことが 必要で あ 

應 して 小 學兒童 用と は をの 内容 を 

s ふまで もな く、 現 代 

多少の 相異の ある こ 



爲の敎 科 書 は 



と は 是非 指摘して 置かれねば ならぬ であらう。 固よ， 9 一 般の 知識 程度 を 以て 足 

れ り とする ので は あるが、 口語文 法 は 可なら に複雜 でも あるか ら、 實 際敎授 の經驗 

に 富む 人々 につ S て、 異 民族の 難と する 點を よく 調査し て、 彼 等に 適切な ものたら 

しめる 乙 とに 注意す ベ きで あらう。 

g ィの 成年者の 知識層に 屬 する 人々 のために は、 獨 逸 語敎科 害の ジャ I マン コ .— 

ス^ 倣って. 課 を逐ぅ て、 單 語の 幾つか づ つ と， 文 形の 簡易な ものから 複雜な もの へ 

と 授 け、 を れに伴 ふ 文法 をも授 け、 且 乙れ を 練習せ しめて 行つ て、 次 第^ 累積させる 

と 共 に. を の 練習 を 繰 返す 乙 とに 依って 習熟せ しめる やうに 組織され た 敎科書 を 

中心として 行く やうに 工夫され る 乙と が、 を の 敎投を 最も 有效 適切なら しめる 途 

であらう。 

口 の 無 知識層の 人々 の 日本語の 要求 は、 そ れらの 人々 の 職業 上の 當 面の 必要 を充 

たし 得る に 止る もので あらう。 例 へば 商人が 店頭に 於て 日本人 顧客 を 相手と す 

る 場合の 如き。 さう すれば、 乙れ は 恐ら く、 そ れ の 職 業 、を れ の 場合 を豫想 

し て、 事 項 を 選 み、 を れに關 する 單 語、 畲 話 を 選 ん だ、 簡 易な もの で 事足る の であらう。 

H 本 語の 外地 普及と その 敎科書 一四 九 



S 語 問題と 英語 科 問 S 一 五 o 

現に 民間^ 存 してね る會話 書の 如き。 

余 はい まだ 實際^ 外人に 對 して 日本語 指導の 任に 當っ たことの 經驗を 持たない 

か ら、 右 の 言 ふと IV- ろに. ^遺漏が あるで あらう。 しかし， rJ れらの M と は 編纂の 7J 

とに 當る 人々 の 一 考 すべき 諸點 では あらう と あ も ふ。 



現行 小 學校令 施行 細則 中に r 讀 本の 文章 は 平易に して、 國 語の 模範と なら」 と あ 

り、 又 舊中 學椟令 施行 細則 卽ち敎 投耍目 中、 國 語 講讀を 規定して ある 條 にも、 「其 材 

料 は總て 文章の 模範たら」 とあった。 乙 の中學 校の 要目 發 表の 際、 模 範と s ふ 語 

の 意義が 甚だ 明瞭 を缺ぃ てぬると 思った の で、 時 の 編輯 課長に 質問した が、， v の 答 

辯 は 明瞭 を缺 くもので あつた。 中等 學校 では 現に 讀本 を正讀 本と して 使用して 

ねる の で、 讀 本の 文章 を 指して s クて あると 解せ ねばならなかった。 それが 新 要 

目に 削られた の は、 余 の考 では 當然 である。 

小學讀 本の 文章 は總べ て兒 量 の 綴 う、 又 卒業後に 綴るべき 文章と 同一 文體の もの 

と 見られよ うか ら、 口 語 文に せ よ、 文 語 文に せよ 乙れ を總べ て兒 童の 各 年 級に 相應 

讀 本の 文章 一 五一 一一 
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した 模範的な ものと いふ 意に 取られる。 恐らく さう いふ 目標 を 以て 作られ、 編ま 

れ たもので あらう。 さう すれ ば-を の 文章の 文 體、 用 語 は 各 年級兒 童の 綴 方の 模範 

^るべき もの で， 現 代社會 一般の 模範^る ものの 意に 解す る 乙と は 出来ない。 と 

z A が， 中 等讀 本の 文章になる と， 小 學校讀 本の 文章と は 同様に は 見られない。 中 

等讀 本に 採錄 すると 乙る の 文章 は、 乙れ を 時代 的に 見て も、 現 代 文 (日露 戰爭 以後 

の 文)、 明治時代 文、 近 世 文、 近 古 文， 中 古 文、 上 古文 を 含んで を ら、 從 つて， V の 文 體、 用 語 

にも 澤 山の 相違が ある。 さう して、 我々 現代人の 實 際に 作って ぬる 文章 は、 現 代 文 

中の 口語文が 主で あつ て、 稀 に 文語文 を 作って ぬるので あるか ら、 模 範の意 は 主と 

して 現代 口語文の 場合に 於ての み、 生徒の 作文の 模範の 意味に 取られる が、 明 治 時 

代 以前の 文章の 場合に 於て は， そ の 代表的 な、 良 い 文と いふ 位の 意義に ならね ば， な 

ら ない。 例へ ば、 源 氏 物語の 文章 は、 平 安 時代の 貴族の 爲に は，， V の 作文の 模範と な 

も 得、 近 松の 文章 は元祿 時代の 淨 瑠璃 作家に は 模範 文と なう 得、 紅葉 や、 鷗 外の 文章 

は 明治時代の 作家の 爲. に は 模範 文たり 得た であらう が、 さ うい ふ文體 から 大 S に 

離れて， Q る、 今 日の 文章の 爲に は. 模 範と はなら 得ない、 唯 過去の 時代の 型と しての 



み 知る を 以て 足る とすべ きもので ある。 

代の 文から 何等かの 示唆 を 得て、 文章 工夫 

も、 一 般の 現代 國 民の 爲に は， 古代 文 



てよ ぃ箬 である。 

であるか ら. 新 中等 學校 要目に 於て. 

た の は， 誠 に 適當な 改定と い はねば 

さて 兒童 生徒 自身の 綴 方、 作 文の 「 

る の は、 小 學讀 本の 場合で あるべき 

兒 童の 綴 方の 模範た るべ き や う、 年 

られ るので ある。 

そ Z で、 兒 童の 爲の 模範 文た るべ き 

讀 本の 文章の 性質 を 定める ことに 

章の 社畲的 使命の 上に 於て 満足な 

る 一 の條件 は、 文法的に 正確で ある 

讀 本の 文 章 



資 

と 



そ 

ら 

-現 

の 



特殊なる 

の 資料と 

形 を 知う • 



い ふ 



家 詩人な ど 

る キラな |\J 

の 內容を 解 



.-> » > . 

力 力ゝ 

と は あ 

し 得る 



過去 時 

として 

滿 足し 



文學 

い。 

と い 

の 小 

じ て 

ど Z 

あ ら 

な け 

Z と 



に 就いて 「投 範」 の 意 を 取り去つ 



ふ 意 

學讀 

ェ 夫. 

に 在 

ラ o 

れ ば 

で あ 



し て も、！. V 

の 實際 を 

-綴 ら れ、 集 

か を考へ 

づ 小學國 

ら ない。 

M 吾 ま 



が 全般 

て も、， V 

られて 

乙と は、 

讀 本の 

の 爲-に 

民 相互 

一 五 五 



に い へ 

文章 は 

ると 見 



_畢 竟 小 學 

文章 は.， 文 

模範 文た 

の 意志 を 



M 語 問題と 英語 科 間 題 1 五六 



傳 達する 乙と を その 社會的 使命と する 以 上、 讀 本文 章の 用 

用の 上で 正當 でなくて はならない。 單語 にして も、 熟 語 に 

文法 上の 乙と にして も、 社 會が 一 般^ 認めて 使用して ねる 

ねばならぬ。 作者 自身に 特殊な、 又は 極めて 或 一方に のみ 

の 特殊な 目的 を 持つ て 用 ひられる 場合の 外、 正 しいと は 認 

點 から 見 て， 現 行 小學讀 本の 文章 は. 兒 量の 爲の模 範， 文 た る 

次に 修辭 的に 見 て、 穩 當 な 文章で あると いふ 乙と が、 模 範 文 

である。 修辭 は、 學 的 根據は 時代に 由って 動かな S にして 

時代と 共に 變 つて 行く ものである。 從 つて 文體は 時代 的 

く。 それと 共に 又 修辭は 個人的 特徵を も 持つ ものである 

徵の ある やう に、 文 體にも 個人に よる 種々 な 特徵を 有する 

よう 生ずる ものが 多い。 誇 .大 な る 形容 を 常に 用 ふる 人 も 

チ ンと 話す 傾向の 人 も あ り、 詩 的なる 表現の 面白さ を 喜ぶ 

でも、 をの 修辭的 特徵は 個人に よって 實に樣 々である。 さ 



語 文字 

しても 

意義に 

僻した 

め 難い 

に 適し 

^る 一 

も， を の 

に 沿革 I 

0 談話 

の は、 そ 

あう、 論 

人 も あ 



は 社會の 

"文字に し 

於て 正し 

やうな も 

ので ある _ 

てぬるの 

要件で あ 

實際 上の 

• 歷史 を 作 

の 風に 個 

の 修辭の 

理 的に キ 

つ て、 口 語 



う い ふ 個人的 特 



通義、 通 

て も、 又 

く あら 

の は、 を 

" 乙 の 

である。 

る ベ き 

現れ は， 

つて 行 

人的 特 

異なる 

\K ン- ギ， 

の 會話 

色 を餘 



りに 多く 持つ もの の、 模 範文 として 適當 

の 手本と して 不適 當 なの に徵 しても 明 

穩當 なのが 模範 文の 一 要件で あると 思 

ふ， こと も ある ものである。 兒ー 童の 作文 

の修辭 として 穩當な もので なければ な 

緣 語の 修辭は 上古 文中 古文に 於て は穩 

ケ」 缺く M とで ある し、 近 松、 西 鶴 等の 名文 

辭 として は穩當 でない。 又 漢文の 白髮 

になって しま ふ。 かやう であるか ら、 現 

ない ものである。 乙の 點 から 見て も、 現 

適する ものと 思 ふ。 次に 文學 的に 見て 

件と される であらう。 現代 文學 の特徵 

て 見る と、 著 しく 個人的な のが その 一 で 

るの も をの ーク である。 をれ が爲 に、 舊 

讀 本の 文章 



でない Z と g. 餘 りに 擗の多 S * 風 が、 習 字 

かで ある。 それで あるか ら、 修 辭的^ 見て 

ふので ある。 又修辭 の穩當 は、 時 代 的に 違 

が 現代 文で ある 以上 その 修辭も 亦 現代 文 

らぬ。 例へ ば、 上 古 中古の 修辭に 多 S 、枕詞、 

當 であって も、 現 代. 文 に 使用す る の は穩當 

に 多 s 、聯想 繋ぎの 修辭 も、 今 日の 文章の 修 

三千 丈 式の 誇張の 修辭も 現代 文に は 滑稽 

代 的に 穩當 でな い 修辭は 模範 文に は 適し 

行 小學讃 本の 文 章 は、 兒 童の 模範 文た る に 

も、 穩 當 であると いふ 乙と が、 模 範 文の 一 要 

を、 文體の 上から 彺來の をれ と 比べ て考 へ 

ある。 情 緒、 氣 分、 思 想 を 細かに 表さう とす 

來の 文章の 構成 法、 修 辭 も大體 乙れ を 無視 

i 七 



W 語 問題と 英語 科 問題 



してし まふ 乙と 

分^表 さう とし 

れ ば、 現 代 文學と 

そ 乙 で. 文 學 的に 

であらね ばなら 

に 入らせる やう 

文學的 文章 は、 個 

て はなるまい。 

ない 喾 である。 

の 著しく 出て ぬ 

高 い、 所謂 生命 の 

誰に もよ くわ か 

から 見れ ば、 尤 も 

文章に ついて 見 



になって ぬる。 さう して- 

て ぬるので ある。 さう い 

し て、 名 文で あ う、 傑 作で あ 

見て 模範 文と いふの は、 兒 

ぬ。 學ぶ 乙 とに 由つ て、 却 

な ものであって はなら な 

性的な 特徴の 著し いもの 

さう いふ 文章 は、 現 代文學 

よく 現代の 文章 を 評して 

な S ものに 生命の 躍動 は 

躍動した 文章 は、 兒童 生徒 

り.、 誰 にも 摸倣 さ れ、 さ う し 

穩 かな 文章で あるべ きで 

る と、 こ の點 でも 投範的 ttl 



成る ベ く 自由 

ふ 現代 文學の 



と は 

生徒 

迷 は 

〕 さ 

は あ 

立場 

命 の 

ぜ ら 

る。. 

を 持 



S は 

の 多 

せ、 模 

-ぅ す 

る ま 

力 ら 

濯 劻 

れ な 

的 な 

も 誤 

つ も 



j 五- < 

に誊 くと 乙 ろ に、 個 性 を 十 

趨向に 適した もので なけ 

い。 

が 學 び 得 ベ き 性質の もの 

る 乙と によって 却て 邪路 

と、 模 範 たる によく 適した 

. 萬 人 向きな もので なく 

れ ば、 名 文で な く、 傑 作で は 

て & るな どと いふ が、 個 性 

か ら、。 ひ ち し て、 調 子 の 

ではない 喾 である。 却て 

しめな S 、社會 的 使命 の 上 

乙れ を 現. 行の 小學讀 本の 

とい はねば ならぬ。 小學 



讀 本の 

章 を 綴 

以上の 

あ る。 

い ふ 



そ Z 

つ セ 

と し 

な も 

力 あ 

上 の 

ぬ。 

重 に 



の 



文章 はよ 

う 集めて 

如 く、 語 學- 

國民 初等 

が 尤も 適 



くその 學 

出來 て. Q 

修辭、 文 

敎育中 

當な も 



年の 程度に 應 じ、 又 生活の 實際 にも 適し た、 模 範 的なる 文 

ると S ク て もよ からう。 

の 三つの 立場から 見て、 現行 小學讀 本の 文章 は 模範的で 

國語敎 育に 於け る、 讀 方敎材 としての 讀 本の 文章 は、 か う 

であると 佘は考 へ てぬる 



その 敎授 

る もので 

工夫 さる 

として 取 

な ら ば、 |S 



上の 取 

ある 乙 

ベ き TP 

极 はれ 

本 は 直 



と 

ち 

根本的な 問題 を 解決し て、 を の 

國 家が 苟 くも 國定讀 本 を 制定す る 以上 

調 査 し、 研 究 し、 決 定す るの 準備 をな した 



を 考 へよ 

を 了解す 

であると 

ければ な 

に 訂正 さ 



う、 小 學 讀 

るなら ば. 

考 へる。 

らな い。 

るべき で 

確乎た る 



本 

若 

上 



ね 

に 



文章が 右の 様な 模範的 性質 を 持 

教授 上の 取极 も、 亦 この 考を 基礎 

語學 的に 見て は 飽くまで も正當 

をの 點に 於て、 如何 はし い、 又 誤謬 

。 單 語、 文 法、 文 字、 假 名 遣、 符 號 等の 

の 上に 立つ もので なければ なら 

らの极 本 問題に ついて は、 豫 め 慎 

すべきであった が、 今 日の 國定敎 



讀 本の 文章 一 五 九 



M 語 問題と 英語 科 問題 

科 書の 制度 は、 自 由に 編纂 さ 



れ、 出 版 さ 

は ば、 十 分 

得て ぬる 



根本 問題の 解決 を 待た ず、 言 

これらの 點に 於て は 完全 を 

盾な ど 指摘され てぬるの も 

議機關 が出來 て、 國 語、 國字 に 

方面に 探 用す る とに やが 

と、 穩 健なる 常識 と、 識 見と に 

讀 本の 文 章 中 に は、 を の 「 巧 

う S ふ 見地 か ら、 文 壇の 人達 

批判 は盡 きるべき もので な 

銑 練 され^と 乙ろ で、， V の 非 

の 小學讀 本の 文章 を 一 わた 

穩當な ものと いへ よう" 穩 

意味で、 い はば 消極的に 多くの 非難の 



'Z の 

關 す 

て な 

依 つ 

f 」 

の. 4^ 

i. ぶ 

$ 力 

う、 余 

當 と 



爲 の 

る 諸 

る で 

て、 行 

を批 

判 の 

小學 

皆無 

の 眼 

い ふ 



.今 

o 

る 



れ、 探 用され た 時代の 

の 準備な しに 編纂し ■ 

と は 言 ひ 難いと 思 ふ 

ものが 多 S やうで あ 

問題 を 研究 し、 調 査 し- 

あら うか ら-現 在の 處 

く 外 はな い であらう. 

判すべき 餘地は 多々 

公表され た？ 1 とも あ 

讀 本の 文章 はな ほこ 

になる べしと は豫想 

での ど S たと 乙ろ で 

の は、 先づ 大體 不可 は 

的と なるべき もので な 



一 六 0 

害に 鑑み て-乙 れらの 

日に 及んで ぬるので、 

從 つて 實際家 か ら、 矛 

。 國語 問題の 調査 審 

定 し-こ れを國 家が 各 

敎授者 は 自分の 學殖 

修辭 的に 見る と、 小 學 

るで あらう。 現に さ 

穴。 しかし、 かう した 

から 幾度 か、 推 敲 され、 

れな S 。 それで、 現行 

へば、 先 づ大體 に 於て 

い、 拙 くもな S と S ふ 

いとい ふ 意味で、 又 S 



は ば、 萬 人 向きに 



あると レ 

ふ 性質の 

をの 平凡 



や う 

解 さ 

次 に 

で あ 

要 し 

な s 

有效 

そ れ 

學 的 

で あ 



に 

0 

で 

ゃゝ 

力 

る 



よく 出來 てぬると いふ 意味で あつ て， 傑 出した 天下 文壇の 名文で 

ではない。 であるか ら、 敎 投 上の 取扱 は、 修 辭 上の 方面で も、 か う い 

して 工夫 さるべき である。 兒童 をして、 日常 三度の 飯 を 味 はせ て、 

ろ に 永久 厭かな S 味 を 覺 えさ せ 、を れを 十分に 自分の ものにする 

きで ある。 決して ヒれを 天下の 美 味、 珍 味、 希 代の 御馳走な どと 誤 

な S ので ある。 

につ S て考 へよう。 小學讀 本の 文章 は、 兒 童 綴 方の 模範た るべき 

地 か ら、 個 性の 著しく 表れた、 又は 天才 的 な、 勝 れた 文學 作品た る を 

た が、 併 し 文學作 品、 藝 術 的なる 文章た る を 要しない と S ふので は 

國語敎 材に文 學 的 作 品， 藝 術 的 表現の 文章 を 持つ こと は 甚だ 有利 

材 として は 文 學的作 品. 藝 術 的 表現の 文章 を 有すべき では ある が、 

るの 要はない。 否 全部であって は 不都合で ある。 そこで 乙の 文 

つ S て考 ふるに、 乙 乙^も 兒 量の 爲に 模範 文た るべき 性質 は 必要 

しも 現代 文學の 趨向に 迎合す ベ きで はなから う。 

讃 本の 文章 一六 一 



ふ 意味 

ものと 

なと 乙 

導す ベ 

はなら 

的 方面 

s i~ 見 

と S ク 

學 校の 

る。 敎 

部で あ 

敎材に 

ら 必ず 



H 語 問題と 英語 科 問題 一六 二 

現代 文學の 傾向に ついては 一 寸前に も 觸れた が、 現 代の 我々 は、 古代の 人 

思惟 的に は 細密で あ う、 又 論理的で あ り、 感 情氣 分の 

は銳敏 である。 をれ で傳統 的な 言 葉、 漢 文 的な 言 葉 

得な S ものが ある。 日常 使用の 現代 口語 K すら 滿 

いふ 單語ゃ 修辭に は、 そ れが社 會多數 人に 共通 使用 

眞の 自己の 內面 にある もの を 表すに 不十分 を 覺ぇ 

て、 言 葉に 表さねば ならぬ ので あるから、 M の 萬 人に 

眞實に 表すと S ふ 乙 ととの 間の 調和 を 見出す と M 

一 方なら ぬ 苦心が 存 する。 かかる 苦心の 結果と し 

は、 著 しい 個人的な 特徵が 出て. Q る。 その 著しい 特 

て もつ 優秀 性が 見出され るので ある。 現代 文 學、 現 

に 正しい と か、 修 辭 的に 穩赏 であると か、 さ うい ふ 永 

的 方 則に 適從 して. Q ると いふ 點に はな く、 そ のい か 

倩氣分 を、 眞 實に 表し 得て ねる かと いふの 點に かか 



に 比 ベ て、 

上で は 繊細で あ う、 感 覺の 上で 

や、 古 代の 修辭 では 到底 満足し 

足し 得ない ものが ある。 かう 

されて .Q る 意義に 拘束され て. 

るた めで ある。 さう かとい つ 

向く とい ふこと と、 自 己 內面を 

ろ に、 現代 作 家、 文 章 家の 作文 上 

て 生れ 出た、 現代 文學の 文章に 

徵の 上に M を、 文 學的 文章と し 

代 文章の 傑作 は、 決 して 文法的 

い 過去が 作り上げて 來 た社會 

^作者 自 身、， V の內 面^ 潜む 感 

る ことが 多い。 故に 國 語、 丈 法 



の 上で は 破格 を 含 み、 修 辭 的に は 穩當 を缺 くが 如き は、 必 ずし も大 なる 缺陷と はさ 

れな S ので ある。 かう いふ 例 は-昔に も 在る。 近 松、 西 鶴、 秋 成に 模範 文の 立場から 

見ての 惡 文の 例 は少 くない が、 惡 文なる が 故に 名文で あ う、 傑 作で ある 乙と も 亦 疑 

はれて ぬない。 多くの 萬 人 向きの、 模範的な 文章 は、 遠く 歷史が 葬ち 去って しまつ 

てね るの に、 惡 文が 却て 後代に 光輝 を 放って. Q るので ある。 かう いふ 例に 徵 して 

見れば、 我々 の 現に 住んで ぬる 時代で あえ 社會 であるが 故に、 現代 作家の かう した 

意味の 惡文を 唯 誹って はならない。 かう した 意味の 惡 文の 中に も 千古に 輝く 名 

文、 傑 作の ある 乙と を 注意し なければ ならな い。 

國定の 小學讀 本の 文章 が、 か う s ふ 意味での 名 文、 傑 作 を 探らず して、 文學 として 平 

凡なる 模範 文 を 探って ぬる 方針 は、 國民 普通 敎育 中の 國語敎 育に 於て は、 決して 非 

難 さるべき 乙と ではない と 思 ふ。 かう いふ 意味 で、 余 は 或 文壇の 人達の 小 學讀本 

の 文章に 對す る、 文 學的 見地からの 非難 は， 必 ずし もす ベ てが 首肯す ベ きもので あ 

ると はしない。 

を 乙で、 ヒの 立場から 敎授 上の 取扱に ついて 考 へよう。 すでに 小學讀 本の 文章 は 

讀 本の 文章 一六 三 



國語 問題と 英語 科 問題 一六 H 

文學 的に 見 て、 名 文、 傑 作で な S 乙と が 認められる とするなら ば、 敎 授 上の 取^も. さ 

うし 見 也の 上に 立ゥ てな さるべき ものである 乙と は 勿論で ある。 平 調 な、 萬 人 

向 き な、 文 學的 文章と して 理解 さ せ、 鑑 賞させる やうに 指導すべき である。 乙れ を 

天下の 名 文、 傑 作で あるかの やうに 勿體 づけ、 乙 おつけ て、 理 窟 など 附與す るの は、 敎 

師が 自己 を 欺 き、 兒 童 を 誤る の途 では あるまい かと 思 ふ。 

文學的 文章の 敎授は 言 ふまで もな く、 そ の 持つ 形. を 透して その 內容 をすな ほ に、 よ 

いい 把へ しめる ことが 第一 であらねば なるまい。 をの 外なる 形 を もよ く 知 

う、 も の內 なる-!: 容 を もよ く 把 へ るので なければ ならない。 さう する でと は、 作 者 

のな したと 略 同様 な、 心 裡の 創作 過程 を經驗 して 見る 乙と でも ある。 を 乙で 敎授 

上の 取扱の 方法に 於ても、 自分の 解釋 し、 鑑賞 し^と 乙ろ をよ く 反省し、 把握して、 も 

の 上に 工夫した もの が、 よ い 方法で あらう。 敎授者 は、 敎 材 について、 自分が 解釋し 

^賞した と N- K: を、 忠 實に 反省して 見 て、 そ れを 見き はめ て、， V の 上に 立つ て、 幼 い 者 

t し て、 ど うして それ を 理解させる M とが 出來 るかに 就いて 工夫 し、 指 導す るが 正 

し ぃ敎授 であらう。 



これに 反し て、 豫 め 自分に 持って & る文學 理論な ど を、 强 ひて 當 

てて、 「かるが 故に、 乙の 文 は 美しから ねばならぬ」 と說明 し、 又 

乙 ぢクけ て、 大 袈裟な 稱讃 などす る 結果 は 知る ベ しで あらう。 

小學讀 本の 文章 を 批評す るに 、「生命の 躍動」 などと S ふ大袈 

が ある が、 世 の文學 中には 異にさう した もの を 威ず る ？- とも あ 

ほんと^ 躍う 立つ やうな 感激 を 覺 える 乙と も ある。 又 思 はず 

も ある。 さう した 文に 乙 そ、 眞 に 作者の 個 性、 生 命の 躍動 を 直感 

うし^ 文章 は ざら にある もので はない。 一 代の 歌人、 一 代の 俳 

作品 は數 萬に 上 う、 數 百篇に 及んで ねて も、 蓼 々として 晨 星の 如 

れ であるか ら、 小 學讀 本の 編者^ 依って 作られた 文章 を ば、 さ う 

作家の 一 代 中の 稀 有の 傑作 並み^ 考 へ て 鑑賞す るの は 當を失 

さう いふ 取扱 ひ は敎授 上の 方便と しても 避けたい 乙と である 

穩當な 模範的な 文章と し て、 小 學讀 本の 文章 を 取扱 へと いふの 

平 線 以下の 惡 文、 拙 葸の 文と して 取扱へ とい ふので は 固より な 



面， の 敎材に 押し あ 

强 ひ て 名文 傑作に 

裟な詞 を 用 ふる 人 

る。 名文 を讀ん で、 

も 落淚^ なす 乙 と 

する ので ある が、 さ 

人、 一 代の 作家 達の 

きもので ある。 そ 

いふ 偉大なる 詩人、 

した 乙と である。 

と 思 ふ。 

は、 そ れを社 會の水 

い。 語學 的に は、 正 



讀 本の 丈 章 二八 五 



國 語-問題 i 英語 科 問題 一六 六 

しいか ら、 最 高位に 在る 文と しても よから う。 修辭 的に は、 穩 當 であるか ら、 水 平 線 

に 立つ 文と 見て よから う。 文學 的に 見れ ば、 文 壇の レ ベ 〃以下に 立つ 尋常な 文と 

いふので ビれも 水平線 以下と 解し なくても よい。 さう いふ 位置に 立つ ものと し 

て、 敎 へられた 文 は、 兒 童 に 取って は、 模 範 として 模倣し 得べき ものである。 現代 文 

學の 趨勢の 中 で、 そ の 大體の 水攀の 上に 立つ として 取扱 ふべ しとい ふので ある。 

さう して 兒童を し て、 文 章の 正しい 理 解、 よ き 鑑賞 をさせる やうに した いと 思 ふの 

である。 實 際、 尋 常な 文 を 尋常な 文と し て、 そ の 味 を 知らし める と いふ 乙と は 米の 

飯の 味 を 知らし める 乙と で、 大 牢の 珍味 を あぼえ させる よう は、 却 つてむ づ かしい 

かも 知れぬ。 文學 的に 誇張した 取扱 方 をし な S で、 敎材の 文章と して 持つ 正 営な 

る 味、 價 値 を 知らし める 敎授 は、 文藝敎 育に 傾いた 敎投 よう 一 層 困難で あるか も 知 

れ ない。 併 し、 そ れを 押切って やる 努力が 必要な ので は あるまい か。 

中等 學校讀 本の 文章に ク S て は、 文 部 省 が、 現 代 文の 外に 古文 を も 採用すべき？ 一と 

を 規定して ぬる 點 から 見て も、 小 學 校に 於け ると 同樣 に、 生 徒 作文の 模範た る ベ き 



も： の と い ふ 意味に、 解-す る 乙と は 出来ない。 現代 文に ついては、 大體 模範的なる も 

の を 採る のが 穩當 適切で あらう が、 中 等 程度になる と、 生 徒 は 作家 個性の よく 出さ、 

優れた 文壇の 文學 作品 を 選んで 情操 敎 育に 資しても 然るべき 程度に 達して ねる 

と 思 ふ。 故 K 現代 作家 達の 文章 を探錄 する の も、 唯 彼等 作文の 模範た るべき もの 

を 示す とい ふば からでな く、 文 壇の 傑作 文章に 接せし め ようとす る の であらう。 

現代 文の 外に 古文が 採錄 される rJ とに なって， Q る が、 乙 の 方 は、 固 よ， 5 生徒 作文の 

模範の 域外に 立つ ものであるから、 乙れ は 各 時代の 各樣 式の 文體の 代表^る 意味 

に 於て 選 擇採錄 さるべき である。 故に 古文 は 原文の まま 採錄 される のが 原則で 

あるべき であらう。 さう すれ ば、 古 文、 現代 文に 亙って、 古今の 名文、 傑作 も探錄 され 

てよ ぃ喾 である。 乙の 點が 小學讀 本の 文章の 場合と 違 ふと 考 へ る。 

それで 敎授 上の 取扱 も. 自 然 小學讀 本の 取扱と は違ク て、 解釋 と共に 相當な 鑑 賞 を 

必要と する ので あるか ら、 敎 授 者の 學 殖、 研 究に關 して 小學 校の 敎師ょ う、 今 一 層 博 

く、 精 し く、 且 つ 深い ものが 要求され てぬると 思 ふ。 小學 校で は、 萬 人 向きの 模範的 

な ものであるから、 文學 としても、 ー應の 理解 を 持って ねれば よいので あるが、 中等 

讀 本の 文章 一六 七 



I： 語 問題と 英語 科 問題 一六 八 

學 校で 取扱 ふ 名 文、 傑 作と なると、 ー應の 理解 を 持つ 程度で は 足うな い。 乙れ を 現 

代文學 について いふ と、 文 學 として も、 文 章と しても 旣述の 如 く、 個 人的 特徴が 著し 

く、 そ の 特徵の 著し S と 乙 K- に、 個 性の 輝 き、 生 命の 躍動が ある ので あるから- N- れを 

解 釋 し、 鑑 賞す る に は、 乙れ らの 作者の 個 人、， V の 作品 全 體の特 徵、 傾 向に つ S てよ く 

知 う、 よ く 理解して ねな けれ ば、 そ の敎材 として 採られた 短文の 特 徵、 價 値と いふ も 

のが 摑 めまい。 その 眞の 鑑賞 は 出来まい。 現代 文學 の特徵 、傾向、 それから、 現代 作 

家の 多くに つ S て、 そ の 一々 の 特徵、 傾 向に つ S て、 的 確に 把へ て あくとい ふに は、 ど 

うして も、 現 代 文學に 常に 接觸 し， を の 作品に つ S て、 斷 えず 研究 を 積んで あかなけ 

れば ならない 乙 とになる。 乙れ は 決して 容易な 乙と では あるまい。 

古文に ク S て考 へる と、 中 等讀 本に 採用 せらる ベ. き は、 上 古 文、 中 古 文、 近 古 文、 近 世 文" 

最近 世 (明治) 文と 解して よから う。 法令 上で は 最近 世の 名 は 見えな S けれど 

も 、乙れ は 現代 文の 中に 含まれる と 解され てぬると 思 ふ。 乙の 時代の 文 だけ 除い 

てよ s と s ふ 理由 は發 見され な いから。 

さ て、 さ うする と、 古 今の あらゆる 時代の 文章の 代表的なる もの を、 そ の 各 時代の 文 



章の 中から 選 擇、 採 錄 されて ぬるの は當然 である。 現行 讀本は 皆 さうな つてね る 

決して 實用 的な 文章 を 各 時代から 採擇 して は& ない。 乙れ に は 相當の 理由 ある 

乙と である。 

さう して、 その 各 時代 文學の 選み 方に 於て も、 大 體^ 於て 各讀 本が 一 致して ぬるの 

は、 旣 に文學 史家 や 一 般社會 が 長 S 間に 選擇 して 來 たのに 依 クて& るので、 乙れ は 

大體に 於て 公正で あると S へよう。 但し 敎授 上の 立場からの その 採擇の 方法に 

は、 多 少 編者の 意見 も 入って a る。 が、 大 體に見 て、 古 來の备 時代の 傑作た る 著作の 

中 か ら、 そ れ f - の 特徴の 可な， 5 鮮 かに 見えて ぬる 部分 を 切う 取つ て 、そ れを 適宜 

に 排列して ある 乙と は 疑ない ので ある。 

固よう 各 時代 文章の 中で も、 色 A 、の 種 類、 形 式 は ある 

の 種 類、 形 式の 中で 省略され たもの も あ う、 又 各 時代 

のが 含まれて ぬるから、 乙 の 中で 割愛され て &るも 

む を 得な s 乙と である。 それで 大體に 見て、 古來各 

採錄 されて ぬると いふので ある。 敎材 としての 分 

讚 本の 文章 



ので あるか ら、 そ の 文章と して 

の 作 者、 作 品の 中に も 多くの も 

のも少 くな い が、 そ れは 事情 已 

時代の 代表的なる 文章が 選擇 

量 は 自然にき ま ゥ たもので あ 

1 六 九 



國語間 題と 英語 科 間 題 - 

る か ら、 代 表 的な 文章が 選 擇採錄 されて ねる にして も、 そ れは 見本 帳 



見せて ぬ 

によって、 

な 文學的 

ない 乙と 

敎 授の徹 

なければ 

いてよ く 

い。 國文 

抽象的に 

困難で あ 

史で 授け 

やうに を 

もれ は 一 



る K 過ぎな 

讀書カ を 養 

感 激 を、 生 徒 

は 言 ふまで 

底、 十 分 を 期 

ならない。 

知 り、 且 つ 乙 

學史 の敎授 

いひ 放して 

ると， S へよ 

るの はな ほ 

の 特徵が 現 

層の 困難で 



S の 

ふ 解 

r 得 

も な 

す る 



れ を 

？ p な 

も 置 

易 い 

れ て 

あ る 



で、， V れらの 作 品、 作 家の 全貌 を 窺 ふに は 足 

釋に 止めるならば 容易い が、 乙れ らの 鑑賞 

めようと する の であるか ら、 敎 授も 生や 



は、 少 く と も、 古 今の 國文學 につい て、 よ く 

各種 形態の 變 遷、 發 展、 各 作 品、 各 詩 人、 各 作 

^敎へ 示す ベ き、 適 當 な る 言 葉 を も 用意 

/\ 困難な ものと される が、 を れは まだ 

るが、 乙れ は 一 々實 例に ついての 指導で 

へ ば、 新 古今 集の 歌の 特 徵、， V の 長所 はか 

1 々の 作品に つい て、 そ の いづれ のと 乙 

る か を、 指 導す るの が、 讀 本の 敎材 の敎授 

思 はれる ので ある。 今の 中等 學校 以上 



一 七 〇 

の 如 く、 片 膦 を 

ろ ない。 もれ 

によつ て、 相當 

さし. s 乙 とで 

知る と NJ ろ が 

家 の特徵 に つ 

せねば なる ま 

よい。 それ は 

あるから 二 層 

く /( \ と文學 

ろ に、 ど う s ふ 

であらう から 

の 國語講 讀 が 



多く は 語 

難で ある 

^於け る 

的 の 素養 

ベ る と、 高 

一部の 相 

當に 理解 

上 に、 名作 

ので ある 

意義 使命 

よく 理解 

7J れを理 

十分 を國 

する p 



句 の 知識 的敎授 

から 已 む を 得な 

敎材は 甚だ 博 S 

を 各方 面の 文學 

等學校 はま だよ 

當 の 分量 を 課し 

さして やる 乙 と 

の 片鱗 を 示して 

から、 一 層 困難で 

を 理解し、 そ の 敎 

し て、 先づ 國語科 

解し て、 同情し 助 

語 敎 員に 望む の 

を 缺 くもので あ 



^止う 勝ちで あるの も 乙 の點 から 見て 鑑賞 は餘 うに 困 

S ものが あると もい はばい へる。 實際 中等 學 校の 讀本 

" 敎師 として？ P 乙 れを滿 足に 鑑賞し 得べ き. 基 礎 的. 豫 備 

に 持つ 乙と は 、中々 望んでも 難い 乙と である。 それ^ 比 

い。 限られた 古典 文學に 敎材は 採られて ぬる 上に、 一部 

得る ので あるか ら、 M の 方なら ば- 專 門 家なら ば、 誰 しも 相 

が出來 るので ある。 が、 中 等 學校讀 本 は廣く 亙って. Q る 

全部 を 了解させる やうに しな けれ ば、 十 分 徹底し な. S も 

あると も s へる。 余 は 世間 が 、今 の 中等 國語敎 育 の^の 

育の 困 難、 殊 に敎師 素養の 容易なら ぬ ものである 乙と を、 

敎員 自身の 自 重、 努 力 は 勿 論、 周 圍の敎 育界か ら、 全 社 會 が、 

力して やる 乙と が 必要と あ も ふ。 乙れ がな S 今 日、 獨 り 

は. 難き を 人に 求める 乙 ととな つ て、 餘 う K 國語敎 員に 對 

る。 



讀 本の 丈 章 一七 



摸倣の 時代 は 過ぎた 

今上陛下 朝見 式 勅語の 中に 仰せられた 『模擬 ヲ戒メ 創造 ヲ勗 メ』 とい ふ 卸 言 葉 

は 昭和の 御代の 國 民の 特に 注意し て， 聖 旨 を奉體 して その 實 現に 満身の 努力 を捧 

げ ねばならぬ ことと 信ずる。 何と なれ ば、 勅 語に かかる 御 趣旨 を拜 したの はこれ 

が はじめで、 昭和 親政の 御 精神 は實に 此の 點に 最も 力 强く拜 し 奉られる と拜 察さ 

れ るからで ある。 

謹んで 思 ふ に. 德 川 時代の 末期 我が 國が歐 米 各 國と接 觸を餘 儀な くさる る や、 彼 等 

の强大 なる 國 力、 燦 然 たる 文化に 驚 き、 東 方窒 居の 不可能 と、 世 界 の廣大 なる 舞臺に 

出づ るに は、 先づ 彼等の 科學 文明 を 輸入して 國 力の 充實 を圖る 乙と を 急務と する 

ことと を 知つ て、 廣-く 知識 を 世界に 求める と 共 に、 從 來の 陋習 を 破 却し て、 憲 法 を始 

英語 科處 分の 急務 一七 五 



阇語 問堪と 英語 科 間 題 

めと し 制度 文物の あらゆる 方面に 亙 ，5、 日 

來 たので ある。 それが 爲に約 半世紀の 短 

發 揚、 國 力の 充實を 成し 得た ので あつ て、 我 

して 非難すべき 理由 を 見出さない。 先輩 

の 大方 針に 對 して は 感謝 せざるを得ない 

敎育 制度の 如き は 固より 乙 の 方針に 由ゥ 

應 じて、 その 間に 多少の 變遷は ある が. 大 體 

れて 居る と s はねば ならぬ。 それで ある 

ヲ勗」 むる 御 精神の 實現を 思 ふ もの は、 必 

乙と を 怠って はならない。 昭和の 敎育制 

るに は、 S ろ の 方 案 も 立ち 得る。 いろ 

で どうしても 今日 に 於て 世の 注意 を 喚起 

かからねば ならない 問題の 一 つ は> 外國語 



I 七 六 

常 生活に 至る ま で、 盛 んに 摸擬を 力めて 

期に 於て， 歐米諸 强國の 班^ 伍し 國 威の 

々は 明治 以來の 此の方 針に 對 して は 決 

の 事蹟^ 多少の 不満 を持ゥ としても ビ 

と E.5 ふ。 

て 立てられ たもので、 時 代、 國 勢の 變 化に 

に 於て 當 初の 方針 は 依然として 連續さ 

か ら、 苟 も 文敎の 上で 「模擬 ヲ戒メ 創造 

ず 教育制度の 上に 適當な 改善 を 講ずる 

度 を 乙 の 御 精神に よって 改善 せんとす 

と 問題 も 提起し 得る。 併し. その 中 

し て、 適 當な 結論 を 作る こと を 準備して 

科の 處 分で あらう と 思 ふ。 



過重なる 外國語 科の 負擔 

現行の 各種 學校令 施行 細則に 由ク て、 外 國語 科の 時間 數を 見る と、 中 學 校に 在って 

は 一 週 全 時間 數第 一 學年 二十 九 時， 第 ニ學年 以上 三十 時間の 中、 外 國 語 は 

一 年 二 年 三年 四 年 . 五 年 

六 七 七 五 五 

となって. 0 て、 全 科目 九 乃至 一 〇 の 中、 外 國語 一 科の 占める 時數 は， 約 五分の 一 より 

六 分の 一 の 間にあるの である。 又 M れと 同じ 種類の 科目の 國語 及び 漢文 科に 比 

すると、 一 學 年に 於て 二 時間、 ニ學 年に 於て 一 時間 少 く、 三 學年^ 於て 一 時間 多 く、 四 

學 年五學 年^ 於で 同一 である。 以て 中學 校に 於て、 外國語 科が 如何に 多くの 時間 

を 費して 學 習され て. Q るかが わかる。 

次に 高等 女 學校令 施行 細則 を 見る^、 

英語 科處 分の 急務 一七 七 
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一年 二 年 三年 四 年 五 年 

外國語 ， 三 三 三 三 三 

となって ねる。 乙れ を國語 科に 比する と、 第 r 二、 三學 年に 於て 三時 間づ ゥ 少 く、 第 

四、 五 學 年に 於て 二 時間 づ っ少 い。 それで 乙れ を中學 校に 比すれ ば、 餘 程 負 擔が輕 

S ので ある が、 や はう 國 語、 裁 縫に 次いで 多くの 時間 を 取 ゥ て a る。 

師範 學校第 一 部で 見る と 

一年 二 年 三年 四 年 五 年 

： 辜 一 二 11. . S ニー】. -. ニー 一 

となって ぬ て、 全 時數 三十 四に 對 して は、 中 學 校、 女 學校 ほどに は 高率で な い が-な ほ 

國語 及び 漢 文、 歷 史 地 理、 數 學、 體 操と 共に 最も 時數の 多い 科目で ある。 

高等 學 校に 在って は、 文科に 於て ， 

： 一. 牟-. 二 年 . ニー 一年 

第一 外 九 八 八 ， 

第二 外 (四) (四) (四) 



理科に 於て 

第一 外 八 六 六 

第二 外 (四) (四) (四) 

となって &る。 第二 外國語 は隨意 科で あるが 二 科 を 兼修す る ものに は. 全 時數の 

三 十三 乃至 三十 二 に對し て、 三 分 ー强を 占めて ねる。 第一 外國 語の みを修 むる と 

し て も. 全 時數 二十 九 乃至 二十 八に 對 して 三分 一 近い もの を 占めて. Q る わけで、 如 

何に 外國 語の 負擔の 重い か は 言 はずと も 明瞭で ある。 

以上 は 中等 學校 以上の 學 校に 於け る 外國語 科の 負擔を 知る 便宜の 爲に、 主なる 學 

校の 規定 中から 摘記した ので ぁゥ て 、他 はこれ を 省略した。 乙れ に 由つ て、 大體、 我 

が 學校敎 育に 於て 外國語 科の 負擔の 頗る 重い ものである 7J と を 知る に 足る であ 

ら ラ。 

若し 國民 生活に 外國 語が 缺く ベから ざる ものである ならば、 乙の 重荷 もこれ を 忍 

i は 已むを 得な s が、 我 々の 見る 所で は、 國 民 生活に 外國 語の 必要で あると する 乙 

とが 甚だ 疑 ふべき 乙と である。 旣 にこれ が 疑 はれる 以 上、 國 民敎育 上の 重大問題 

英語 科處 分の 急務 一七.." 



S 語 間 題ぶ 英語 科 間 題 一八 0 

として 外國語 科の 處分を 攻究す る 乙と は 今日 の 急務で あると せざる を 得な い。 

乙れ が 我が 敢 へ て 乙乙 にこれ に 就 S て 卑見 を 述べ る 所以で ある。 

普通 敎育 は道樂 ではない 

先づ 下級 學 校の 上から 考 へ て 行かう" 小學 校に は 外 國語科 はない。 唯 特殊の 學校 

^之 を 置く ことが ゆるさ れ、 又 一 般 の小學 校で は 極めて 稀に 科 外に 課して ねる 所 

も ある が、 そ の 要 不要 は 自ら 上級 學 校に 乙の 科の 存す るか 否かに 支配 され、 又 補 習 

敎育ゃ 中等教育に 於け る 外國語 科の 必要 不必要の 論定に よって 知らる ると 思 ふ 

から 乙 M に は 省いて 置く。 

さ て、 小 學 補習 敎 育に 於て 外國語 科の 存置す る 必要 あう や 否や。 文部省の 規定^ 

よれば 都 畲地卽 ち 商業地 に 於て は、 乙れ を 存置す る とに なって- Q るが、 余 は 乙れ 

を廢 止すべき ものと 思 ふ。 嘗て 余の 住 地の 町に 於 て、 町 理事 者 は 補習 敎 育の 案 を 



立てて 、乙れ を學務 委員 會に 諮問した。 その 案に は、 英語 科 を 置く 乙と^ なって や 

て、 いるく 議論 はあっ^ が 結局 省令 は 無視し 難いと いふので 最少 限度の 時間^ 

課する と s ふ 乙と になった。 その 際 存置 論者の 說を 聞く と、 小學 補習 敎育 を受く 

る 町の 靑年 は、 家に 在クて 商業に 從事 する もの、 又は 他家^ 雇 はれて 商業の 見 奢 を 

なす もので あるか ら， 外 國 商品の レツ テ〃 を讀 み、 看 板の 英語 を 解す る爲に 必要で 

あると する か、 又 は 我が 國が 益々 强大 となる に隨 つて 彼等の 外人に 接する 機會が 

多くなる ベ きで あるから 必要で あると する かに は 出でなかった。 余 は M れ等の 

說に對 して 一 々批評 を 試みて 自說の 英語 科 無用 を 固持した。 乙 乙に それ を 約し 

ていへ ば、 外 國 商品の 品種の 識別 を 一 々外國 語の 理解に よってす るの は 、寧 ろ 迂遠 

のこと であう、 又實 際で. もない。 自分 は 常に 外國 煙草 を 到る ところで 買 ふ が、 g 員 

達 は その 品種 を 文字で 讀んで 賣る事 は殆ん どない。 箱の 模樣ゃ 色で 覺ぇ 込んで 

なる か、 又は 政府が 輸入 を 認めた 貼 紙^ 我が 國 字で 書いて ある もの を 讀んで 知ゥ 

て &る。 それで 商業に は 差 支へ ない。 老婆の 店番 をして &る 店で 買っても、 決し 

て 不便 を 感じな S7J と を 屢々 經驗 して ゐる。 煙草ば かりで はない。 何 品に 由ら 

英語 科處 分の 急務 一八 一 



國語 問題と 芙語嵙 問題 一八 二 

ず 同じ ことで 洋酒であって も、 藥 品であって も、 を の 他の 百貨 何に 由らず 同樣 であ 

る。 ^し 一 般が 今の 有様よう もっと 英語の 學習 をす る ものが 少 くなる なら ば、 輸 

入 品 を 取扱 ふ大 商店に 於て. 國 字で 記した 貼 紙 をす る やうになる に 相違ない から、 

乙ん な 理由で 少年 達 を 英語 科の 負擔で 苦しませる 要は 少しもない。 

f 板 を讀 むに 必要で あると s ふ 乙と も 取る に 足らない と 思 ふ。 一 體 我が 國の商 

店で 商品 や 看板に 外國語 をむ やみに 記した がるの は， 外 國崇拜 の 謬 想の 生み出し 

たもので あつ て、 大 國民 として はむしろ 乙れ を 恥と する のが 當然 である。 乙れ を 

^に 大國 民の 襟度で あると 誤解す る 人が あるなら ば、 我 又 何 を か 言 はんやで ある- 

東京の g 舖の 横文字に 氣を つけて みる と、 多 く は 口， 'マ 字 綴 の、 國 語 で、 英 語 は 甚だ 

少ぃ樣 である。 たまに は 藥種屋 の 看板に 獨逸語 を 見受け、 理髮 店の 看板に 佛蘭西 

語 を 見かけ^ 乙と も ある。 斯う S ふ 横文 宇で 記す 心理 はや， はら 外 國崇拜 の 精神 

か ら、 外 字、 外 國語を 記す？ - とに 依クて 顧客に 媚 び、 自 身 を 満足 させようと した もの 

で、 犟 なる 商人 根性から 出た もので あつ て、 決 してやむ を 得ざる 必要に 出^も ので 

まな"。 をの 證據に は 嘗て 外國 人の 立 入る 乙との ない 理髮 所に Bal-b ミ と 記して 



あった う、 到 底外國 人の 顧客 を 持つ 望の ない 店に Milk Hall と 記されて あったり す 

る の は、 余 に はむし^ 滑稽に さへ 感ぜられる。 斯うい ふ 外 國語を 一 々讀ん で， V の 

店の 種類 を 識別す る 様な 馬鹿 者、 迂 濶者は 今の 日本人に は 到底 あう 得ぬ 乙 とで あ 

る。 又！ -1 マ 字 綴らの 國語を 記す の は. 日本語 を 幾らか 覺 えて 日本 文字 を 知らぬ 

外國 人に は 便利 かも 知らぬ が、 日本人に は 何の 要 もな S ものである。 乙ん な もの 

は. 全然 讀 めなくても 國民 として 少しも 不都 合、 不 便 はない。 佘は 斯うい ふ 馬鹿げ 

た 看板 を 掲げて、 自國の 品位 を 失墜させる 乙と を 知らな い 外 國崇拜 の 迷夢 を先づ 

破 却す る M とが 急務で あると 思 ふ。 

次に 我が 國が 强大 になれば なるほど、 一般 國 民が 益々 英語 Ad 知る 必要が 生ずる で 

あらう と S ふ 說に對 して TP 、余 は 乙れ を 否定す る。 M の說 はいろ /\ に 分析され 

る が、 論 者 は 我が 國 力の 強大になる に隨ゥ て、 外 國に 移住し、 又は 商業 等の 用務で 外 

國に 行く ものが 多くな う. 又 外人との 取引の 增 すべき 爲に、 一 般國 民が 英語 を 知ら 

ねばなら ぬと い ふなら ば-そ れは その 必要の 生じた 時 に. 特 に考盧 すれば よい。 例 

へ ば 移民 學校を 起す と か、 速 成 的に 實用 英語 を敎授 する 施設 をす ると か、 を の 場合 

英語 科 * 分の 急務 一八 三 
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に は 色々 の 方 案 は あらう。 をの 必要の ない 今 日、 都 會 一般の 補， 生徒に 課する の 

要はない。 况んゃ ABC から 少しば かりの 英語 を覺 えたと し て、 そ れが かかる 場 

合に 何の 要 をな さう。 外 國崇拜 を 離れ、 因襲 を脫し てよ く考へ て みれば ビ んな事 

の 馬鹿げ 切った 事で ある 位 はすぐ わかる 喾 である。 

英語 は英 國の國 語で あるに 止らない。 世界語に 近 S ものであるが 故に 課せよ と 

いふ 說は 或は 成立ち 得る かも 知らぬ。 併し 佘は 論理の 成立 は 認めても、 實際 上の 

說 として は斷 じて 養成し 得な い。 世界語と S ふ 意義 はどう いふ 意義 か、 よ く 知ら 

な ハ が、 恐 らく 今日 世界で 最も 多くの 人に 用 ひられて ねる と いふ 意で あらう。 日 

本で 少しば かう 敎 はった 英語 は、 本場の 英國ロ ンド ン では ちっとも 役に立たな S 

とい ふ 經驗は 外遊 者の 多く 經驗 して 來る 事で ある。 ィ タリ-や、 ソビ ュ ッ ト 口 シ 

ャ などで は 固より 用 をな さない。 それで 英語 は 比較的に 國 語より 世界 各地に 役 

^立ク 場合が 多い とい ふだけ ならば 承認され る。 乙れ が 承認され たと して も、 我 

が小學 補習 敎 育にまで も 英語 嵙を 課する 必要 を 論定す る 乙と に はならない。 普 

A 敎育 は道樂 ではない。 必要で あらねば ならぬ。 道樂 ならば、 何 を 課する も 勝手 



である が、 必 要で ある 以 上、 卒 業しても 英語 一 通， 5 の讀解 は出來 ず、 手 紙 その他の 文 

書 は 綴れ ず、 英 語國 民との 會話 も出來 ない 英語 を 科する 乙と は斷 じて 否認し なけ 

れ ばなら な い。 



中學 校. は外國 語を廢 止す ベ し 

中學 校に 於け る 外國語 科の 價値 を考 へ るに は、 中學校 令の 示す 如 く、 中 學校敎 育 を 

普通 敎育 として 考 へ る 立場 と、 現 時の 實 際の 高 等， 專 門學 校の 豫備敎 育と して 考 へ 

る 立場と 二 ク の 立場が ある。 

先づ 乙れ を國民 普通 敎 育の 學 校と して みれ ば、 余 は 外 國語科 を 置く の 必要 はない 

と 信じて ぬる。 その 所以 は 現 時 我が 普通の 國民 として 社 會贮立 ゥには 英語 等外 

國語 を讀 み、 話 し、 書 く 必要の 存在 は 認め難いから とい ふに ある。 試みに 社 會の實 

務^ 就いて ねる 者 をみ よ。 學者 とか、 著述家と か、 新聞の 論說外 報の 記者と か、 特殊 

英語 科處 分の 急務 一八 五 



國語 問題と 英語 科 問題 

の 地位に ぬる 軍人と か、 外 務 省の 官吏と 

は外國 との 取引に 從事 する 商社の 社員 

語の 知識 を 役立てて 居る もの は ある ま 

その他の 所謂 中流 階 級、 中 等國民 は學校 

ある 外國 語の 多少の 知識 を 有して ぬる 

槪 してない ので ある。 乙れ は 決して 有 

必要 を 感じない ので ある。 新聞、 雜誌、 著 

民と して 立つ 人み、 も、 外 國 語で 記された 

識を 吸收 する の 必要 感じて ぬな いか 

を 苦しみ 拔 いて 得た 外國 語の 知識 を棄 

が どれ 程 あるかと 考 へ てみ る と、 ほ ん た 

である。 社會に 出て 役立てる 少數 者の 

國語 科に 苦勞 してね る 今の 學 制の 弊 を 

余が 斯う S ふ と、 或 は それ は事實 であら 



K 六 

か、 外國 語敎師 とか、 タ ィピス ト， 通 辯と か、 又 

とか 銀行業 者と か を 除 ら、 直 接に 外國 

s 。 大々 多 數の官 吏、 會 社 員、 商 ェ 業 者、 敎 員 

生活の 間に 最も 骨の 折れた 學 科の 一 つで 

に拘ら ず 、乙 れを 有益に 使用して ぬる 者 は 

效 K 使 はない ものの 怠惰で はない。 その 

書が 今日 ほど 發達 普及して は、 知 識 階級 國 

も の、 外 國で 出版され^ ものから 直接に 知 

ら である。 中學 校の 五 年、 高 等學 校の 三年 

てて， 役立てて わない 法學士 その他の 學士 

うに 今の 學 制が 馬鹿々々 しく 思 はれる の 

爲に かかる 多数の 人々 が犧牲 になつ て、 外 

痛感し な S では ぬられない ので ある。 

う。 併し， V の 役立てない 多數 者の 折角の 



寶を持 

し て、 我 

ベ き も 

力らず 

である 

種 書籍 

力 そ r 

る もの 

あ る。 

満す K 

學界と 

うに 自 

を 有 19 

科に よ 



ち 腐 

が國 

の で 

が 國 

〕 け 

の 出 



だ と 

口 S 

タ 0 

W 者 

出版 

ら を 

る 乙 

0 て 



れ 

版 

驚 



にす るの が 惡 

の 一 般に 書^ 

と 言 ふ 人が 



も、 今 

曰 み、 

れ行 

さ れ 



あ る 

^ に 

し た 

公平 



に 言 

の 新 

新聞 

よ く 

の で 

と は 

が 中 

の で 

み て 



い の だ 

親しむ 

ある 力 

へ ば、 餘 

聞の 廣 

の 重要 

も 力 力 

あ る。 

ので あ 

言 ふ ま 

流 知識 

はな か 

否認し 

もので 



と の 

書 に 

を 見 

吿欄 

大 き 



るから 

でもな 

階級の 慾 

らう か。 

難 S 所で 

補 ひ 得べき もので は ある ま 

英語 科處 分の 急務 一八 七 



に 我が 國民 はな どと 直 

少 い 弊な ど擧げ て、 外國 

ない。 をれ にも 一理 は 

親しむ 乙との 好きな 國 

て も、 出 版 は實に 盛んな 

を 埋めて. Q る。 よくも 

な 廣吿が 莫大な 料金 を 

誌 の 多 く、 好 書 人の 多き 

. 外 國語を 多く 知れば 知 

い が、 な ほ 好學の 風が 旺 

慾 望を满 ^すに 足らな 

。 い ろ ( の 點で歐 米 

あ る が、 そ れは 決して 

い。 歐 米の 知識 を 我 



に 歐米人 を 引出 

語 料の 罪 を 負 ふ 



あらう- 

民で は 

もので 

斯く多 

支拂ぅ 

は 知ら 

る まど. 

にな ク 

いと 見 

諸國に 

中學校 

に吸收 



, 遺 减 な 

ないやう 

ある。 各 

く. の圖書 

てな され 

れ るので 

此の 慾 を 

て も、 今 の 

る の は、 餘 

なほ 遜色 

の 外國語 

する の途 



國語 問題と 英語 科 間 題 



は な 

今 ま 

余 は 

科 の 



ほ 他 

ど 費 

以上 

廢止 



次 ぎ 

に 就 

分け 

け れ 



に 高 

S て 

て み 

學校 

ば な 



存 する。 さう して をの 途は、 若い 多數國 民の 

費 さな S で出來 得べ き NJ とで ある。 

く 見る が 故 に、 國 民 普通 敎育 



等 

ぺ 



として の 4 「の 中 



張す る- 



育と して の 中學校 



諸學 校の 豫備敎 育 

へて みょう。 乙れ 

ければ ならな い。 

進む もの は、 專門學 



らぬ。 社會の 實務の 



としての 中 

は 大學へ 進 

校 卒業後 社 

上 で は、 中學 



一 八 八 

ほどに 勞 せず、 



心 力 を 今 

學 校に は、 一 般に外 



學 校の 外 國語科 

む もの と、 專 門 學 

會の 業務に 就か 

校 卒業 者の 就く 



は 如 

校 へ 

う と 

ベ き 



進 

も 



國 語 



度の 高 く、 困 難な 所 も あらう が、 常 に 外國の 文書 を 取扱 ひ 外人に 接する 



分す ベ 

のと 二 

のと 解 

,5、 幾 ら 

もの は 



き 力 

ク に 

し な 

か 程 

た だ 



その 一部 

は 今日の 

家に して 

しな けれ 

校 の敎育 

止す ベ し 

進んで 大 

うか。 大 

研究に 適 

に 唯 職 を 

官公 私立 

職分に 向 

て 乙 そ、 眞 

育の 一 機 



に 過ぎな い で、 多 

實際 である が、 將 

獨立國 として 發 

ば 動 まらな い や 

r は、 全然 國語 を 

と 主張したい。 

學に 入らう とす 

學は學 術 の 蘊奥 

する 能力と 事情 

求 め、 立 身 出世 を 

の 大學に 入る も 

つて 直進して & 

の 目的 を 遂 ぐべ 

關 としての 中學 

英語 科處 分の 急務 



數は國 語 を 

來を豫 想し 

展 して 行く 

うな 乙 と は 

使用す る 乙 

る ものの 爲 

を究 むる 所 

とに 惠 まれ 

しょうと す 

のの 大多數 

ない。 もつ 

きで あらう 

校の 外國語 



讀 み、 書 き、 話 せば 事足 



て も 如何に 

限 う、 官 省、 會 

な S 喾でぁ 

とお 前提に 

に、 中 學 校の 

で あ り、 學 者 

たもの の 入 

る ものの 入 

は をの 道 を 

と 學生を 嚴 

。 佘は 斯う 

科を考 へる- 



社、 そ の 

る。 斯 

し て、 外 

外國語 

になら 

る ベ き 

る ベ き 

あやま 

PJ し、 少 

S ふ 見 



係 

ク 



り- る も 

が密を 

の實務 

いふ 理 

語 科 は 

は 如何 

と 志 し 

府 であ 

ではな 

て をう 

に し、， V 

から、 大 



ので あ 

加 へ て 

者が 外 

由 で、 佘 

中學校 

にす ベ 

又は 眞 

る。 現 

い。 余 

■ 大學 は 

の門戶 

學敎育 

一 八 九 



る。 これ 

も、 我 が 國 

國語を 解 

は 專門學 

に 於て 廢 

きで あら 

に學 術の 

在の やう 

の考 では、 

嚴 ^をの 

を 狭く し 

の 豫備敎 



國語間 題と 英語 科 間 題 



すれば、 學 術の 研究 は 

三 に通曉 する を 便と 

の 何處か で、 外 國 語 を 

は 高等 學校 がその 任 

外國 語の 學習を 中學 



大學 を學 術の 蘊奧 を究む る 最高の 學府と 

必要と する 立場 か ら、 大 學生 は外國 語の 二 

ない。 M の 立場から して、 大學の 豫備敎 育 

設けなければ ならない。 今の 學校 系統で 

して ぬる 乙と に は 誰も 異論 はなから う 

ならぬ と S ふ^ は 疑の 餘 地が 存 する。 

余 は 此の 外國 語科處 分に 就いて、 二 クの案 

校 乃至 二 校 位の 外 國語科 を 置く 中 學校を 

べしと s ふので ある。 大學の 門戶は 現在 

して 先 づ中學 校に 關門を 置 S て、 將 來學者 

て 社 會に對 して は 大學敎 育 萬 能の 迷夢 を 

官 省ゃ會 社な ど で、 人 を 探 用 し、 簡 拔す るに 

有能の 人物 を その 能力 相 應に探 用 し、 簡 拔 する やう^し、 又 社會の 

資と 尊い 年月 を 費して 得る 大學敎 育 が、 社 會 の實務 上で は それ ほ 



を考 へて ねる。 をの 

特設 し て、 他 の 學校は 

ようむし K- 縮小す ベ 

た， 5 得べ きも の の み 

覺ま さす やうに し 向 

、學校 卒業の 經歷 や、 肩 



悉 

書 



面 

て 



一 九 o 

に 於て 博覽を 

は 言 ふまで も 

させる 制度 を 

たる に 最も 適 

始めなければ 



は 

あ 

行 



な ど 

人 み、 



府縣に 一 

を 廢 止す 

か ら、 斯 う 

せ、 さ うし 

がよ い。 

拘泥せ ず、 

多 數の學 



ど 有效な もので 



な く、 又 立身出世の 爲に もさして 役立た な 

門 を 潜ら せ、 借 金まで して 子弟 を 大學に 送 

力と 事情. との 許す ものの みが 大學に 進み 

然に 大學の 門戶狹 小の 感は 薄らぐ に 相違 

醒 とが 相俟って 進んで 行けば 二 府縣に 一 

案 は 十分に 成立の 可能性が あると 信ずる 

今一 つの 案 は 高等 學 校から 外國 語の 學習 

の 目的 が、 外 國 人の やう ^ 外 國語を 話 し、 聞 

ば、 固 よう 一 年で も 年少の 時から 始める が 

の爲 に外國 語の 必要なる は、 外 國書を 讀 む 

綴 方 も 出 來れば 、これに 越した M と はない 

に 立つ 程 進んで， Q ない。 多 數の大 學生は 

最 上 で、 會 話で は內地 在留の 外國 人相 手に 

外 國語學 習の 方針 を讀 解に 重き を 置く 乙 

英語 科處 分の 急務 



いと 知って 來れ ば、 何 も苦勞 して 大學の 

う 込む にも 及ばない と 悟つ て、 自 然^ 能 

入る 乙 とになる であらう から- rJTJ に自 

ない。 斯うして 學 制の 改善と： M 會の覺 

乃至 二 の 外 國語科 特設の 中 學校を 置く 

ので ある。 

を 始める とい ふので ある。 外 國語學 習 

き-書 き、 且 っ讀 むと s ふこと にあるなら 

よい 乙と はいふまで もない。 併し 學者 

とい ふ點に 多く 存 する。 會話ゃ 文書の 

が、 そ の 方面で は 現在の 制度で も 多く 役 

專門 學の參 考外國 書を讀 み 得る ものが 

すら 甚だ 覺 束な い ので あるか ら、 む し k: 

とに 定め て、 力 を M の 方面に 集中 させれ 

1 九 一 



國語 問題と 英語 科 問題 一九二 

ば 高等 學 校から 始めて も、 決 して 全然 不成績に 終る とは豫 想され ない。 若し 乙の 

案 を 探 用して 中學 校の 外 國語科 を全廢 する 乙と を 得れ ば、 當 然 それに 要して. Q る 

時間 は 他 科に 振う 向ける ことが 出來 るの で、 高 等學 校^ 於て は、 その 振り向けられ 

た 時間 を 減じて. 乙れ を 外國語 科に 當て 得る の で、 現 在より 時 數を增 加して 課する 

M とが 出 來、 又 會話 作文の 時間 も 節約して 乙 れを譯 讀に用 ふれ ば 、蟹 解 力で は 現在 

に 劣らざる 結果 を 得べき 乙 とすら 豫 想され ない 乙と はない ので ある。 

現在の やうに 學 術の 蘊奥 をき はめる に 不適 當な多 數學生 が、 大 學の門 戶に押 寄せ 

る か ら、 勢 大學 の敎育 も、 大 學の眞 の 職分に 忠實 であ も 得な くな つ て、 大學 とも 專門 

學校 ともつ かない ものに なり 勝ちで ある。 乙れ は 高等 學校 でも 同じ 乙 とで ある。 

眞^ 學才に 富む 優秀な 學生 のみが 高等 學 校に 入り 得る 乙と となれ ば、 自 然に學 科 

の 程度 も 進步も 高まう 得べき であるから 、乙の 方 案の 成立 をみ た ら、 案 外に 外國語 

その他の 諸學 科の 成績 は 見るべき ものと なる かも 知れない。 外 國語學 習 を 高等 

學 校から 始める とい ふ 案 も 十分に 成立の 可能性が あると 思 ふ。 



專門學 校の 外國語 科廢止 

專門學 校 は 專門學 校 令に よれ ば、 高 等の 學術 技藝 を授 くる 所で ある。 蓋し 本 令の 

求めて &る所 は 中等 學校 程度の 普通 敎育を 受けた もの が、 進 んで專 門 的に 或學術 

技藝を 修め て、 そ の學び 得た 所 を實 際に 應用 せんとす る もの を敎 育す る ^あると 

思 ふ。 卽ち 大學の やうに 學者を 養 はう とする のでな くし て、 實 務 家、 技 術 家 を 作ら 

うとす るので ある。 文科 的、 理 科 的^ 學 科の 種類 は 種々 に 分れて ねる が、 專 門學校 

現在の 有樣で は、 國 語 を 以て 敎授 し、 國 文の 參考書 を 用 ひて ねる のが 一 般 である。 

醫科 などで は 多くの 獨逸單 語 を國語 中^ 混用 し、 獨 逸文の 參考窨 を 用 ひる やうな 

ことがあ るか 知らぬ が、 そ れも眞 の 必要から 來 てね るか どうか。 明治時代から 習 

慣 的 に、 無 反省 的に さう してぬ ると. S ふので は あるまい か。 例 へば 我が 研究 成績 

を發 表する ^も 獨 逸文で 獨逸 の 醫學界 にす る 乙と を 偉い とする やうな 乙と が 無 

英語 科處 分の 急務 一九 一一 一 



國語 問題と 

反省に 行 はれて わ 

講義に 患者の 解し 

れをば 專門學 校^ 

う s ふ 小さい 乙と 

今の 專門學 校の 弊 

ふ。 卽ち學 者と し 

進んで 獨 力で 研究 

(工科の 爲 にはェ 

に、 满 足の 效果を 得 

し た 知識と 社會で 

育 組織 上の 缺陷が 

不急なる 學科を も 

うい ふ 立場から も 

高等 師範の 文科 的 



英語 科 問題 一九 四 



る やうな 乙と がな い で 

得ない 外 國語を 用 ふる 

於け る 外 國語科 必須の 

は 自ら 別問題と して 考 

は、 學問 とそ の應 用の 兩 

て をの 學の 蘊奧を 究め 

を 深めて 行く 乙と が 出 

場、 商 科の 爲には 會社銀 

てなない と s ふ 乙と が 

の實務 とが 各み、 隔離し 

あるので あらう。 をれ 

整理す る やうな 乙と を 

唱 ベら れ るで あらう。 

學科 として は、 國語 漢文 



あらう か。 固よう 患者 を 前にす る 臨床 

ことに は 或 便利が あるので あらう が、 そ 

理由に する の は 履き 違へ であらう。 さ 

盧す べきで ある。 

方面に 共に 不徹底で ある 點に 在る と 思 

ん とする に は、 甚礎學 の 知識が 不十分で， 

來 ず、 應 用の 方面で もまお 敎 室と 實習場 

行の 如き) との 連絡が 不十分で ある 爲 

一番 著し S も ので あら 5。 學 校で 學習 

て、 渾 然 たる 一 致 を 得て ぬない と S ふ敎 

に は 全 體の敎 育 組織 を 改善す ると 共に、 

斷行 せねば ならぬ。 外國 語科廢 止は斯 

科、 地理 歷史 科、 英語 科が ある。 英語 科 は 



問題外で あるから いはぬ が、 國語 漢文 科-地理 歷史科 K 英語 を 課して ぬるの は 何の 

意 味、 何 の 必要から であらう。 同じ 文部省 所管であって、 同じ 中等 敎員を 作る 機關 

として 存 する 中等 敎員撿 定試驗 の 方で は、 國語 科、 漢文 科、 地理 科、 歷史 科で は 受驗者 

は外國 語の 知識 を 有しな s もの を 基礎と して ある。 問題に も 外國語 ゃ外國 文字 

は 一 切 用 ひな いこ とに なって ぬる。 勿論 受驗者 の 中には 一 二 の 外國語 を相當 に 

讀み 得る もの も 交る であら う が、 多 く は 殆ど 外 國語を 解し な. いもので ある。 文部 

省 はさう s ふ もの の 中等 學 校の 國語、 漢文、 地 理 、歴史の 敎師 たる 資格 を 認めて、 敎員 

免許 狀 を授與 して &る。 同じ 中等 學 校の 同じ 學 科の 敎 員た るに、 一 方に は 英語の 

知 i!i を 必要と し、 他 方に は それ を、 必 要と しないと いふの は、 矛 盾で はなから うか。 

かかる 矛盾が 別に 問題と ならず に、 世 に 認められて & ると いふ 事 をれ 自身が、 これ 

らの 科の 敎員 たるに は外國 語の 知識 を 必須と しな s とい ふ 現 狀を證 明. し てぬる 

と s へる ので ある。 乙れ は 一例で ある が、 專門學 校 卒業 者 の實 務の實 際と 專門學 

校の 學 科の 知識と が 一 致 を缺 いて を う、 學 校で 學 習した 知識 が、 實 務 上に 十分に 役 

立た. ない とい ふ事實 は、 よ く考 へて みれ ば、 多 くの 方面に 氣づ かれる と 思 ふ。 斯う 

英語 科處 分の 急務 一九 1 



國語 問題と 英語^: 問題 一九 六 

考 へて 來る と、 專 門學 校に 於け る 外 國語科 も 設置 を 必要と する 理由 は 甚だ 薄弱で、 

しる Itt 會の實 状 と、 學 校の 目的から みて 廢 止すべき ものであると 考へ るので あ 



る „ 



人物 考査 方針 の 改善 

人の 學問 をな し 、寧 校に 入る 動機に は、 いる /\ あう 得る 

知識欲 满 足の 爲、 職 業 を 得 る 爲、 立 身 出世の 爲 などが 複合 

中で も 職業 を 得る 爲と 立身出世の 爲 とが、 一 番 多く 學生 

諸學 校へ 引き寄せて ぬると 思 はれる。 非常に 多 數の靑 

校 や、 大 學豫 科の 門 を 指して 押し 寄 せ、 を の爲に 激烈な 選 

全 國の受 驗學生 をして、 所謂 試驗蟲 たらし め、 神 經 衰弱に 

死に 至らし めて & るので あらう。 乙れ 等 多 數の靑 年 は 



が、 實際 に は、 人格 修養の 爲， 

して ぬるで あらう。 その 

生徒 を大 學、 專 門 學 校、 中 等 

年が 中 學校を 出 て、 高等 學 

拔試驗 の 競 爭が行 はれて、 

罹らせ. 往 々悲慘 な 發狂ゃ 

何故に かかる 苦痛 を 嘗め， 



かかる 困難 を 凌 S で も、 高 等 學校ゃ 大學豫 科 を 指す ので あらう。 世に立ち、 一 個の 

人間と して 働き、 一 國の國 民と して 生くべき 途 は、 他 にいく らも あるの に、， v れを知 

ら つつな ほこの 一 ゥの途 にの み 激甚な 競爭を 甘んじて 就かう とする の は、 一 ^立 

派な 職務 K 就 き、 立 身 出世 をす るの 途が 、この 門戶を 出づる ものに のみ 開けて ぬる 

からで ある。 彼等が 高 等 學 校、 大 學豫 科の 門に 入らう とする 動機 は 、この 立身出世 

とい ふ景 後の 希望に あると 云っても 過 言 ではな からう。 官吏と な ゥ て 局長 以上 

に 出世す るに は 帝大の 法科 經濟科 を 出なければ ならない ので ある。 會社 銀行の 

幹部に 立 クには 商科 大學ゃ 慶應大 學ゃ帝 大卒 業の 經歷を 持たねば 不可能で ある 

と S ふ 言 ひ傳 へ-又 その 事實 が、 斯 う いふ 大學 繁昌の 現狀を 生み出し てぬる に 相違 

ない。 大學敎 育 を 受けた 國 民が 多くなる とい ふ 事 は 一 面で 喜ぶべき 乙 とに はま 

違ない が 又 一 面に 於て は それ 等の 人の 多數 が、 眞 に 大學敎 育の 目的に 進んで ぬな 

いとい ふ 事實を 示して. Q るので ある。 乙 IV- に國 家、 社 會 として は 十分に 考究して 

適當 な處理 しなければ ならな い。 

大學は 立身 出 f の爲 K 設けられた もので はな い 乙と は 言 ふまで もない が、 現 在 に 

英語 科處 分の^ 務 一..？ 七 



國語間 題と 英語 科 間 題 一九 八 

於て 立身出世 ゅ爲の 大學と 化し 去 ク て a ると s ふ 事實を 矯正して、 大學 をして 眞 

の 目的に 向って 邁進せ しめる と 共 に、 無 益に 多くの 年月 を 大學敎 育の 爲に費 し、 多 

額の 學費 と、 多 分の 能力 を 消費して わる 學生を 他に 向ける やう に、 國 家の 制度な う、 

社畲 の舊慣 なう を 改善す る ことが 急務で は あるまい か。 もれに は 官吏の 任 命、 簡 

拔の方 法、 慣 習 を 改善 し、 銀 行、 會 社に 於ても 同 樣從來 の 方 法、 慣 例に 改善 を 加 ふる 乙 

と が 必 要 な 事で ある。 

探 用す る靑 年の 人物 考査と s ふ ものに は、 いる /\ の 方面が ある。 

L 性格 ぇ專 門の 學術、 技藝 &社會 、人間に 關 する 理解 4. 思想 

等 を 考査し て、.， V の 全人格 を 知らう とする の が、 官 省、 銀 行、 會 社 等の 人物 考査で あら 

うと 思 ふ。 然るに 現在の 考査 方法で は餘 りに 學歷 とい ふ點に 重き を 置き 過ぎて 

&る。 學歷 なる もの は、 主 として 第二 の 專門學 術の 力 を保證 してぬ る ものである 

實務 の點は 必ずしも 保證し 得て ねる と は s ひ 難 s 。 今の 學制 ゃ學椟 設備で なし 

得 る敎 育に は、 專 門 知識の 應用 としての 技能 方面に は大ぃ に 缺陷が ある。 工業の 

大學 ゃ專門 程度の 學 校で 學 習した もので も、 二三 年 乃至 をれ 以上 工場で 實 習した 



ものと 匹敵す ベ き 技能 を 有する と は 保證し 難から う。 大 學ゃ專 門 程度の 商業 學 

校の 卒業生 が、 直 ちに 銀 行、 會 社の 某 諜に探 用され て- 實務 にまでつ かないで 役に立 

つべ しと は 信じ 難い。 學校敎 育 は 勿論 性格 の 訓練 や、 思想 の 啓發、 練磨 の 上に も 有 

效 である が、 そ れ としても 人物 銓衡の 唯一 の 標準と して 學歷を 重んじさせる ほど 

有效な もので あらう か。 さう いふ 乙と は學 校外の 社 會、 實 務の 世界に あっても 相 

當 に出來 るの が、 現 今 社 會の實 情で はな s だら うか。 佘 はあくまで も 學校敎 育 を 

尊重す る ものである が、 併 し 今の 一 般の 人物 考査 法で は餘 うに 學校 經歷を 重要し 

過ぎて. Q ると 見る。 

所 謂 實 地の 經 驗、 卽 ち 實務の 練習と S ふ 乙と も、 學 校經歷 ^匹敵す ベ きものと して 

れを 重視す ベ きもので はなから うか。 斯う 考 へ て來 ると 探 用の 第 一 月、 第 一 年 

に 於て は、 學歷 なる ものが 相當に 有意義に 考 へられる であらう が 、を れもニ 年 三年 

と 過ぎ 五 年 十 年と 重なるに 隨 つて、 その 意義 を少 くして 來る であらう。 を して 實 

務の練 習、 社 會 の 經 驗、， V れ から 自己の 學 習、 練 磨 が、 學 歷ょ， 9 は 一 層 その 全人格の 上 

に 有意義に なって 來る であらう。 さうな つて 來た 人々 の 上に ま で、 何 時まで も學 

英語 科處 分の 急務 一九 九 



國語間 題と 英語 科 問 週 

歷を考 へ、 彼 は 某 大學の 卒業 だ、 彼 は 同級 中の 

へて 來 るの は、 む しろ 滑秸に 類す るで はな か 

官 省、 銀 行、 會 社 等に 於け る 人物の 採 用、 筒 拔 の 

矯 め て、.， V の 時、， V の 時に 於け る 人々 の 全人格 

を 目標と して 進む 靑年 は、 何 を 苦しんで 大學 

に 大學の 門 戶は狹 めら れ、 高 等 程度の 學 校に 

るで あらう。 さう して 自然に 大學と 專門學 

な區 別が なくな り、 立 身 出世の 點 からの 不權 

生、 專 門 學校生 は 專門學 校 生と して、 前途に 苦 

的^ 進む 7- とが 出來 るで あらう。 

從來 の歐米 崇拜の 精神から 來 たもので あら 

歷を重 じて 来たのに は、 外 國語を 解 するとい 

様で ある。 外國 甞を讀 み、 外 國の新 知識 を 吸 

じ が、 自 然に 學歷を 重んじさせて 來 たやう で 



二 0〇 

首位に. もの だと 筒拔 銓衡 上に 考 

らう か。 

方法 を 改め て、 學 歷を過 重視す る 弊 を 

を 考査す ると s ふ 乙 とに なれ ば、 實 務 

の門戶 にの み 行かう としょう。 自然 

於け る 入 學難も 自然に 緩和され て來 

校 卒業 者と の 間の 採用、 筒拔の 無意義 

衡の弊 もなくなる か ら、 大 學生 は大學 

盧 する 所な く、 安 心して をの 立てた 目 

う か、 官 省、 銀 行、 會 社 等の 人物 考査 上學 

ふこと を 重視す る 感じが 伴って ぬた 

收 して 先驅 者^う 得べき 人と S ふ感 

ある。 果して 然， 5 とせば 、をれ は 今日 



に 於て は 過去の 殘物 として 葬う 去るべき であらう。 社會 の實狀 から 見 て、 外 國 語 

知識の 有無が 人物の 探 用、 簡 拔の上 に、 さ う S ふ 意義 を 持ち 得ない 乙と は、 今 乙 乙に 

繰 返す 要はない ので ある。 佘は學 校に 於け る 外國語 科の 處分 問題 を 提起す るに 

當 つ て は、 社 會に 於け る 人物の 探 用、 簡 拔 法に 就いて 社會 重要の 地位^ ある 人々 の 

覺醒を 促す 乙との 必要 缺く ベから ざる を 感ずる。. 乙の 方法に して 誤って をれば、 

學制 など 如何に 變へ ても學 生生 徒 は、 自 然に 立身出世に 利便な 學校 系統に のみ 走 

つ て、 新 し ぃ學制 は實行 困難に 陷るを 恐れる ので ある。 

大飜譯 局の 設置 

中等 學梭の 外國語 科を廢 止す る 結果 は、 外 國語 解せ ざる 普通 國 民が 多 數出來 る 

とい ふ 乙と を豫 想させる。 外國窨 から 直接^ 知 識、 思 想 を 吸收 する もの の 減ずる 

乙 ととなる ので ある。 (實際 は 今日に 於ても 外 國書を 常に 讀ん でね る もの は 甚だ 

英語 科處 分の 急務 二 〇 一 



國語 問題と 英語 科 問題 



少 S 

像 さ 

Z と 

し、 局 

國 語 

譯者 

準 は 

民 間 



が) 

れ な 

で あ 

譯局 

に は 

の 手 

各種 

。- 事 



學全 集で 

る 設備 を 

う、 時尙 に 

はない。 



乙れ が國 

い 力 萬 全 

る 

の 組織の 

英、 獨、 佛、 等 

に 精し く、 

で譯 して、 

專門學 中 

業と して、 

あると か 

持た なく 

媚びる 傾 

況 ん や、 か 



民の 思 

の 策と 

細かな 

の國語 

文章に 

NJ れを 

で 現代 

世界 聖 

いふ 類 

て もよ 

向 を 作 

か る 設 



想、 知 識の上 

し て は、 外 國 

7J と はさて 

に 精通して 

堪能な 人 を 

公刊. する <vj 

の 學問ゃ 思 

典の 全集で 

が翻譯 され 

いやう であ 

る 虞 ^ある 

備は 決して 



に 憂 

語 科 



置 

. を 

. 出 

ゝ 

多 



ふべ 

各 科 

し た 

镍益 

と か. 

さ れ 

れ ど 

力 力 

の 國 



き 結果 を 

と共^ 國 

專 門の 權 

の專 門學 

譯者 とし- 

い。 而 し 

すべ き K 

世界 大思 

てぬる 今 

も 民間 

る 機關の 

資を耍 す 



家 



來 すべし 

が 大翻譯 

ある 學者 

に 造 詣 深 

員の 選擇 

專門學 者 

高 い 著述" 

全集で あ 

であるか 

事業と し 

置 は 決し 

もので も 



二 0 二 

とも 固よ， ON 想 

局 を 新設す る 

で 委員 を 組織 

く、 且 又 併せて 

した もの を 翻 

の選擇 する 標 

文學 とし^い。 

る と か、 世界 文 

ら、 國 .k の 力 力 

て は 新奇に 走 

て 無用の 業で 

あるまい。 多 



數の 外語 敎員を 置く 費用に 比 ぶれば 實に少 いもので あらう。 



現 時 我が 

の考 へで 

反省な く 

を 或 程度 

んだ でも 

ぃ學 生な 

所から、 一 

外 國語科 



以上 述べ 

としない 



想界 の混亂 にあた つ て、 思 想 調節の 事が いろく 考 

, 我が 思想 混亂の 一 つの 原因 は外國 思想 輸入の 混亂 

て 珍奇な 說、 時 尙に投 ずべ き 思想 を 輸入す る 所^ あ 



へられて 

にある。 

る。 それ 



する 人々 が、 や ゃ外國 書に 親しみ 得る 

く、 珍 奇な もの に 向 ふ 心 か ら、 興 眛 本位 

^讀 まれ て、 西 洋に 於ても まだ 成熟し 

我が 思想 を 混 亂に導 S てぬると 思 ふ 

理は、 思想の 整理 調節の 上から も、 亦 を 



に 至 う、 博 く 考 

などから 譯出 

てぬな. s 思想 

ので ある。 果 

の 必要が いは 



察 

ォ 



國民的 自覺を 促すべし 

て來 た外國 語科處 分に 關 する 意見 は 現代 國民 生活の 上 

と S ふ考へ の 上に 立った ものである が、 又 同時に 國 民生 

英語 科處 分の 急務 



も の 

の 輸 

然ら 

の で 



_Q る。 余 

深. S &5 慮 

は 外國語 

研究 を 積 

が、 一 般 若 

入され る 

とすれば、 

あ る。 



外 國 

の 上 
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語 を 必要 

に 自 覺、 自 



國語 問題と 英語 科 問題 二 〇 四 

尊 を 促す を 必要と する 見地 か 

に 1 言 して 置きたい。 國 民の. 

なければ ならぬ。 自尊が 强く 

で あ る、 自 國の 文化 は 低級で あ 

は 知らず 識らず 妨げられ る。 

陋見^ 以て、 IVJ の 世界的 日本の 

民 生活の 中心と なる ベ き大精 

して 疑 はない。 縦に 三千 年 を 

現代 精神お 得て、 乙れ を もれに 

されて、 始めて 現代 國 民の 創造的 生活が 赞まれ 5£ ると 

は 明治 以來の 因襲の 破るべき は 破って" ヒ rO に 新に すべき もの を 新に 

急務で ある。 をして 外國語 科の 處分は それが 爲に 急務 中の 八 1 務と考 へ ら れ 

である。 

必要で ない 外國 語の 學 習の 爲に 多大の 苦勞と 時間と を 生徒に 課して ねる ばかう 



ら も、 ヒ れを 主張 せん 

生活 を 創造的に する 

ならねば ならぬ。 白 

ると する 考 へが あつ 

敢 へ て德川 時代の 國 

乙 と を 律しょう とす 

神 は國民 特有の 精神 

賞く 所の 傳統 精神が 

調和し 統 一 して、 昭和 

的 生活が 營 まれ 得る 

は 破って、 ヒ M に 新に 

の 處分は それが 爲に 



す 5 

は、 も 

に 對 

は， 乙 

者 の 

考 へ 

あ ら 

立し 

民 の 

思 ^ 

ベ き 

務中 



もので あ 

乙に 國民 

して 自分 

の 創造的 

唱へ たや 

は毫頭 も 

ねばなら 

て 乙 そ、 横 

あらゆる 

ので ある 

もの を 新 

の 急務と 
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^な 

Z と 

世界 
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そ れ 

す る 
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z Z 
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的 な 

ま き E 

貫 く 
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とが 
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で な く、 此 の國民 的自覺 自尊の 障害で あると いふ 點 でも、 一 日 も 早く 無用な 外國語 

科の 重 s 負 擔から 靑年を 解放す る 乙と を 必要と する。 

(昭和 二 年 五月 號 現代) 
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「現代」 記者 足下 

貴社が 我が 國敎育 制度の 根本的 改善 を 企てて、 先づ 英語 科 間 題に 各方 面の 所見 を 

徵 せられた と は、 實 ^時勢に 適切な 擧 であう ました。 五箇 月に 互. つて、 廢止 說、 隨 

意 科 說、 時 間數 減少 說、 敎 授法 改善 說等 いろくの 意見が 出て、 此の 重大問題の 考察 

によ S 資料 を 得た 乙 と、 又 廣く 社會の 注意 を 喚起し て、 問 題 解決に 一 步を 進め 得た 

Z と は、 貴 社の 大成功と して、 M 、 に 慶びの 意 を 表します。 私 は 可な う 以前から 中 

等 學 校、 專 門學 校の 該科 廢止說 を抱懷 して、 ヒれを 世間に 問 はう と考 へな が ら、 其 の 

機 會を得 かねて & ました が、 ヒ の 度 貴社が 、乙の 好機 會と 恰好の 舞臺 を與 へ て くれ 

られ たこと は、 私と して 感謝 K 堪 へな S と 乙 ろで あらます。 實際 かかる 問題 は あ 

英語 科廢 止の 論爭に 就いて 二 0 九 . 



國語 問題と 英語 科 間 題 

ら ゆる 階 級、 あ ら ゆる 種類の 人と 

とかく 一 局部の 意見 を 聞き、 一 部 

畫 も、 意 見 も 效の少 くなる の慽 

舞臺 であった 乙と を 信ずる の 

に 於け る 「現代」 の 舞 臺を閉 

ます。 論 爭には 限ら は あう ま 

な どが 混じて 來 て、 眞 面目で あ 

まふ 虞 も あるし 又旣に 出づべ 

れ だけで 當局者 や 識者の 

上の 進むべき 途 は、 も う ど 

の で、 Z の企圖 はこ 乙に 一 

「現代」 記者 足下 

私 はこの 大 問題に 口 を 切 

を 主張す る 一 人と し てビ 



考究、 

の 途 

段落 

の 際 



み 

ぺ 



共 

力 

力 



吿 げ 



攻究す 

五 思 見 を 

ら ま す- 

ま す， 

とな さ 

. 併し餘 

大 問題 

な 論 は 

資 とし 

促 進 實 

させる 



べき もので、 一 

聞 s て もら ふ 

うい ふ 意 



一 i 

力 

さ て 

る 考 

う に 

の 論 

出盡 

て は 

際 蓮 



又 十月 

に も、 私 

長き に 

爭 が、 小 

くした 

十分で 

動で あ 



のが 適 當 で 



乙 



人、 殊 に 中 等、 高 等、 寡 門 學 

こ ^ 再び 一 言 させても 



あ 

ら 



部專 門の 雜誌 などで は、 

乙と になつ て、 折 角の 企 

味で 私 は 「現代」 が 好 

を 以て 一 先づ 乙の 論爭 

賛意 を 表した s と 思 ひ 

る と、 と かく 不純な 動機 

掬 ひの 遊戯に 化して し 

も あ， 5 ますので もう： 

ると 思 はれます。 乙の 

ねばなら ぬと 思 はれる 

らうと 考 へ ます。 

に 於け る 英語 科 廢止說 

ひます。 私 は 廢止說 を 



發 表して 以 來、 各 地の 旣知 未知の 人達から、 S ろくな 書翰 を受. 取， 5 ました" も の 

多く は 私の 全廢說 K 黉意を 表して、 激勵 された もので あう ます が、 中 に は & し い 

脅迫的な 文句 を 並べ ^もの も あう ます。 併し その 手紙 もよ く 讀んで 見れ ば、 私 の 

說を よく 見て 下さらない 爲の， 誤解^ 出發 された もの か、 全然 私の 說に 一 瞥 をして 

くれない 人の 見當違 ひから 出た もので あらます。 をれ で 若しよ く 私の 所 說を讀 

んで 下さる か、 私 に 直接 會っ て 下さるなら ば、 決 して 脅迫が まし s こ と^なさる 人 

では あるまい と 思うて をら ます。 否 却て さう S ふ 人の 素朴な 心 持 をば 愛すべ し 

とすら 感じて をる の であります。 かう いふ 脅迫な どな さる.^ ようは-唯 挪楡 して 

過ぎようと いふ 人 ^ だけ は、 凡 夫の 私と して は、 ど うしても 好感 を 持ク ことが 出來 

ません。 私 は M の 問題に つ いて、 全 廢說を 主張す るに 就いては、 い K: くな 關係ゃ 

事情 も實 のと 考慮して 發 表した 積ろ であります。 ？ 一の M と は 貴下に 執筆 を 

約した 際に も、 繰 返し あ 話した 乙と です。 それでも 國家 のために 眚 起しろ と 貴下 

に勸說 せられて 、「現代」 さ へ 眞劍の 心 持で この 企^な さるなら ば、 自 分 とても 象 

想され る 世間 一 部の 人々 の 反感 を 冒して、 そのために は 身邊に 落ち 来るべき 不利 

英語 科廢 止の 論爭に 就いて 一一 一一 



國語 問題と 英語 科 問題 一二 二 

を も覺 悟し て、 確 信して. Q る垒廢 說を發 表しようと 約束した こと は. よ く 御 承知の 

害で あらます。 故に 「現代」 の企圃 はこれ で 一段落に な もまして も、 私 として は 

全廢說 を廢棄 すべき 理由 を發 見し ない 限り は、 いかなる 人の 前に も、 又 いかなる 場 

合に も-乙の 持說を 主張し て、 勸 說 して、 一 日 も 早く 我が 說の實 現し 得べき やう 努力 

する 積， o であらます か ら、 若 し 又 必要と 感ずる 場合に は、 乙 の 度の 御緣に 因んで. 再 

び 舞臺を 貸して 下さる 乙と を 豫めぁ 願 ひして 置きます。 

「現代」 記者 足下 

本 問題 は 飽くまで も 現代 敎育 制度の 根本的 改善の 一 部と して 考察した いと あ も 

ひます。 乙れ を 唯 一 英語 科と い ふ敎 科目の 一 局部 問題に 局限 し-又 は中學 校と い 

ふ學校 系統の 一 部局に 限定して 考 へ る 乙と は， 決して 正し 5- 結論 を 作る 所以で な 

いと 思 ひます か ら、 必 ず 學 校 の 全 系 統、 敎 科目の 全 部、 全 課程 を 通じて 考 へ て、 我 が 國 

の 現在 及 將來を 察し た. 大 處高處 から 判斷 する 乙と を 怠って はならない と あ も ひ 

ます。 乙の 點 から 諸家の 意見の 中に は， 多 少の 遺慽を あぼえ たもの もあります。 

中等 學 校長 諸君の 答 へ られ たと 乙る を 見る に， 大處 高處か ら， 現 行學 制の 根本 改善 



問題に 觸れて 答 へられた もので あるか 否かに ついて 頗る 不明な ものが あう ます。 

可な， o 多 S 時間 數 減の 說ゃ. 隨 意科說 など は. 大 處高處 から 現學制 考 へたら、 隨分 

問題に なるべき 說で、 籣單に は 方づ けられな いものと 思 ひます が、 理由が 附 してな 

S ので. 理據の 十分に わかう かねる の で、 私共 の 攻究の 參考 として は 不十分で ある 

Z と は、 甚 だ 遺慽に 存じます。 

「現代」 記者 足下 

五箇 月に 互る 收穫の 中で、 いかなる 立場に ぬる 人 も、 いかなる 主張 意見 を 持つ 人 も， 

公平に 見て 諍 ふことの 出來 ない 輿論 は、 現在の 英語 科 は をの 成績 甚だ 不良で ある 

乙と を 認めた 乙と であらう と あ も ひます。 全 廢說の 一 論 據も糙 にこ こに 在って、 

學校 卒業後 英語 を實 用に 供し 得る ものの 寥 々たる ことの 一 原因 もこ こに 在る こ 

と は 疑 はれません。 又 改善 說を唱 ふる 人で も、 現 在の 成績で は 英語 科の 效 果は頗 

る覺 束ない ものである 乙と を 認めての 上の 改善 說と 見られる のであります。 現 

.1* の 成績の ままで 十分に 有效 であると いふ 考は 、乙れ までのと 7,^ 全く 現 1 てゐ 

な S のであります。 成績に つ いて 廣く 認められ てぬる？ 一の 事實 は、 本 問題 を 攻究 

英語 科廢 止の 論爭に 就いて 一二三 



國語 問題と 英語 科 間 題 一一 ー卩 

する、々 のよ く 注意すべき IV- とであります 

「現代」 記者 足下 

私 は 英語 科廢 止の 主張者と いふ 立場から， 乙の 度の 論爭に 於て、 私の 說 

人 々 が、 英 語 科 を 中學校 等に 廢止 する 結果 は、 日本が 精神的 鎖國 となつ 

讀 み、 外 人と 對話 し、 文 通す る もの が、 全 くなくなる かの やうに 豫 想して 

少く ともさう いふ 氣持を 以て 說を なして ぬられる やうに 察せられる 

^も ひます。 いよく 一 般 の中學 校な どで 全廢 し、 高 等 教育へ の 特殊 

た ら、 更 に 進んで 專門學 校^ 卒へ、 大學の 門 を 出^も の は、 却て 從來 より 

だ 語 學カを 有する 乙と となる か ら、 學 問、 思 想 等の 上で は、 鎖國情 態に な 

頭 な く、 唯 中等 學 校で 學校敎 育 を廢 し^ 人々 のみが 英語 を 解し ない Z 

の 人々 も 直接に 英語の 窨を讀 み、 英 語 を 話 し、 聞 き、 辍るカ は 持た なくな 

を 通して、 外 國の知 識、 思 想 等 を 知るべき 途は、 決して 杜絕 すべ きこと は 

る か ら、 精 神 的 鎖國の 心配 は 以ての外 であると 申す 外はありません。 

「現代」 記者 足下 



に反對 した 

て、 外 國書を 

をら れ るが、 

の を 遺慽に 

の 道 を 作つ 

は 一層 進ん 

る 心配 は 毛 

と に な， o- ISJ 

つ て も、 國 語 

ない 喾 であ 



論爭の 中心 は中學 校の 英語 科 

の 方の 解決が 出來れ ば. 恐 ら く 

や はう rjk に 中心 點を 置いて 

の 主なる もの を、 試 みに 擧げる 

校へ 進む もの (或は 專門學 校 

殊學 校に のみ 英語 科 を 課す ベ 

中學 校に 英語 科 を 置い て、 をれ 

し (これに は 進んで 英語 科の 

ります。 乙の 第二 說には 時間 

第 一 說を 主張す る 人の 主なる 

H 英語 は 現代 わが 國民 生活 

特殊なる 職業 に從 事し、 特殊 

少数者の ために 多數 者を犧 

時間の 多く を 徒費せ しむる 



になって をう ます。 

他 は 容易に 解決され 

究明して 行かう と あ 

と、 第 一 は 一 般中學 校 

へ 進む もの も) の爲 

しとす る說 であう ま 

を 必修 科な ら、 隨 意 科 

目的 を定 むべ しとす 

數減說 を 主張す る 人 

理由 は、 

に 必要な 知識で はな 

なる 地 位、 職 務に 就く 

牲 にして 外國語 科に 

の は 甚だ 不可で ある. 



M れは 極め 

ると 思 ひま 

も ひます 

から 英語 料 

に， 特 殊中學 

す。 第二 は 

なりと して. 

る 意見 も あ 

もあります。 

い。 乙れ を 

ものの 少數 

、じ 身 を 過分 



て 自然な 

す。 を れ 

貴 誌 に 現 

を 全廢し 

校 を 設け 

現在の 通 

_ 敎授法 を 

る) とす 



必要 

者 に 

に 勞 



Z と で，？ - 

で 私共 は 

れ た所說 

て、 高等 學 

て、 M の 特 

う 一般の 

改善す ベ 

る說 であ 



英語 科廢 止の 論 爭に就 い て 



と す 

限 る 

せ し 

二 一 五 



る もの は、 

„ 力 力る 

め、 學 習 に 



W 語 問題と 英 語 科 题 



ニ阈 民. &覺 aj 促 し、 國 S 

西洋 文化 摸倣 時代に 於 

殊 文化の 創造 發展の 上 

？-の ニ點に 在る やうで あ 

る 理由 は- 

1 英語 科の 敎育價 値に 

暫く 廢止 論者の 言 ふ 通 

英語の 形 を 通す 途に依 

の 優秀 作品 等に 見出さ 

二 英語 を 知る 乙と は 決 

れは 偏狭な 見方で ある 

て、 國 民 の 自覺、 反省 は 得 

この ニ點か ら、 廢 止 說に對 

肯定 否定の 兩說に 各 眞 理 



の 創造 生活 を 獎勵 す ベ き 時 

て 必要と した 敎 科目 を、 を の 

に 寧ろ 有 害 である。 

り ま .す。 さ ラ 

は、 實 用價 値と 修養 價 値の 兩 

,り であると して も、 修 養賈値 

る 外に 達し 得られな い 修養 

れ る。 

して 國 民の 自覺を 妨げる も 

U 却て 外 國語を 知 も、 外 國 と 

られる ものである。 

抗 し， 又 逆襲 を も 試みて. Q る 

を 含む 乙と は 勿論の 乙と で 



代と なつ た 

ま V に 存置 



二 一 六 

に、 嘗 

る の 



て 

は、 



明治の 

わが 特 



して これに 對 する 存置 說 者の 立てた 主な 

赏 



!H 力 ある 

の 方 を邈視 

上の 價 値が、 

のとば か う 

外國 民と を 

やうで あ ら 

あう ます。 



用 價 

て は 

材 た 

い へ 

る 乙 



の 方 は 

らな s。 

英文 學 

い。 そ 

に 由つ 



す。 

語 科 全 



廢說を 



把持す る 私 も-無 論 存置 說の 二つの 

ふ と， 全 廢說を 紙上に 發 表する 際に 

と は 十分に 考盧も し、 又 私の 周圍の 

漢文 科廢 止の 論爭の 際に も、 漢文 科 

であります。 この 點で考 へる と、 我 

文と 英語の？ 一とで あるか ら、 英 語 科 

由が あるので あ.. ります。 かう いふ 

のではありません。 もれが 論理の 

「現代」 記者 足下 

話が 一寸 横道に をれ ました。 再び 

の 主なる 理由 は、， V れ^ \ 立派な 眞 

者の 考量. を 煩 はした いのは ピの間 

在 及び 將來 から 考へ て、 その S づれ 

協調 和の 途を 見出し 得る かにつ い 

英語 科廢 止の 論爭に 就いて 



主なる 理由の 含む 眞理を 認 め 

も、 反 對論は 乙 の點に 最も 有力 

人達に も 屢- 話した 乙と であ 

存置 論者の 主なる 理據 とした 

が 文化の 展開に 共に 密な關 係 

存置 論者 は 又 漢文 科の 存置 を 

の は 決して 私に 當られ た 或 論 

當然 であると 考 へ るので あり 



本道に か 

理を 持つ 

の 採 量で 

を 採って， 

て 攻究 し- 



へ ，り- ま 

て. をら 

あら. ま 

S づ れ 

最後の 



し て， 兩論 

ます e そ 

す。 世界 

を棄 てる 

斷に 向つ 



の 依 

Z で 

に 於 

か、 又 

て 一 



ます。 實際 をい 

な 理由 を 持つ 乙 

らます。 それ は 

所であった から 

を 持って 來 た漢 

も 主張すべき 理 

者に 皮肉 をい ふ 

つて 立つ 各 二つ 

當 局と 天下の 識 

ける 我が 國の現 

は 二者の 間に 妥 

日 も 早く 到達す 

二 1 七 



■ 周 語 問題と 英詰科 間 題 



る 乙と で! あ うます。 我々 

杲は疑 はれて ねる 事實の 

名の 下 に、 徒 に逡 巡と して 

Z と は、 決 して 少くな いと 

に 力むべき であると 思 ひ 

乙れ に 就 S て 飽くまで も 

です。 乙れ は 漢文 科 問題 

ば 漢文 科廢止 論者 も 四書 

想と 密接な 關係を 持つ て 

らうと はいって ねない。 

一 層 普及せ しめる 爲に、 M 

.Q るので ある が、 漢 文科 存 

と 主張 し-さ う し て 、を の 理 

を 保ゥと い ふ點に 求めて 



は 

あ 

な 

ま 

れ 



旣に 英語 科 現在 I の 成績 

^立って ねる のです。 

座な う を やって _0 て は 

も ひます。 一 日 も 早く 

す。 

意す ベ き は、 語 の 内容と 

議の 際にい つも 行 はれ 

ど や、 日 本 外史の 如き 日 

る ものであるから、 乙れ 

つて かくの 如き 我が 國 

を國 文に 翻譯 し、 又 は 書 

論者 は 漢文の 形の ま、 

をば 漢文 古典 等の 內容 

るので あう ます。 乙れ 



二 一 A 

は 甚だ 不十分で あ う、 又 その 效 

愼 重に 論議 を盡 くす と いふ 美 

、我が 文化の 進展の 阻害され る 

結論と 斷行 とに 到 著す る 乙と 

形と を 混同して 考 へない？ -と 

て S る M とで あう ます。 例へ 

本人の 漢文な ど は、 我 が 國民思 

を內容 形式と もに 悉く 葬う 去 

民の 現在 將來に 必要な 漢文 を 

き 直して 世に 布 かう とい つて 

で 乙れ を敎 科目 中^ 存 しょう 

がわが 國民 思想に 密接な 關係 

は 明かに 語の 內容と 形と を 混 



4. 



同して わるので あう ます。 

英語 科 問題の 論議に は、 かかる 誤謬 だけ は 全然な くしたい ものと 思 ひます。 私の 

如き 全廣 論者 も 決して 英語 科に 於け る 英語の 形の 大切 さ を 忘却して. Q る もので 

は あ， 5 ません。 存置 論者が M の 形に 重き を 置 S て 論ぜられる の は 十分に 尊重し 

て 聞いて ねる 積ら です。 併し 私と して は、 多 年 漢文 を讀 みながら ビれを 大體國 語 

K 譯 して 讀 む訓讀 しか 知ら ず、 隨 つ て 單 語 の 本當な 語感 も 知ら ず、 韻 律の 本 當の美 

を も 解せ ず、 助 辭の 妙味 も 精し く はわから ない 私と して は. 漢 文の 形 を 我が 國の敎 

育 上に 重視され る 理由 を 十分に 見出し 得な いやう に、 程 度の 差と を あ れ、 外 國 人と 

して 英語の 形の もつ、 微細な 匂 ひ、 感 じ、 韻 律の 持つ、 本 當な美 を 十分に 味 は ひ 得ない 

ので、 それら を 本営に 解し 味 はふ 英文 學 者、 英 語 學 者、 英 語敎師 諸君に は 十分の 敬意 

を 持^ねば ならな S ものと 心得て をら ます。 併し 不幸に して 私 はさう いふ 人々 

の 我が 國に澤 山 ぬられる 乙と を 十分^ 信ずる 乙との 出來 ない の を 悲しんで をら 

ます。 何處 まで 進んだ ら、 英 文學 など を讀 むの に、 少 しも 頭の 中で 自國 語に 翻譯す 

る, V- となし K 讀 める もの か、 私 に はわ かう ません が、 さ う いふ 乙と が中學 校-高 等 學 

英語 科廢 止の 論爭に 就いて 一二 九 



« 語 問題と 英 K 科 問題 



, j 一一 一口 

れ 



校の 英 

更に さ 

外國人 

文 を 

とい は 

ば、 恐 ら 

語 で あ 

かり 得 

體外 

國 語の 

でせ う 

ことが 出來 

や、 文 學の持 

も 英語 科 が 



る 

力 



師 たる 資格 を 有 

ふこと が、 中 學 校 

て 英語の 前置詞 

乙 K? の 職に ぬた 

IV- とが あ，. o- ます 

の國 語の 匂 ひ は 

で、 和歌、 俳諧 等に 

うな 氣 がして を 

して 英語の 持つ 

の やうに 味 はふ 

中 學校ゃ 高 等 學 

ると 考 へて よい 

つ、 匂 ゃ眛は ひ を 

必要 だとい はれ 



する 人々 にも 容易く 望まれる 乙と であり ませう か。 

や 高等 學 校の 學 生に 望まれる？ -と であり ませう か。 

の 使 ひ 方の むづ かし さ を、 二十 五 年 B 々英語 を 語 う、 英 

人が、 つく f - と 歎じて 今以て 自分に 満足に 出來 ない 

が、 か う. S ふ ものの 自由に 使 ひ 乙 なせる に 至らな けれ 

十分に はわから ますまい。 私 はわが 國 の助辭 が、 自 國 

於け る、 これらの もの の 持つ 微細な 匂 ひも どうやら わ 

う ま す が、 そ れ でも 多年 隨分 苦勞 させられました。 一 

てぬる 大切な 匂 ひ を、 そ れ ^\ の 場合々々 につい て、 自 

力 を 習得す るまでに は、 幾 年學 奢 を續 ければ よ いもの 

校學 生の 修學程 度 で、 餘 り 上達 もしな S ものに V- んな 

もので せう か。 翻譯 なんか 駄目 だ、 原 文 で、 讀 ん で、 言 語 

直接に 味 は ひ 得る ことが 肝要 だ、 そ の爲に はどうして 

る、 存 置 論者の 指して ぬられる 英語 力 は、 ど うい ふ 程度 



の もの であるか 甚だ 解に 苦 

學生 にして ぬられる のかと 

點に或 混 同， 誤 謬が あるので 

「現代」 記者 足下 

存置 論者 の 主張す る 第二 の 

い が、 實 行 上の 說 として はや 

る 所以で ある こと は 動かす 

民の 性格 を 知る ため に、 何 故 

せう。 外國 のこと や、 外 國 

をの 國の語 を 通さな けれ 

著書 や 翻譯で は 達し 得ら 

せう か。 外 國語を 自由に 

ん な、 む づ かし い 知識で な 

もので せう か。 

英語 科廢止 S 論爭に 就いて 



しんで をり ます * 

不思議に 思って 

な S かと 考 へま 

理由に 就いても、 

はり 疑問が ある 

ベ からざる 7J と 

の 國語を 

について、 

来な S と 

s ふやう 

文 を 自由 

國、 自 國 民 



その 國 

のこと 

理解 出 

ない と 

語 り、 外 國 

け れ ば、 自 



- さう いふ 注文^-中 學 生や 高等 學梭 

をら ます。 どうも 存知 論と して/ V- の 

それ 自身と して 抽象的に は說は 正し 

と 思 ひます。 彼 を 知る は 11 具に 我 を 知 

であります。 併 し、 我 ん、 が外國 ゃ外國 

多數國 民に 强ひ なければ ならな い で 

我々 が 知らねば ならぬ とする もの は、 

いふべき もので せう か。 我が 邦人の 

な.， V んな 微妙な 匂 ひ の やうな もので 

^讀み 得る 人の み 知り 得る やう な、， V 

の 反 省、 自 覺を 促す 資と はなり 得な い 



ニニ 



國語 問題と 英語 科問题 ニニ 二 

固より 十分 を 望むなら ば、 英 語、 英 文 を 十分に 知って、 英人を 十分に 知う、 獨逸 語、 獨 逸 

文 を 自由^ 利用し 得て、 獨 逸人 を 十分に 知る ことが、 一 般 多數國 民に 望まれる もの 

な ら ば、， V れは 誠に 結構な 乙と であらう が、 さ うして 我. 1- の自覺 反省の 資を 得しめ 

る 乙と をして ぬて は、 國 家の 現在 はどうな るで せう。 我々 は 寧ろ 拜 外の 迷夢から 

國民を 覺 ます 乙と が、 國 民自覺 のた め に、 今 日の 急務で あると 信ずる ので あう ます 

それが ために も 全 廢說を 固執した いと 思 ふので あう ます。 

(昭和 二 年 十二月、 現代) 



H 敎 科目 再檢 討の 必要 

敎育 審議 會が 出来て. 達識の 諸 士が國 家 重大問題 として 敎育 制度 全般の ことに 就 

い て、 豫て の 經驗と 見識と を 傾けて 審議 を 重ねて をら れる 乙と は、 時 冷 の 新聞紙 上 

で 承知して ぬる。 敎育 制度の 全面的 改 革、 義 務 年限の 延 長、 專 門學 校大學 までの 修 

業 年限の 短 縮、 敎 科目の 整 理、 敎 科內 容の改 善、 等 々、國 家の 必要と して ゐ る敎育 刷新 

の 乙と は 多々 ある。 併し 現在の 初 中等 學 校に 於け る敎 科目 を 撿 討し て、， V の 不備 

不合理 を 訂正す ると ころの 敎秆目 整理 は、 他 の 問題と 聯關し て、 必 ず 十分に 考慮 さ 

れ なければ ならない 乙と である。 何と なれ ば、 假 りに 現在の 敎 科目が すべ て缺く 

ベ か ら ざる もので あ う、 そ れには 現行の 時間 數を 必要と すると すれ ば、 修 業 年限の 

短縮 は 程度 を 下げなければ 不可能で あるに 近から う。 又 若し 現行の 小 學校敎 科 

中學 英語 科 仝廢論 - ニニ 五 



國語間 題と 英語 科 問題 



目の 中に M らるく きも 

な ら ば、 義 務 年限の 延長 

乙と になる かも 知れぬ 

度 改革の 行 はれようと 

て、 時間 數も それ を 本に 

合理的な 修業年限 とな 

議 になる と、 國 家 文 蓮の 

障され ない。 又 初め か 

民に 强 ひる 乙と ともな 

價 値に 就 S て、 再 撿討を 

も 多く 感ぜられる 敎科 

科で あらう と あ もム。 



の が あ り、 又 そ の 

も 必ずしも 今 一 

„ かう. S ふ/ V- と 

する 今日に 當っ 

して 改 め、 そ れ か 

る喾 である。 初 

發展を 阻害す る 

ら 義務 年限 延長 

らう。 乙の 意昧 

なす 乙と を 要望 

目 は、 中等 學 校 に 



. ニニ 大 

時間 數を 減じて 可なる ものが あると する 

般に考 へられて ぬる 八 年 を 必要と しない 

が 種々 あるか ら， 修 業 年限の 如き も、 敎 育 制 

て、 乙 乙に 敎 科目に ついて 再撿 討、 再 吟味し 

ら 自然に 定まる ところの 敎育 年限が 最も 

めから 年限 短縮 を 定めて かかる やうな 審 

やうな 結論 を將來 しないと S ふこと は 保 

を 決めて かかる と、 無 益な 經 費の 負 擔を國 

に 於 て、 余 は 現行 制度 中の 各敎 科目の 敎育 

する ものである。 さう して 乙の 必要の 最 

於け る 英語 科 と、 初 中等 學 校に 於け る數學 



英語 科 の 敎育價 値 



數學 科の 

余 はこれ 

あった。 

もされた 

する やう 

喚起し よ 

うとす る 

て ほし ハ 

さて 英語 



ィ、 實用價 値 



と は 

の 際 

, 余 の 

な つ 

と あ 

の で 

め で 

の 敎 



暫く 措 き、 中 學 校に 

て は旣に 昭和 二 年 

に は社會 各方 面の 

所信 は 今以て 少し 

たので あるか ら、 乙 

も ふ。 余 が 乙れ を 

な く、 國 家發展 のた 

あ る。 

育價値 1 は、 7- れ を實 



於け る 英語 科の 敎育價 値を撿 討し 

に 於 て、 本 科の 處分 につ S て 提唱す 

人々 の 間に 論議され て、 隨 分 反對も 

も 易らない。 否 時代と 共に、 益 その 

乙に 再び 乙の 問題お 提げ て. 敢 へ て 

豫 めいふ 所以 は、 佘 は 決して 時勢の 

め^これ を 敢 へ てす る ものである 

用價 値と 敎養價 値と に 分けて 考ふ 



てみ よう。 

ると IV- るが 

さ れ、 又 脅 迫 

所信 を 固う 

世の 注意 を 

尻 馬に 乘ら 

M と を 知つ 



べき M と は 



中學 英語 科 全廢論 ニニ 七 



國語 問題と 英 S 科 問 題 



勿論で あ 

^依って 

科の 處分 

されて ぬ 

先づ その 

は、 國 民 と 

の 如きす 

し 難い 國 

現在 國民 

れ ば、 頗 る 

用され て 

過ぎない 

價値 を考 



る。 す 

決定 さ 

を 提唱 

る 乙と 

實用價 

しての 

ベ て の 

語 を 取 

の大多 

明瞭な 

ぬるの 

の は、 誰 



ベ て の 

る ベ き 

したの 

を 信じ 

値に 就 

實際生 

國 民力 

扱 ふ も 

數が、 國 

？- とで 

に、 佛 語 

しも 乙 



敎 科目の 存置と その 



へ れ ば、 中 等 學 



厘まで は、 卒業後 英語 を 



あ る。 

その わ 

からで 

て 考 へ 

に 於て 

日 も！， V 

と、 佛語 

生活 上 

る。 國 

カ德 み、 

t 當 然 

を 以て 

の 實際 



佘 

力 

生 



力 

う- 

を 

( 

す 

. ？乂 

活 



先年 來 

。 

。 國民 

とされ 

用 ひず 

うに 

として 

力 i へ 

の 中等 

る で あ 

敎育を 

に 役立 



時間の 配當と は、 一 に 乙 

中等 學 校、 高 等、 專 門學校 

に 於け る 敎育價 値の 過分 



ニニ 八 

の價 値の 秤 量 

に 於け る 英語 

^重く 評價 



普通 敎 育に 於け る敎 科目 

る 程度 に 依つ て 定められ 

し て は、 國 民と して の實際 

乙れ が敎 科目と なるとし 

ぬない 佛 語を敎 へ る もの 

て の國民 普通 學 校の 敎科 

學 校の 敎 科目 中に 見 ffi: さ 

らう。 乙の 立場に 於て 英 

卒 へ て 實務に 就く ものの 

てて ぬない。 役立てて a 



の實 ra= 價 値 

る。 國語科 

生活が 成立 

て) の 如き、 

と を 比較す 

目と して 探 

れて& るに 

語 科の 實 用 

十 中 九分 九 

る もの は、 官 



署、 圖 書 館、 會 社 等に 於 て、 英 文 タイピスト たる 女で あると か、 印 刷 所に 於て 英文の 文 

選、 植 字. 校 正に 從事 する ものと か、 外 國害を 取扱 ふ 書肆に 勤務す る 店員と か 、もれら 

の 範圍に 於け る 極めて 少數 であらう。 かかる 少數 者の ために 他の 大多數 者を犧 

牲 にし て、 多 救の 時間 を 英語 科に 配當 する 乙との 不合理な rJ と は、 恐らく 異論 を容 

れ るの. 餘地 はな S 喾 である。 

專門學 校に 就いて 考 へて TP 、現 在の わが 國 文化の 進步の 程度で は、 英 語 科 を 必須と 

はしな S と あ も ふ。 精神的、 物質的 諸學 科の 種類 は 多 い けれども、 英語で 書いた 敎 

科 誊、 參 考誊を 用 ひなければ 修學し 難い もの は あるまい。 英語 を 知って ゐて更 利 

を 得る とい ふ 乙と はあって も、 知 つて S なけれ ば、 專 門學 科の 修業が 不 可 能で ある 

やうな もの はない と あ も ふ。 明治の 半ば 頃まで は、 多くの 學 科が 英語に 依って 敎 

授 された 時代 もあった が、 今 日の わが 國は をの 時代の わが 國とは 違つ て-文 化の 進 

步の點 では 隔世の 感をな さしめ るので ある。 然る に、 依 然として 英語に 依ら ざれ 

ば 修業の 出來 なか ウ^ 時代の 制度 を 守って、 英語 锊を 必須 學科 として、 すべての 中 

等學 生に 强 ひるの は 愚で は あるまい か。 當 面の 問題 は. 中等 學 校の 英語 科で ある 

中 學 英語 科 全廢論 一一 一一 .，：- 



國語 問題と 英語 科問翅 ニー 一一 0 

が、 學 校の 連絡 關係を 無視して は 論じ 難い ことで あるから ピ のこと にも 一 應考 へ 

反 f す 必要が ある。 なほ 又專門 學校を 出で て 社會^ 出て 實務 に從 事す る もの も、 

英語 を 利用して ねる もの は、 實際 甚だ 少數に 止って ぬる。 さう して をれ で 少しも 

不 便、 迷 惑 を 感じて ぬな S とい ふ實狀 も、 亦 決して 看過 出來 ない ので あ る。 

乙れ を 要する に、 中 學校を 出で て 社會の 各方 面の 實務に 就く ものに 就いて 見れ s 

英語の 實用價 値 は 甚だ 低い ものである。 又 中 學校を 出で て 專門學 校に 進む もの 

に 就 S て 見て も、 專 門 學校敎 育に 英語の 必要の 考 へられない 以 上、 又 以て もの 實用 

慎 値は餘 うない ものと 知られる。 故に 現在の 社會 の實狀 から 見れ ば、 英 語 の實用 

價 値の 上 か ら-中 學梭に 於て、 英語 科 を 必須 科と する 現行 制度 を 守る 必要 はない。 

乙れ 全廢 すべ きもので ある。 

口、 敎養價 値 . 

多くの 敎 科目に は、 を の 實用價 値の 外に 敎養價 値が ある。 それで 敎 科目の 必 要、 不 

必要 を定 むる に は、 乙の 方面 も 是非 W へられねば ならない。 假令實 用價値 j は 低く 



て も、 若 しもの 敎養價 値が 高い と 乙 k: の學 

して 選擇 されても よ いとしなければ なる 

旣に 前節に 於て、 中學 校の 英語 科 は 一般 國 

いもので ある 乙と を 知った が、 さ て， V の敎 

の 敎養價 値を定 むる に は、 をの 敎科用 書の 

いと はい へない が、 併 し 敎科用 害の 內容に 

て も、 そ の 乙 とが 直ちに 英語 科の 敎 科目と 

容の 性質 次第で は ビれを 國 文に 記し 直し 

さう い ふ もの は 乙れ を 國文 にして 敎授す 

あるか ら、 を の點 では 敎科用 * の內容 は、 ヒ 

なる。 否 その 方が, vl の 乙との 論議の 上で 

定む るた めに する 敎科用 書の 內容檢 討 は、 

な S 、英語の 形 を 透 さな けれ ば、 ど うしても 

れ ばなら ない。 さう すれば、 英國民 性の 具 

中學 英語 科 & 廢論 



科が あると すれ ば、 を の學 科は敎 科目と 

ま s。 

民の 普通 敎育 上で は 實用價 値の 甚だ 低 

らう か。 抑 i 英語 斜 

る IV- とも 必要と しな 

存 する 乙と がわ かつ 

はならない。 その内 

持ち 得る ものである。 

本義 に はかな ふ喾で 

て 置いて よ. S 乙 とに 

英語 科の 敎養價 値 を 

到底 表す 乙との 出來 

みに ゥ S て考 へな け 

のの 持つ 特徵 及び 高 

二三 一 



養價値 はどうで あ 

内容 を撿 討して 見 

の 敎養價 値の 

必要な 理由に 

. 同 樣の價 値 を 

が、 國 民敎 育の 

議には 除外し 

しい。 を 乙で 

國 語、 國 文で は 

,5 難 S 內容の 

る 英語 をの も 



多く 

し て 

て も 

る 方 

の 論 

は 正 

わ 力 

わ 力 

現 た 



圃語 間 題と 英語 科 問題 二三 二 



級な 英文 學の 持ゥ感 じ、 句 ひ は、 到 底他國 

をれ らを 取ら 出して 考 へ てみ て、 果 し て 

持つ かを檢 討す る 乙と が、 本 営 に 英語 科 

點に 於て 從來 英語 科 必要 論者 は、 恰も 漢 

に陷 つてぬ ると あ も ふ。 英語 敎科 書中 

科が 敎 科目と して 必要で あると いふの 

が 道 德と密 なる 關係を 有する もので あ 

と s ふの と、 同 一 の 論法で ある。 譯 し、 移 

ら ば、 外 國 語の 形の ままに 學 ぶよう は、 自 

又 國民敎 育に 於て は、 自然で も ある。 佘 

價値を 論じて、， v の 敎養價 値を考 へ る 人 

乙 と を 重ねて 希望して あく。 

さて 英語 科の 持つ 敎養價 値 を 右の 如く 

民の 特殊なる 國民 41 、國 民 精神 を 知る 乙 



語に 移す 

どれ だけ 

の 敎養價 

文科の 必 

に 多くの 

は、 漢學者 

る か ら、 漢 

す IV- との 

國 語に 譯 

は 乙 乙 に 

は、 必 ず 乙 



M との 出來な S もので あ 

の 敎養價 値 を わが 國民敎 

値 を 決定す る途 であらう 

要 を 唱 へ る漢學 者と 同樣 



敎養價 値 を 含ん 

が 四書 五 經ゃ日 

文科 は敎求 目と 

出來る 思想な ど 

し、 移 して 學ぶ方 

外 國 語、 外 國 文の 

の 混同 をし な い 



で. Q るか 

本 外史な 

して 必要 

の 内容で 

が、 容 易 く 

敎 科目と 

やうに 注 



限定して みれ ば、 英 語 とい ふ 言 語 か 

と は、 わ が國 民に 取って 無用の 乙と 



るから 

育 上 に 

„ Z の 

の 誤謬 

ら、 英 語 

ど はわ 

である 

あるな 

も あう 

しての 

意す る 

ら、 英 國 

では 勿 



論ない。 又 英文 學 から 我々 日本人の 精神 內容 を 

のの 得らるべき 乙と も 論 はない が、 さ て それ を^ 



豊 富 に し、 高 尙に すべ き 幾多の も 

得し 得る ために は、 相 當 の 語學カ 



を 必要と する。 乙の 

めない。 現に 中學 を 

かう いふ 不十分な 語 

するとい ふ 乙と が、 中 

の あらまし を 理解す 

翻 譯 し. 又 は 害き 替 へ 

書な ど を 漢文の 形で 

訓讀し て、 をれ で 支那 

に、 十分 に 役立てて 來 

の 大多数の 要求して 

精神 を 理解した 程度 

ば、 よ く 知る に 越し^ 



語學カ は中學 校の 五 年間の 

出 て も、 英 語 を實 際に 役立て 

學 力で 英語 の 語感 透し て- 

學生 又は その 卒業生に 望ま 

る！ V- となら ば、 必 ずし も 原語 

て、 自 國 語で 讀ん でも 出來る 

そのままに 讀 まず、 ヒれに 反 

思想 を 理解し て、 わ が國 民の 

て. Q る IV- とで もよ くわ かる 

ぬる 英國 精神の 理解と いふ 

の もので 結構で は あるまい 

乙と は あるまい が、 さ う S ふ 



^ 虽 

得な 

田 .A 

秀 力 

れ る 

に 依 

と s 

ぅ點 

£ル 

Z と 

も の 

> 0 

力 

?_ と 



で は、 到底 收 

いで. Q るの 

に 英 文、 英 文 

乙 とで あら 

らな いで も 

ふこと は、 我 

や 送 假名 を 

を 豊富 K し- 

で ある。 現 

は、 漢文 の 訓 

拜外 者に な 

の 必要 は、 特 



得する 乙と を 望 

でもよ くわ かる、 

學の 精神 を 把握 

うか。 思想、 感情 

濟む。 原語から 

々が 以前から 四 

附 して 國文 風に 

■ 成長させる^ め 

今 わが 日本 國民 

讀に 依って 支那 

うさへ しな けれ 

殊な學 者 や、 外 交 



中學 英語 科 &廢論 二 



國語 問題と 英語 科. 問題 ニー 一一 四 

官 などの 上の 乙 とで、 一 般國 民に はな S 乙と である。 をれ ようは かう いふ 少數者 

の 便宜の 爲にニ 般多數 の學生 に、 多 くの 勞 力と 時間と を 空費 させて ぬる 損失の 方 

が 大きい ので ある。 

要する ^敎 養價 値の 上から も、 正 しく 見直し て、 從 來の 過分の 評價を 訂正 し- 以 て 中 

學 校に 於け る 英語 斜は 乙れ を 適 當に處 分し なければ ならない。 

0 大學と 外國語 - 

以上 は 中 學校を 制度の 精神^ 依 う、 國 民 普通 敎育 を授 くると 乙ス- として， 英語 科の 

敎育價 値の 甚だ 低い ものである 乙と を 述べ たので ある。 併し 中學 椟を經 て 高等 

學 校に 進 み、 更 に 大學に 進ん で、 學 術の 蘊奥 を 究めん とする ものが ある 箬 であるか 

ら、 乙 れらの 人の 乙と を 全く 無視し て 論 を 立 ク る の は穩 當を缺 くと 思 ふから、 ro Z 

^ 乙 の 項 を 設けて いふ/ V- ととす る。 

高等 學校も 制度の 上で は國民 普通 敎育を 課すべき ところで ある が、 現 狀^ ついて 



見 れ ば、 全 然 大學豫 科と なって しまった とい つてよ い。 隨 つて 乙 7- では 大學豫 科 

として 考 ふる 方が 適切で あると あ も ふ。 

抑. 5 大學敎 育の 要 は、 各 專門 とする 學 問の 蘊奥と そ の應 用と を究 め、 國 家 思 想 を 涵 

養して、 指導 的 國民を 養成す る に 在る。 目的が すでに かう S ふところに 

世界に 於け る各學 術の 進步の 現狀の 上に 立つ て、 そ の 講義 はなさ れ、 又 を 

究が 重ねられねば ならない。 をのた めに は 敎授は 勿 論、 學 生と 雖 も-一 乃 

語 に 通 じ、 諸 文化 國に 於け る をれ f - の進步 を、 各 國の著 耆、 雜 誌 等 か ら、 直 

讀んで 知る 乙と を 期すべき である。 その^めに は 一 二の 外 國語を 習得 

と は、 高等 學 校の 任と しなければ ならな い。 

Z の 外 國語を 習得させる 途 は、 余 の 思 ひつく とこる では 二つ ある。 一 は 現在の 第 

二 外國語 科の 如く 高等 學 校から 始めさせ るの 途 と、 中 學椟 中に 高 等 學 校に 連絡す 

る 特殊な もの を、 一 府縣に 幾つか 設置して、 乙の 特殊 中 學梭に は、 現 在の 通 う、 或 は を 

れ よう 多くの 時間 數を 以て 外 國語科 を 設置す るの 途 乙の 二 つで ある。 M の 二 つ 

の 途には 得失 は 自然に あらう。 又實行 上の 難易 も あらう。 これに 就いては 今 I 

中學 英語 科 仝 廢論 二三 五 



あ 

. 接 

さ 



る 力ら 

上に 研 

荬 夕 B 

に 速く 

せる 乙 



國語間 題と 英語 科 問題 

乙に 深 入す る 乙と を 要し ま V 

に 於て 

£ 下せ 



英語 科を廢 止す る 曉が來 て も、 大 

しめる に 至る 乙 と はな S ので あ 

^ 英語 科處 分の 三 



ニー 一一 六 

とに か く、 か うい ふ 途がニ つもあって、 一 般 

支障 を來 し、 若 しく は その 



右の 如 

の餘ぅ 

が、 そ の 

一 、時 間 

時間 數 

知れた 

明かで 



く、 我 が 國 

に 高 過ぎ 

處分 案と 

數 減 案。 

減 案 は 姑 

も の で、 卒 

あ う、 又 役 



數を 減じて 課す 



民敎 育に 於け 

て. Q る とが 

して 主なる も 

二、 隨意科 案。 

息 策で 最もよ 

業 生 中 英語 を 

立てる 機會も 

る 乙と となれ 



る 英語 科 

明かに な 

の が 三 つ 

三、 全廢案 

くない" 

實 生活に 

極めて 少 

ば、 一層 そ 



學敎 育に 

る。 



の 敎育價 値 を 再吟味した 結 杲、 從 來 

れ ば、 英 語 科の 適 當な處 分が 必要と 

あ， 5 得る と あ？ p ふ。 

乙れ である。 

今日 課して. Q る 時間 數で も、 敎 授 の 

役立て 得る もの は 甚だ 僅少で ある 

い 乙と が 知られて ぬるので あるか 

の 結果 は 役に立たな s ものと なる 



中學校 

程度お 



の評價 

される 



結果 は 

乙 とが 

ら、 時 間 

ベ き Z 



と は ^一一 m を 要 

く 姑息 者の 

隨意 科窠は 

でも 英語 を 

大學 に學ば 

現行の まま 

にす る と、 實 

うに 見え を 

うする 乙と 

造 の 方が 、乙 

全廢案 は 余 

る 英語 科の 

S TP ので あ 

して. Q る 多 



しな S ので ある。 

乙と である。 

一 つの 案で あ る。 

必要と しない もの 

うとす る もの だけ 

でもよ いか ら、 實 行 

際 は 必要と しな い 

張って 修めようと 

が豫 想され る。 よ 

の 案に 滕 る 良案で 

の 主張す ると 乙ろ 

敎育價 値 は 從來過 

る か ら、 多 數 の中學 

數の f? 間 を， も つ と 



さう s ふ もの を 存 しょうと する の は、 一 斷の勇 を 缺 



中學 限ら 

に は、 固 よ 

に 隨意科 

上 最も 簡 

生徒まで 

する もの 

つて 佘は 

あると お 

である。 

分に 高く 

校 生徒 を 



學校敎 

うこれ 

として 

易な 窠 

も 一 種 

が 出 お 

次 頁 K 

も ぶ。 

旣 にに 

評價さ 

ば、 英語 



國民敎 育に 有益 



育を廢 する もの や、 專 門學 校に 進ん 

を 課しな い 乙と を 原則と し、 進 ん で 

課す ことにすれば、 大體 中學梭 では 

である やうで ある が、 併 し 乙の 制度 

の名譽 心から 大學 まで 進む かの や 

う、 學 習^ 熱意 を 缺 くこと になった 

述べ る やうな 中學 校， V の ものの 改 

に 於て 詳說 した 通 う、 中 學 校に 於け 

れてを う、 實 際 は その 實用價 値 も 低 

科の 重 S 負擔 から 解放し 、をれ に 要 

な 時間に K 用す るな う、 修 學 年限 を 



中學 英語 科 全廢論 二三 七 



國語 問題と 英語 科 問題 二三べ 

短縮す るな うする 方 が、 國 家の ために 有利で あると 信ずる から、 M の 全廢 說を唱 へ 

るので ある が、 併 し 今 乙れ を全廢 すると すれ ば、 直 ちに 中學 校と 高等 學 校、 大 學 との 

連絡 問題の 起る 乙と が豫 想され るから ビ 乙に 乙の 問題に ついて 余の 意見 を 述べ 

よ う。 

い よ 一 般 の中學 校から 英語 科 を 全 廢 すれ ば、 進 んで大 學に學 ばう とする もの 

の 英語 (他の 外 國語も 同樣) の 力 を、 S つ、 ど NJ で 修得 さすべき かと S ふ と、 そ の 問 

題の 解決 方法 は 二 つ あると あ も ふ。 をの 一 は 現在の 中學 校の 中、 幾 つか は 乙れ を 

從來 のま まにし て、 各 府縣に 乙れ を存 して、 M れを 全國に 適當に 配置 し、.. V れ から 高 

等學 校な う、 大 學豫 科な うに 連絡せ しめて、 大學に 進む ものの ために 11 る 乙 と、 今 一 

は 全 高等 學 校に 於て、 第二 外國 語と 同様に 初歩から 學 習せ しむる ことと、 ヒ の 二 つ 

である。 さう して 後者の 場合に は、 現在よう をの 時間 數を增 加すべき, VJ と は 勿論 

である。 

さ うし て、 乙 れを實 現す る 方法と して は、 現在 の中學 校の 中 幾つか 適當 の數 を、 現在 

の 七 年 制 高等 學 校の やうな ものに 改造して、 乙れ を 全國適 営の 地に 配置 し、 そ れ と 



共に 現在 

に 改 造 し 

校 をば 初 

て、 以 て 中 

置く の が. 

高 等 學 校 

て 平均す 

はな S. と 



一般 中學 

斷す るメ 

へて 實務 



の 高等 學 

て、 以 て 大 

步 英語 



校 を 

も 簡 

經 る 

き や 

も J 



椟の內 幾つか 、右 と 同じ やうな 七 

學に 進まう とする もの を 收容 する 

ら學 習すべき 制度の 下 に、 多 少敎科 

へた ものの 中 か ら、 大 學へ 進まう と 

に實 行し 得べ き 方法で あらう と あ 

の と、 中 學 椟、 高 等學 椟を經 る ものと 

に、 適 當 に敎斜 目の 時間 配當 をな す 



年 制 高等 學 校の やう 

乙と と し- 更 に 爾餘の 

目 の 時間 數等 に 改正 

する もの の 爲に途 を 

ふ。 かやう にして- 

の 英語 力が、 を の 卒業 

Z と は、 決し て 困難な 



i3 一 般中學 校に 英語 科 を全廢 すると すれば 



校 

、、ゝ 

力 

に 



に 英語 科 を 全 廢 する と、 そ の 後に は 思想 鎖 國の狀 

あ ク^が、 それ は 大きな 謬 想で ある。 一般 中學校 

就く 人々 である。 中には 專門學 校に 進む 人 も あ 



態で も 來るゃ 

に學ぶ 人々 は 

る が、 國 民の 全 



な TP の 

高 等 學 

を 加へ 

開いて 

七 年 制 

期に 於 

乙と で 



うに 速 

業 を 終 

體 が さ 
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風 詰 間 題と 英語 科 問題 二 四 〇 

うい ふ 人で はない。 國 家に は 大學敎 育 を 必要と する ので あるか ら、 大 學は官 公私 

立の いづれ たる を 問 はず 又單 科、 綜 合た る を 論 ぜ ず、 幾 らも ある 喾 である。 乙の 大 

學を經 て 世に出 づ る 人み、 は 年々 澤山 あるので ある。 ？- れらの 人達 は 各種 專門學 

の 上 で， 又 思想の 上 で、 國 民の 指導 階級 を 成す ベ き 人々 であるから、 でれ らの 人達に 

依 ゥ て、 國 家の 發展に 必要な 學 術、 思 想 は、 外 國か らも 盛んに 輸入され る 乙 と、 現 在 と 

少しも 變ら ないで あらう。 自然 科學に 於て も、 精 神 科學に 於て も、 歐 米に 學ぶ ベ き 

も のが 將來も 多く あ ，5- 又 他山の石 として 必要と される もの も少 くな s 以 上- 當 然 

に 直接の 翻譯 や、 間 接の 消化の 途に 依って 攝取 する 乙と を 怠る 國民 でな S 乙と は、 

わが 過去の 歷史が 乙れ を 明瞭に 證 明して ぬるので ある。 一 般中學 校の 英語 科 を 

全廢 したから と て、 思 想 鎖 國の來 る M と を S ふるが 如き は、 全 く杞 人の 憂で ある。 

又 一 般中學 校の 英語 科 全廢の 結果と して 、外人に 接して 意志 交換の 途 が杜絕 する 

もので あるかの やう^ 考 へ る 人 も ある。 乙れ も 亦 甚だ 考の 足らない 人達で ある。 

外 交、 通 商、 移 民 等の 特殊な 事 業、 業 務の 方面に 活動す る 人々 のために は、 現在の 外國 

語. 學 校 も あ る、 又 乙れ を擴 張す るの 途も ある、 又 それよう 一 層 簡易な 實 用外國 語の 



習得 を 必要と する ものの^め に は、 簡 易 を 主と した 外國語 科の 特設 を 講ずる の途 

も あるので ある。 要は 一般 中學 校に 位置の 如何 も 問 はず、 一律に 英語 科 を 置いて、 

乙れ に 多くの 時間 を 配當 する 現 制^ 再 撿討を 加 へ て、 乙れ を 適 當に處 分せ よと い 

ふので あって、 日本の 敎育界 から 英語 科 を驅逐 せよ と s ふので はない。 新たなる 

必要 を 感じて ぬると 乙 K-に は、 適 當 なる 特設 を 許す ベ き 乙 とは自 ら. 別 問題で ある。 

六 一 學間 思想 輸入の 途 

中舉 校に 英語 科 を全廢 して も、 思 想 鎖國^ なる 心配 は 萬み、 な s が、 を れ ようは 寧 ろ 

今日の 思想 混亂の 原因 をな してぬ る， 外國 思想 輸入 過剰の ことが 重大な 問題で あ 

る。 乙の 外國 思想 輸入 過剰の 原因 は、 學 校敎 育に 於け る餘 う^ 多く 外 國語を 尊重 

して 來 たと 乙 る にある。 もれが 唯一の 原因と はいへ ない にして も、 主 なる 原因の 

一 である 乙と は 否定し 難い。 

唯 外 國語を 多少 解す るが 爲に、 外國の 典籍 を讃ん で、 珍 しさの 奥 味 か ら、 知 ら ず識ら 

中學 英語 科 &廢論 二 四 一 



國語間 題と 英語 科 問題 二 四 二 

ず當 人が その 思想の 良否^ 關せ ず、 感 化される の はま だし も 、乙れ が 我が 國民 思想、 

國民 生活に 惡 影響 を 及 ぼ す ベ き 乙と を も 察 せ ず、 思 想 上の 遊戯 典 味から 乙れ を 翻 

譯 した う、 又 職業的の 利益から 乙れ を翻譯 したう する ものが 少 くな い の は 、寧 ろ 國 

家 現 時の 禍 である。 思想 鑌國 に杞薆 を 抱く か はりに、 乙の 國 家の 禍を少 くし 得べ 

き 方途 を考 へ るが よから う。 

將來 とて も、 外 國の思 想、 學 問 はわが 國 カを强 め、 わ が 文化の 創 造、 發 展に 必要で ある 

乙と は 勿論で ある が、 を の 輸入の 途は rJ れを大 學敎育 を 受けて、 社會の 指導 的 地位 

に 立つ と 乙 K? の、 そ れ f の專 門の 學 者の 頭と 口と 手と を 通す 乙と にす る の が、 最 

も穩 健の 途 である。 何も 猫 も 杓子 もと S ふやう に、 す ベ ての 國民 をして 外國 書か 

ら 直接に 輸入させる 必要 はな S ので ある。 乙の ため y 往年 は學 校の 外 國語科 を 

縮少 する 代う に、 翻 譯局を 設立す ベ しと いふ 議も 提唱され てぬる が、 今 日で は それ 

すら 殆ど 必要 は 感ぜられな い。 年々 官公 私立 の 大學を S て 社會に 活動す る 人々 

は 夥しい 數^ 上る ので あるか らビ れらの 人々 の 活動に. 任せて あ いて も、 外 國 の 舉 

問-思 想 は 十分に 輸入され るに 相違ない。 一 般中學 校の 英語 科全廢 後の こと は、 M 



の點 から 考 へ て も 0 ふ る に 足 ら な い と 信ずる- 
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る 英語 科の 存廢 は. 闕 民の 自覺- 日本 精神の 發揚- 日本 文化の 劍 造. 發 

を 持つ ものである。 故に 余 は 順序と して どこに 乙の ことに 就い 

るが ビの際 は 乙れ を差控 へ て、 英語 科の わが 國民 生活に 於け る敎 

ク て、 中 學 校に 於け る英 語 科の 全 廢す ベ き 所以 を 述べ る に 止めて 

置く。 若し 社會の 論議の 趨勢 上 、をの 必要 を 感ずる 機 會が來 た ら-を の 際に 余の 所 

信お 述べる ことにしよ ラ C (昭和 十 三 年 三 月、 文 藝 春 秋 ) 
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